

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ここまでのあらすじ









　……ん？　ああ、戻ってきたのか。どっか行っちまったかと思ってたぜ──喜ばしいじゃあねぇか。仲間は多いほうがいい。だろ？

　んで、大丈夫かよ？　ここまでの展開、忘れてたりするんじゃねぇの？

　……あー、ったく、しょうがねぇなあ──これも『縁』だ。お仲間のよしみでおさらいしてやるか。必要なければ聞き流せよな。




　これは、特大にやべー女に引っかかった、哀れな哀れな一人の男のお話だ。

　実の妹に異常に愛され、なんと五年間も監禁されていた男がいた。なぜだか鍵がカチッと開いた拍子に逃げ出したそいつだったが、追いかけてきた妹もろともトラックに轢ひかれて死んじまう。ここまでなら、この世のどこにでもあるありふれた惨劇だ。

　ところが男はチャンスを得た。異世界に魂を転生させるっつーチャンスをな。

　男は片田舎の伯爵家の長男、ジャック・リーバーとなり、優しい家族に愛されてすくすく育った。神様とやらのご贔ひい屓きで、精霊術──ま、超能力みてぇなもんだな──の才能にも恵まれて、人生イージーモードかと思いきや！　……まったく趣味の悪いことに、優しい家族の中に、例の妹が転生して潜んでやがったのさ。

　ジャックは触れたものを浮遊させる精霊術【巣す立だちの透とう翼よく】を駆使して、どうにか妹を撃退した。このとき満一歳。相手が悪魔じみた転生者だとはいえ、わずか一歳で殺人デビューたぁ、なかなかロックな人生じゃねぇの。

　さてさて、ヤバい妹が死んで、これにてめでたしめでたし。……とは、ならなかった。

　これはジャックは知らないこと。アタシたちしか知らないこと。

　ヤツは、さらに別の人間に転生した。

　そりゃそうだ。一度あったんだからもう一度同じことがあってもおかしかない──これからジャックの周りに現れる誰かが、また、あの妹が転生した存在かもしれねぇってことさ。しかもヤツは、今度は潜むと宣言した。そう簡単にはボロを出さねぇ。そう。ここからがあのストーカー女との、本当の戦いってことさ──




　それから六年後。七歳になったジャックに、二つの出会いがあった。

　ひとつはリーバー家と関わりの深い商家の娘、フィリーネ・ポスフォード。ジャックと同い年の、天てん真しん爛らん漫まんなおてんば娘だ。

　もうひとつは森で行き倒れてた旅の女エルフ、ラケル。澄ました性格のくせにおっぱいがクソでけぇ姉ちゃんで、他人の精霊術を模倣する精霊術【神しん意いの接せつ収しゆう】っつー、チート・オブ・チートみてぇな力を持っている。

　ジャックは、フィリーネともどもラケルに弟子入りし、精霊術のイロハを学んでいく。一緒に風呂に入ったり、初々しくチュッチュしたりしながらな？　ひひひ！

　そんな生活が何ヶ月か過ぎた頃、ジャックとフィリーネが盗賊に攫さらわれた。ま、結論から言えば、その盗賊は修行で成長した二人によって壊滅させられるわけだが──その末路の異様さと言ったら。

　盗賊団『真しん紅くの猫ねこ』は、争い合ったわけでもなく、殺し合ったわけでもなく、自らで自らを、まるでスクラップを廃棄処分するみてぇにして、ぶっ壊したんだ。

　と、まあ、オチこそグロいもんだったが、結果的には師弟の絆きずなも深まり、ジャックたちの名も上がって、めでたしめでたしってところか。

　この件が、かねてよりのジャックの目的──精霊術学院の目に留とまったところで、今に至るってわけ。




　……さて。

　早速続きを──と言いてぇところなんだが、ここまででちょっと気になることがいくつかあるんだよな。あんたも忘れてるかもしれねぇから、ついでにおさらいしておくか──例によって、必要なければ聞き流しな。

　まず、前世のジャックが逃げ出したときの話だ。

　──鍵はなんで開いたんだ？

　妹が帰ってきたわけでもないし、ジャックが外に出たとき、誰かがいた様子もなかった……。そもそもどうやって外から開けたんだっつー話だ。あの妹が、大事な大事な兄さんがいる部屋の鍵を、他の誰かに渡したりするか？

　さらに、もうひとつ。ジャックがフィリーネとラケルに出会った日のことだ。あの日、母親マデリンに来客があったよな。そう、ジャックが玄関ですれ違った、若い男女の二人組だ。

　──あいつらは結局、なんだったんだ？

　ラケルを連れ帰ったときにはもういなかった。以降は話にすら出てこねぇ……。あんまり怪しいもんだから、何か妹に関係する連中なのかと身構えたんだけどなぁ……。

　他にも細かい疑問点はいくつかある。

　──ラケルが精霊術を蒐しゆう集しゆうしている理由は？

　──過去に精霊術師であったというジャックの両親の精霊術とは？

　──女盗賊ヴィッキーが口にした『彼女』とは？

　挙げればキリがねぇが、ま、あんまり言っても興きよう醒ざめだよな──今回はこのくらいにしておくか。




　ちゃんと思い出せたかよ？

　なら結構。アタシはそろそろ引っ込むぜ。

　さあ、因果の続きを覗のぞこうか──
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　　　　†






　盗賊団『真しん紅くの猫ねこ』壊滅から一年が経たった頃。

　春が訪れつつあるダイムクルドのリーバー伯爵邸に、王都からの使者が訪れた。

「……ジャックを、学院に……ですか」

「ええ、是非に」

　応接間にて、当主カラム・リーバーに相対しているのは、王立精霊術学院よりの使者である。

　俗に、スカウト、とも言う。

「道中、方々でお噂うわさを聞かせていただきました。ご子息は流浪のエルフに師事し、本格的な精霊術の修行を初めてわずか四ヶ月ほどで、あの『真紅の猫』を壊滅に追いやるほどの実力をつけたとか」

「いえ……あまり過大に評価されるのは息子のためにもなりませんので訂正させていただきますが、息子が破ったのは飽くまで頭領である『血ちまみれ雌め[image: ]ひよう』のみです。『真紅の猫』の壊滅は別の要因によるものです。それに、ポスフォード家のお嬢さんと協力してこその結果でもある。息子一人では、命すら危うかったでしょう」

「ええ。それも聞き及んでおります。何でも『血まみれ雌[image: ]』は、自分の実力を過大に喧けん伝でんしていたとか……。ポスフォード家のほうにも、別の者がお話をさせていただいております」

　カラムは肯うなずいた。

　彼は息子から、あの廃砦で起こったことを余さず聞いていた。

「それでも、特筆すべき功績であることに変わりはありません。その才能、ぜひ我が学院で預からせていただきたい。必ずや、偉大な精霊術師に成長されることでしょう」

　カラムは瞼まぶたを伏せ、少しだけ間を置く。

「……学院への入学は本人も希望しています。話せばさぞや喜ぶことでしょう。ですが、先にいくつか確認させていただきたい」

「なんでしょう？」

「息子は戦闘科に入学する、ということでよろしいのですね？」

「はい。その通りです」

「では……息子には、何級を受験させていただけるのですかな？」

　精霊術学院の戦闘科には、独自の格付けシステムがある。

　全生徒が入学時の試験によって、２級から６級までのどれかに振り分けられるのだ。

　もちろん、入学してから級位を上げるのが常道だが、入学時に高級位に合格すれば、同じ年の新入生たちに大幅に差をつけることが可能となる。

　何より──精霊術学院の級位振り分け試験は、貴族の社交場でもある。

　そこで継嗣が好成績を出せば、貴族界において強い存在感を示すことができるのだ。

　リーバー家は爵位としては伯爵の位にあるが、それは農業・林業を主産業とするダイムクルドの領土の広さに起因するものである。そのため、王都の貴族からは『田舎伯』と揶や揄ゆされることも少なくない。

　そうした親の態度は、子にも影響するものだ。息子の豊かな学院生活のためにも、より高い級位を受験させてやりたいという思いがカラムにはあった。

　無論、スカウトの男のほうも、そうした事情を委細承知している──男は大きく肯うなずくと、自信のある声音で告げた。

「ご子息には、３級受験の許可を、すでに取り付けております」

「ほう……」

　カラムは眉を上げ、感心の声を漏らしてみせた。

　ほとんどの生徒は４級受験までしか許可されない。３級受験の許可は、異例と言ってもいいほどのことだ。

　だが、カラムはすぐには肯かない。

　にやりと、子供めいた無邪気さを感じさせる笑みを浮かべて、彼は言う。

「では、お返事をさせていただく前に、息子の実力を御覧に入れましょう。今ちょうど、ポスフォード家のお嬢さんと一緒に修行をしているところですので」







　屋敷の裏手にある訓練場に案内されたスカウトは、瞠どう目もくすることとなった。

「ジャック！　無駄な動きが多い！　フェイントと本命をきっちり見極めて！　フィルは逆に無駄がなさすぎる！　動きに遊びを入れないと簡単に見切られる！」

　空に向かって鋭く指示を飛ばしているのは、サファイアのように輝く青い長髪の少女。あれが噂うわさの、流浪のエルフだろう。

　驚くべきは、空にあった。

　終わりかけた冬の、乾いた蒼そう空くう。

　それを埋め尽くす、無数の鳥の群れ。

　百、二百、いや千にも届くだろうか。渡り鳥とも見えるそれらは、しかし一目で異常だと知れた。

　川がうねるように大胆に、女の指のように繊細に──すべての鳥が一羽残らず、統率されているのだ。

　まるで整然と行進する軍隊。

　あるいは、美しく合奏するオーケストラ。

「右翼ーっ！　ちょっと伸びて取り囲んでね！　中央は逆に行き過ぎ！　引き気味に構えてじーくんを焦じらしちゃおう！」

　その指揮を執っているのが二桁にもならない歳としの少女なのだから、なおさら御お伽とぎ噺ばなしめいていた。

　そして、空を舞い飛ぶ鳥たちの中心には、もうひとつの驚きよう愕がく的光景がある。

　少年である。

　一人の少年が、全方位から津波のように襲い来る鳥たちを、ことごとく躱かわしているのだ。

　翼さえない身で、まるで見えない足場があるかのように虚空を蹴って、空を縦横無尽に飛び回って──

「……なんという……」

　恐るべき数の鳥たちを余さず制御し切る少女。

　それによる攻撃をすべて躱し続ける少年。

　フィリーネ・ポスフォード。

　そして、ジャック・リーバー。

　噂うわさよりも、遥はるかに凄すさまじい実力だった。

　彼ら二人は、今年でようやく九歳になるという。

　その歳にしてこれほどの実力をつけられたのは、疑う余地もなく、師匠の教育の賜たま物ものだ。

　興奮からか、スカウトの全身が震えた。

「……リーバー卿きよう。先ほどの提案、訂正させていただきたい」

「ほう。どのように？」

「ジャック君には２級受験を許可するよう学院に掛け合います。私の首を賭けてでも、学院長閣下を肯うなずかせてみせましょう。──そして、彼女を」

　そう言ってスカウトは、エルフの少女を見た。

「彼女を、どうか、我が学院に教師として迎えさせてほしい。短期間でも構わないのです。どうかお口添え願えませんでしょうか」

「承知致しました」

　その言葉を待っていたかのように、カラムは二つ返事で肯うなずいた。

　カラムとスカウトは互いに笑みを浮かべ、固く握手を交わすのだった。





　　　　◆






「学院からスカウトが!?」

　今日の修行が終わり、父さんから話を聞いた俺は、思わず声を上げて身を乗り出してしまった。

　応接間のソファーに腰掛けた父さんは微笑ほほえんで、

「ああ。この春からだ。２級受験を許可することを約束してもらった」

「へえ……」

「まあ」

　そばで話を聞いていたラケルと母さんが、感嘆の声を零こぼし、あるいは口元に手を当てる。

　フィルだけが首を傾かしげた。

「にきゅーじゅけん？　って、なに？　すごいの？」

「２級の受験を許可される新入生は、数年に一人くらいしかいない……って、わたしは聞いてる」

「ええ。私の知る限りでも、２級受験者はここ何年か出ていないはずですよ。ねえ、あなた？」

「ああ。２級を受験するというだけでも大いに注目されるはずだ」

　父さんと母さんの口ぶりに、ラケルが少し不思議そうな顔をした。

「お二人は、学院に通っていたことが……？」

「いえ、私は田舎の出ですから。でもカラムは、学院をきちんと卒業しているのよ」

「俺は劣等生だよ。卒業だってギリギリだった。親父おやじによく詰なじられたもんさ」

　父さんは肩を竦すくめ、自嘲気味に言う。

　謙遜して言っているが、精霊術学院を無事に卒業できるのはほんの一握りだと聞いている。ギリギリでも卒業できた時点で、充分にすごいのだ。

　どんな風に卒業したのかは、訊きいても教えてくれないんだけどな。

　父さんも母さんも、自分がどういう精霊術を持っているのかすら、俺には話してくれないのだ。

「ともあれ、そういうわけだ。ジャック、構わないな？」

「はい！」

　学院入学のためにずっとラケルのスパルタ修行に耐えてきたのだ。否いなやを言おうはずもない。

　……だが一人、不満そうな奴やつがいた。

「……フィル？」

「ぶー」

「何わかりやすくむくれてるんだ」

「だって……じーくんと、離れ離れになっちゃうんでしょ？」

[image: ]

　……ああ、そうか。

　学院は全寮制──俺は春から王都に住むことになる。

　今までみたいに、四六時中フィルと一緒にいるわけにはいかないのだ。

「はは。心配しなくてもいいぞ」

　しんみりしていたら、父さんが苦笑しながら言った。

「お父上からも話があると思うが、フィリーネちゃん、君も学院にスカウトされている」

「ふぇ？」

「ジャックと同じ戦闘科じゃなく、諜ちよう報ほう科へのスカウトと聞いているが、少なくとも離れ離れになることはないだろう」

「ふぇー？」と理解が追いついてなさそうな様子だったので、俺は軽くフィルの肩を叩たたいて言った。

「俺と一緒に王都に行けるってさ」

「ほんと!?」

「ほんとほんと」

「やったーっ!!」

　慣れたもので、突然飛びついてきたフィルを、俺は軽く受け止めた。

　まあフィルの実力を思えば当然だ。スカウトの直接の理由となったらしい『真しん紅くの猫ねこ』の件だって、フィルがいなければとても切り抜けられやしなかった。

　だが……一方で、どうしても別れなければならない人間が、一人いる。

「……では、わたしはお役御免……ですね」

　ラケルが感情を窺うかがわせない声で言った。

　俺とフィルが学院に入学するということは、ラケルがこの家に滞在する理由もなくなるということである。

　一年半もの間、一緒に過ごしてきた彼女が……。

「そのことなんだが」

　再びしんみりしかけた俺を、父さんの声が呼び戻した。

「スカウトの方がな……ラケルさん、君を学院の教師として是非に、と言っている」

「えっ」

　珍しく、ラケルが目を瞬しばたたいた。

「わたしを教師に……？」

「ああ。さっきの修行を見学されてな」

「でもわたしは……一応、精霊術師ギルドに登録してはいますけど、誰の門下でもない外と様ざまですが……」

「その辺りはどうにかするのだろう。それほどの熱意だった。先方は短期間でも構わないと言っているが、どうだろう？」

　ラケルは当惑している様子だった。

　精霊術学院の教師と言えば、王国でもエリート中のエリートだ。

　それも当然の話で、学院の生徒はそのほとんどが貴族の子息である。どこの馬の骨ともわからない人間に自分の子供を任せる貴族はいない。

　だから、ただの根無し草の自分が……、などとラケルは思っているんだろう。

「いいんじゃないか、師匠？」

　俺は散々苦しめられた師匠を見上げて言った。

　ラケルが少しだけ驚いて俺を見下ろす。

「精霊術を蒐しゆう集しゆうするために旅してるんだろ？　だったら学院は絶好の場所だと思うけどな」

「それは、そうだけど……」

「ししょーは一緒に行かないのー!?」

　どストレートに残念そうなフィルにローブの裾を引っ張られ、ラケルは困ったような顔になった。

「……正直、学院には、ちょっと近付きにくい、理由があるんだけど……」

　彼女はフィルの髪をそっと撫なでると、表情を引き締めて父さんに向き直る。

「わかりました。ジャックとフィルが在学している間だけでもいいのなら、教師、お引き受けします」

「承知した。先方にはそうお伝えしよう」

「やったー！」とフィルが万歳して喜び、ラケルがほのかに微笑ほほえむ。

　春からの新生活も、結局、三人一緒ってことか。

　そう思うと、春が訪れるのが俄が然ぜん待ち遠しくなった。

　──だが、ひとつ、懸念していることがある。

　一年前に戦った『真しん紅くの猫ねこ』の女頭領、ヴィッキー──あいつが漏らした言葉が、ずっと心に引っかかっているのだ。




　──夜明けには『彼女』に引き渡さなきゃあならないんでね




『彼女』。

　あいつは俺たちを王都の貴族に売り払うつもりだと言っていた。

『彼女』ってのは、それを仲介する仲買人か何かなんだろう。

　でも、本当にそれだけならあの場面でぽろっと口に出したりはしないだろうし、『彼女』なんて呼び方もしないような気がする。

　その呼び名には何か、強力な圧力みたいなものがあった……。

　さらにもうひとつ、あいつの発言で気になるものがあった。

　──さすが貴族のガキだな。高く売れそうじゃあねえの

　あいつは、俺が貴族であることを、最初から知っていたのだ。

　そのことから俺は、心の底でずっと疑っている。

　ヴィッキーの奴やつは、俺たちを狙って攫さらったんじゃないか？

　そう……『彼女』とやらに命令されて。

　それに加えて、『真紅の猫』のあの結末だ。あまりにも不可解な集団自殺──自ら自分自身をバラバラにしたヴィッキーの死体。

　あれがもし、自然のものではなく、誰かの差し金だったとしたら──例えば、自分に繋つながる証拠を徹底的に隠滅するためだったとしたら？

　……俺たちを、狙っている奴がいるかもしれない。

　取り越し苦労だとしても、確認せずにはいられなかった。

　今の生活を──幸せを、誰にも奪わせないために。

　王都に行けば、『彼女』とやらの情報が手に入るかもしれない。

　そして、もし俺や俺の周囲の人間に害意を持っている奴がいたら──

　──一人残らず、叩たたき潰してやる。

　念願の学院入学に湧き立つ心の裏で、俺はひっそりと、冷たい決意を固めた……。






やってるってだけじゃ誰も褒めてくれない世界









　いわゆる大陸列強三国──邪神封印の四勇者の末まつ裔えいたちが治めるとされる三大国家は、それぞれ得意とする分野が異なっている。

　ロウ王国は軍事。

　センリ共和国は技術と医療。

　そして俺たちの住むラエス王国は、精霊術と文化である。

　というのも、ラエス王国は肥沃な土地で、よっぽどのことがなければ食うには困らない環境にあった。そうしてできた余裕が、芸術などの文化を形成する原動力となったのだ。

　そして何よりも、肥沃な土地は人を集める。人が集まれば多様な精霊が集う。多くの精霊が集うほどに、多くのことが精霊術を中心に回るようになり、人々は精霊とその力を行使する者を敬い、信仰するようになる。

　ラエス王国、王都レイナーディア。

　大陸全土において信仰される一大宗教、指輪教の総本山である。

　その街並みは整然で清潔。教皇が住まう聖ノモラス大霊拝堂と、国王が住まうレイナーディア城を中心に、塵ちり一つ落ちていない白亜の街並みが広がっている。

　すぐそばには大陸最大の貯水量を誇るレイナード湖があり、大昔に整備されたという水道を通じて周囲の町村に潤いを供給しており、このレイナーディアにおいては、何でもない道のそばに人工の川が通っているほどだった。

「ふわー！　人がいっぱーい！」

「おお……！」

　馬車の窓際で大興奮を見せるフィルの後ろから、俺はこっそりと声を漏らした。

　──通りを行き交う大量の人、馬車、声。

　──軒を連ねる商店に並ぶ、見たこともないものの数々。

　そんなのは序の口に過ぎなかった。

　不意に窓の外を、象と牛を融合させたような動物が横切った。

　ビヌサだ。

　象ぞう山や羊ぎとも呼ばれ、馬よりも足が遅いが持久力が高く、環境の変化や荷重にも強いため主に荷役に用いられる──と、本で読んだ。

　ビヌサは荷馬車を曳ひいていて、その御者台には、普通の人間の半分ほどしかない身長の男が座っていた。

　ハーフリングだ。

　大陸北方に多く暮らすという人種の一つで、共通点は背が小さいことと、手先が器用なことと、牧歌的な暮らしを好むこと──と、本で読んだ。

　他にも他にも、あの八百屋のおっちゃんの腕には竜人族の末まつ裔えいの証拠である鱗うろこがあるし、いま大きな袋を担いで歩いていったのはドワーフだ。──あっ、エルフだ！　エルフがいた！　ラケル以外に初めて見た……。やっぱりみんな超美人なんじゃん……。

　指輪教は外見に拘こだわらず、知性持つ者には優劣をつけない。精霊の加護の下にあることに変わりはないからだ。

　なのでレイナーディアは、大陸中から様々な人種が集まる一大交易都市でもあった。

　この街を見たら、現代日本を知ってるからなんだって気分になってくる。

　東京とか、ほとんど黄色人種じゃん!!

　その程度で都会人気取りとか、ちゃんちゃらおかしいって話だ。

　俺、フィル、ラケル、それに父さんと母さん、ポスフォード氏の六人を乗せた馬車は、自動車が六台は並んで走れそうな目抜き通りを進んでいく。

　この馬車は精霊術学院が用意したもので、側面には精霊術師ギルド所有であることを示すエンブレムがある。同じエンブレムが付いた馬車が、やがて何台も横に並び始めた。

　行き先はみんな同じ。

「門を抜けるぞ」

　父さんが言うと同時、馬車が大きな門を通り抜けた。

　俺とフィルは揃そろって窓から顔を出す。

　後ろを振り返ると、赤茶色の煉れん瓦がで組まれた大きな壁が、緩やかなカーブを描きながらずーっと左右に伸びている。精霊術学院の敷地を囲う壁だ。おそろしく長大で、いったいどこまで続いているのか見当もつかない。

　石畳が敷き詰められた道々には、若い男女が何人も行き交っていた。全員が同じ服装──学院の制服である。驚くほど現代的なデザインで、平民が着る麻の服とは段違いの複雑さだった。ラエス王国と精霊術学院の文化力の高さがそれだけで窺うかがえる。

　そして、前方を見れば、大きな建物がある。

　巨大な体育館に神殿っぽい装飾を施したもの、とでも言えばいいのか。白亜の威容を陽ひに輝かせるそれは、制服を着た子供や豪ごう奢しやな身なりをした大人たちを、まるで豆粒みたいに吸い込んでいく。

　そこが、俺たちの目的地。

　王立精霊術学院が擁する施設の一つ──『闘術場』である。







　闘術場のロビーには何百人という人間がいた。

　そのうち半分は俺と同じくらいの子供だ。俺やフィルと同じ、学院の新入生に違いない──今日はここで、精霊術学院の入学時実力試験が行われるのだから。

「ふわー。こんなにいっぱいいるんだねー！」

「ああ……正直、もっと少ないもんだと思ってた」

　入学試験一切なし。推薦かスカウトのどちらかでしか入れない超エリート校だなんて言うもんだから……。

「ほとんどは、一門の師匠から推薦状を勝ち取って入学してきた子だから。あなたたちみたいなスカウト組は、少数派」

　ラケルが言った。

　精霊術師の中には、自分の名を刻んだ看板を構え、門下生を集めて育成している、いわば『精霊術道場』を運営している人間が数多くいる。実は俺も、ラケルに出会う前に一度だけそういうのに入門したことがあったんだが……ラケルのときと似たようなことをしたら、秒で匙さじを投げられた。いやあ、我ながらあの頃はイキッてたなあ。

「えー？　ってことは、わたしとじーくん、結構すごい？」

「……かもな？　もしかしたら？　まあラケルの修行のスパルタぶりを思えば多少はすごくないと困るっていうか──」

「調子に乗るな」

「あうっ！」「いたっ！」

　俺とフィルは揃そろって師匠のチョップを受けた。

　ラケルは（豊満な胸を支えるように）腕を組んで、頭を押さえる俺とフィルを見据える。

「あなたたちには、才能がある。それはこの一年半、あなたたちを鍛えてきたこのわたしが保証する。──でも」

　ラケルはロビーにひしめく新入生の子供たちに視線をやった。

「ここにいる子たちも同じように、素質を見込まれて、努力をして、狭き門を潜くぐってきた。……わかる？　ここでは、才能なんて持ってて当たり前のものなの。努力なんて、してて当たり前のことなの。あなたたちは今日から、そういう世界で、厳しい競争を勝ち抜いていかなきゃならない──やってるってだけじゃ、もう誰も褒めてくれない」

　少し緩んでいた気持ちが、一気に消し飛ぶ。

　そうだ──どんな世界でだって、そうだ。子供のうちは、ただ努力するだけで褒められる。しかし、それが当たり前の世界に一歩でも足を踏み入れれば、……求められるのは、結果なのだ。

「ラケルさん。俺からも一ついいかな？　この学院の卒業生として」

「……どうぞ」

　父さんがラケルと交代して、俺とフィルの前に立った。

「まあ、概おおむねはラケルさんが言った通りだ。この学院は甘い場所じゃない。天才だってだけでやっていける奴やつは一人だっていない。そういう世界で生き抜いていくには、才能や努力なんて当たり前のもの以外に、必要なものがある……」

　父さんは言葉を切って、俺とフィルの顔を見回す。

「前にも言ったかもしれんが、俺はここじゃ落ちこぼれだった。それがどうにかこうにか卒業まで漕こぎつけられたのは、どうしてだと思う？」

　尋ねられ、俺とフィルは顔を見合わせた。

　先にフィルが小首を傾かしげながら答える。

「運がよかったから？」

「はっはっは！　それも重要なことだな。ああ、俺は運がよかった。それもまた事実だ。だが、運以外にもうひとつある。……ジャック、なんだと思う？」

　俺は少し考えて、

「……心。心を折らず……諦めなかった、から」

　俺の答えを聞き、父さんは大きく肯うなずいた。が、しかし、

「惜しいな」

「惜しい……ですか？」

「確かに俺は、諦めなかった──だが同時に、諦めもした」

「「？？？？」」

　と、俺とフィルの頭の上にハテナが乱舞した。

「俺は卒業することを諦めたくなかった。精霊術師になって、家柄だけじゃない、一ひと角かどの人間になることを諦めたくなかった。だから──それ以外のことは、全部諦めた」

　全部。

　その一言は、今までに聞いた父さんのどんな言葉よりも、重い響きを持っていた。

「自分の才能が他者より優れているという幻想──やればできるのだという言い訳──全部、捨てた。自分の不出来を受け入れ、自分にできること、できないこと、持っているもの、足りないもの、自分の中にあるすべてを正確に選より分けた……」

　それは──なんて、恐ろしい決断なんだろう。

　自分という存在の可能性を、自ら選別する……。

　その過程で、いざとなれば縋すがれたかもしれない希望を、逃げ道になり得たかもしれない言い訳を、一体いくつ切り捨てたのか……。

　最後には何も残らないかもしれないという恐怖と、どれだけ向き合ったのか。

「いいか、ジャック、フィリーネちゃん。自分に足りないものを知れ。だが、数えるな。持っているものではなく、足りないものばかりを数えるようになると、あっという間に押し潰されて、壊れてしまう──有り体に言うと、途方もなく死にたくなる」

　死。真っ暗で血ち腥なまぐさい部屋が、脳裏を過よぎる。

「それをやってしまったばかりに、俺よりずっと優れた才能を持ちながら学院を去った奴やつを、俺は何人も知っているよ……。そいつらはその後、それはそれで、幸せそうにやっているがな。それでも、一度数えてしまった自分の不足は、決して、自分の中から消えることはないんだ……」

　噛かみ締めるようにそう言う父さんに、ラケルがおずおずと声をかけた。

「さすがに、これから入学しようという二人には厳しい話なのでは……」

「入学すれば遅かれ早かれ知ることだ。それに、こうして親に上から目線で語られたところで、すぐには実感なんてできないだろうさ。俺もそうだったからな。……いざそのときが来て、自縄自縛に陥る前に、『そういえばこんな話を聞いたな』と思い出してもらうために、今こうして話しているんだ」

　それに、と続けて、父さんは歯を見せて笑ってみせた。

「ジャックとフィリーネちゃんなら、たとえ壁にぶつかったとしても必ず乗り越えて、途方もないところまで行っちまうだろうさ。何せ俺の息子と、俺の息子が惚ほれた子だからな」

「ちょっ、父さん！」

　いきなり何を言うかあ！

　ふへへー、と嬉うれしそうに笑いながら、フィルが腕に抱きついてきた。

「お前も時と場所を選べ！」

「えー？　他に誰もいない場所だったらいいってこと？」

「だっ……！　と、とにかく！　は・な・れ・ろ～っ!!」

「い・や～っ！」

　必死にフィルを引き剥はがそうとする俺を、親たちとラケルが微笑ほほえましそうに笑う。

　なんてことだ……。大人たちのいい玩具おもちやになってしまった。

　最近、精神年齢がどんどん肉体年齢に近付いてる気がするよなあ。

「じゃあ、ジャック、フィル。わたしは手続きに行ってくるから」

「俺たちも挨拶回りをせねばならん。お前たちは更衣室で着替えてくるといい」

　連れてきた使用人から、俺とフィルは自分の着替えを受け取った。

　今は格式ばった礼服を着ているが、試験のときはもっと動きやすい服でないといけない。試験が終わったら学院から制服が支給されるんだけどな。

「迷わないように気を付けて。地図、その辺にいっぱいあると思うけど」

「わかってるって師匠。心配しなくても迷ったりしないから。そんなに子供扱いしなくても大丈夫だ」

「そう……」

　というわけで、ラケルや親たちと別れ、俺とフィル二人だけになった。

「じーくん」

「なんだ？」

「時と場所を選べばいいんだよね？」

「もうそれはいいから！　さっさと行くぞ！」

「え～」

　不満そうにするフィルを引きずって、俺は新入生用の更衣室を目指した。







「……………………」

「……………………」

　迷いました。

「じーくん……」

「ま、待てフィル。そんな残念そうな目で見るな」

　俺は壁に掛けられた石板に刻まれた、闘術場内の地図を睨にらみつける。

　……わっかんねえ……。道ごちゃごちゃしすぎだろ。

「たぶんあっちらへんに行けばいいとは思うんだけどな……」

「あっ、そうだ。飛んでっちゃおうよ、じーくんの精霊術で。方向はわかるんでしょ？」

　んんー……このまま彷徨さまよってる間に試験が終わる、ってオチよりはマシ、か……？

「仕方ないか……」

「決まりっ！　ほら、あそこ窓開いてるよ。れっつごーっ!!」

　飛びついてくるフィル。大義名分獲得って顔をしてやがる。

　闘術場と一言で言うが、ここは正確には第一闘術場。学院内に複数ある闘術場の中でも最も大きいものだそうだ。だからなのか何なのか、あちこちに吹き抜けの中庭が点在していて、さっきからそれに行く手を遮られているのだ。だからこの中庭を飛んでショートカットしてしまえば、目的地に辿たどり着くのは容易たやすい。

　俺はフィルが指差した、中庭の向こう側を見やる。二階に開きっぱなしの窓があった。地図を見る限り、特に何にもない部屋だろう。あそこまで行ければ何とかなりそうだ。

「しっかり掴つかまってろよ」

「うん！」

　フィルを抱え、俺は【巣す立だちの透とう翼よく】を使ってその窓までジャンプした。

　無事到着すると、窓枠に足を乗せ──

「えっ？」

「「えっ？」」

　そこで、揃そろって目を丸くする。

　俺と、フィルと──部屋の中にいた、下着姿の女の子が。
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　……えーと。

　部屋の中で着替えていたらしき赤髪の女の子は、俺たちと同じくらいの歳としだった。つまり九歳くらいのはずだが、フィルに比べて腰やお尻に女性的な丸みがあり、胸にも可愛かわいらしい膨らみがある。ちょうど個人差が出始める時期なんだなあ。だが、あのラケルの犯罪的な身体からだを拝んだことのある俺を惑わせるほどではない。命拾いしたな。

「────っきゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっ!!!!」

　などと言っている場合ではなかった。

　赤髪の女の子が超音波みたいな悲鳴を炸さく裂れつさせ──

　同時、俺たちの鼻先に真っ赤な火球が迫ってきた！

「どうわっ!?」「ひゃーっ!!」

　俺たちもまた悲鳴を上げながら仰のけ反ぞって、窓枠から落っこちる。

「あっ、ごめんなさい！」

　直後、そんな心配げな声が聞こえて、さっきの赤髪の女の子が、カーテンで身体を隠しながら窓から顔を出した。

「大丈──」

　当然ながら、大丈夫だ。

　俺たちは窓のすぐ下で、ふわふわと宙に浮いていた。

　しかしそのせいで、俺はその女の子と、ばっちり目が合ってしまった。

「あー……」

　苦笑という表情がこれほど合う状況もない。

　沈黙には耐えられず、かといって何を言えばいいのかわからなくて、俺はつい、言わなくてもいいことを口走った。

「か……可愛かわいい下着だね」

　女の子の顔が、一気に髪と同じ色に染まる。

　そして、当然の帰結として、再び悲鳴と紅ぐ蓮れんの炎が炸さく裂れつしたのだった。







「そりゃあ窓を開けっ放しにして着替えていた私も悪いけど！　それは認めるけどもよ!?　精霊術を使ってまで窓から入ってくるあなたたちも常識がないんじゃない!?」

　火事になる寸前で自分の護衛に取り押さえられた赤髪の女の子は、きちんと服──目が覚めるような真紅のドレスだ──を着た後、俺とフィルに向かってぷりぷり怒り始めた。

「普通の真っ当な神経をしていたらよ!?　二階の窓に飛び込むなんてこと、考えもしないんじゃないかしら！　窓を開けていたのは私の落ち度だけれど！　落ち度だけれどもね！」

　めっちゃ落ち度認めるじゃんこの子。怒ってるのに。

　それはさておき、こっちにだって言い分はある。

「何もない部屋だと思ったんだよ。ここは更衣室じゃないだろ？　どうしてこんなとこで着替えてるんだ？」

「だって、そんなの、当然じゃない！」

「いや何が」

「他人と同じ部屋で着替えるなんて、ありえないわ！」

　はー……そうですか。

「だから使ってないお部屋を借りて、扉に見張りを立たせていたのに！　まさか窓から入ってこられるなんて！　盲点だったわ。今度からは気をつけなくちゃ！」

　素直に反省できる子だった。考え方は完璧にわがままお嬢様なのに。

「えーと……とりあえず、着替え中に窓から入ってごめん」

「ごめんなさーい！」

　フィルがまるで謝る気のないノリで言ったが、なんと女の子は鷹おう揚ように肯うなずいた。

「今回は許してあげるわ。私にも手抜かりがあったのだし」

　めっちゃ落ち度認めるなあ……。どちらかと言えば俺たちのが悪かったと思うけど……。

　女の子は鮮烈な赤髪を右手でファサッ……と払い、どこか高圧的に胸を張った。

「申し遅れたわね。私はオースティン侯爵家の次女、アゼレア・オースティン。あなたたちも見たところ新入生のようだけれど？」

「ああ、俺はジャック・リーバー。リーバー伯爵家の嫡男だ」

「リーバー伯爵？　ああ……そういえば、ダイムクルドとかいう田舎の領主がそんな名前だったわね」

　おっ、喧けん嘩かか？

「いいわよね、田舎って。緑に溢あふれていて。ダイムクルドは治政も安定していて、石高も高いいい土地だと聞くわ。いいお父様をお持ちね」

　褒めるのかよ。

「で、そちらは妹さんかしら？」

　と、女の子──アゼレアがフィルに目を向けると、フィルはぎゅっと俺に抱きついた。

「フィリーネ・ポスフォードです！　じーくんのお嫁さんです！」

「は？」「え？」

　なに宣言してんのこの子。

「え……えーっと……」

　ほらアゼレアさん困ってるでしょ！

「許嫁いいなずけ……ということかしら？」

「違います！　お嫁さんです！」

　頑として譲らないフィルは、俺に抱きついたまま、縄張りを争っている野良猫みたいな目でアゼレアを睨にらんでいる。

「お前、なに警戒してんだ」

「あのコは敵なのです。匂いでわかるのです。オンナのカンなのです」

　女の勘っていうか、野生の勘って感じだけどな、パッと見。

「ええと……お、お付き合いをなされているということかしら？」

　フィルの突拍子もない行動を、アゼレアは精一杯斟しん酌しやくしようとしてくれていた。いい子だ……。

「そーです！　じーくんはわたしので、わたしはじーくんのなのです！　なのでイロイロとやることもやっているのです！」

「ヤッ……!?」

　アゼレアの顔が真っ赤に染まる。……意味わかるの、お嬢様？

「い、イロイロって……そんな、まさか……まだ子供ですし……そんな大したことは……」

「ときどきチューをします！」

「チュッ……!?」

　はいフィリーネさんちょっと黙りましょうねー。俺はフィルの口を手で塞いだ。

「もがもがもがー!!」

「フィルお前今日飛ばしすぎ」

　旦那様ぜんぜんついていけてません。

「あ、ああっ……！　いやらしい……！　いやらしいわ……！　あんな風に強引に……！　きっといつもは手じゃなくて口で……!!」

　もう全体的についていけねえよマセガキども。

　フィルの口とアゼレアの脳内が多少なりとも治まるまで、少々の時間を要した。

「……お見苦しいところをお見せしたわね」

　まだ少し赤い顔で、アゼレアは咳せき払ばらいをして空気のリセットを試みる。

「突っ込んだことを訊きいてしまった私も悪いけれど、あなたたちもあなたたちだわ！　ダメよ！　まだ子供なのにチ──なんて！　不潔だわ！」

「もうなんかすいません」

「どんな教育を受けてるのかしら！　あなたたち、どなたの門下なの？」

「どなたの……ってのは、師匠が誰かってことか？」

「そうよ。ちなみに私は先の大戦で『炎えん神じん』と称された英雄、ブレンダン・マスグレイヴ様が開かれた炎神天てん照しん流りゆうの門下生よ！」

　聞いてもいないのにすごく得意げに説明してくれたアゼレアには悪いが、残念ながらこちとら世事には明るくないので、そんなカッコよさげな名前の流派があること自体知らなかった。

　ブレンダン・マスグレイヴって名前は、チラッと聞いたことあるかな？　ってことは、本当に伝統ある一門の門下生らしい。

　俺はフィルと顔を見合わせる。

　まあ師匠の名前が知りたいって言うなら、言うけど。別に口止めをされてるわけでもないし。

「俺の師匠は、ラケルっていう名前だ。こっちのフィルも同じ」

「ラケル？」

　アゼレアは首を傾かしげた。

「そんな術師、聞いたこともないわね。どこの野良術師かしら」

「一応精霊術師ギルドには登録してるって言ってたけどな。あんまり寄りついてないみたいだけど」

「ふうん。じゃああなたたち、そのラケルとかいう術師に精霊術を教わって、他の先生に名義だけ貸してもらって入学したってわけかしら。否定はしないけれど、後悔するわよ？　実力も伴ともわないでこの学院に入学すると」

　物言いこそ挑発的だが、俺の耳には、それは真摯な忠告に聞こえた。

　だがフィルはぶーっとむくれている。鎮まりたまえ。

「この学院には国中から有望な精霊術師の卵が集まってくる。それは決して『人よりちょっと上う手まい』程度のレベルじゃあないわ。知ってるかしら？　巷ちまたを騒がせていた『真しん紅くの猫ねこ』って盗賊団が、たった二人の子供に壊滅させられたって話」

　お？

「その子たちも、今年スカウトされて入学するって話よ？　どんな子たちなのかしら。ぜひ一度会ってお話ししてみたいわ！」

「それ──」とあっさりバラしかけたフィルの口を再び塞いだ。

　なんだかめんどくさくなりそうなので黙っておくが吉。

「それに……」

　アゼレアの声のトーンが不意に下がり、表情も少しばかり真剣なものになった。

「今年は、あの『天才王子』がついに入学するらしいしね……」

「『天才王子』……？」

　首を傾かしげると、アゼレアは驚いた顔をした。

「あなた、知らないの？　王族始まって以来の神童と言われる、ウィンザー家の第三王子よ！　すでに精霊術師として、実戦で多くの戦果を挙げているらしいわ」

　王族始まって以来の神童、か。

　ダイムクルドって結構王都から離れてるから、あんまりそういう情報は入ってこないんだよなあ……。それでなくとも、ラケルの修行についていくのに精一杯だったし。

「ふふ……腕が鳴るわね。相応ふさわしい競争相手がいてこそ、私の才能が光り輝くというものだわ」

　ずいぶんと自信過剰なお嬢様らしい。一人で勝手に闘志を燃やしていた。

「ま、あなたたちもせいぜい頑張りなさい。これも縁だし、せめて６級には合格できるよう祈っていてあげるわ。ただ、怪け我がだけはしないように気を付けてね！　それじゃあ御機嫌よう！」

　高圧的なんだか優しいんだかよくわからない台詞せりふを置いて、アゼレア・オースティンは護衛と共に去っていった。結局あいつ、ほとんど一人で喋しやべってたな……。

　アゼレアの派手な赤髪が見えなくなってから、ようやくフィルがコメントを発する。

「自分勝手な子！」

　俺はそれを無言で流した。

　同族嫌悪ってやつですかね。






神童たち









　俺とフィルが着替え終えた頃には、試験の開始時刻がだいぶ迫っていた。

　急いで受験生の控えスペースに向かい、ラケルと合流する。

　父さんと母さん、ポスフォード氏は、すでに試験会場であるメインホールの観客席に向かったらしい。

　この国では、精霊術師としての実力はそのまま貴族としての名声に直結する。

　ゆえに、学院に入学するのはほとんどが貴族や大商人の子息──要するに金持ちのボンボンだ。俺やフィルだってそうである。

　だから精霊術学院の入学時実力試験──特に戦闘科の級位振り分け試験は、それぞれの家が次の世代の才能を他家に見せつけるための場にもなっているのだ。

　おそらく、多くの子供にとっては、たった一人で家名を背負う初めての機会──さっと眺め回しただけでも、ガチガチに緊張している子供が何人も見受けられた。

　それを、師匠か、もしくは同じ一門の先輩かが根気強く解ほぐそうとしている光景が、そこかしこに生まれていた。

　さっきのアゼレアとの一幕のおかげか、俺はさほど緊張していない。フィルは言うまでもなし。しかし傍はたから見れば、俺とフィル、ラケルの三人も、他と同じような様子に見えているだろう。

「戦闘科の試験は、受験対象の級位を持っている学院生との模擬戦。つまり、ジャックの場合は２級の在学生と戦うことになる」

　ラケルが確認するように言い、俺は肯うなずいた。

「２級って、実際のところ、どのくらい強いんだ？」

「そうね……」

　ラケルはことりと首を傾かしげ、少し考える。

「……去年、あなたが戦った、『真しん紅くの猫ねこ』の女頭領、覚えてる？」

「ああ」

　もちろんだ。一歩間違えれば、俺はあいつに殺されていたんだから……。

「あなたからの話を聞く限り……そいつは、精霊術師としては大体４級程度の実力だと思う」

　は？　……４級？　あのヴィッキーが……!?

「その他の、盗賊としての技術やノウハウを加味しても、まあ……たぶん、行けて３級。あなたも最初は、３級受験を条件にスカウトされたって話だし。もし当初の噂うわさ通り、【絶ぜつ跡せきの虚こ穴けつ】で自分自身を自由に転移させられたとしても、それだけじゃせいぜい１級止まり。その上の『段位』──精霊術師ギルドの正会員として認められる最低条件であるところの、初段には届かない」

　才能なんて持っていて当たり前。

　努力なんてしていて当たり前。

　ラケルが言っていたことが、今になって、俺の中で実感となりつつあった。

「……ってことは、あいつより──ヴィッキーより強い奴やつと、戦うことになるんだな」

「そういうこと。……でも、ジャック。あなたには一つ、縛りを設ける」

「え？」

　縛り？

「あなたが『本霊憑きルースト』だってことが、周りにバレないように戦いなさい」

　なっ……!?

「手を抜けってことか……!?　あのヴィッキーよりも強い奴を相手に……!?」

「違う。制限をつけるだけの話。うっかり化身アバターを出さないように」

　俺は本気を出そうとすると、無意識に精霊の化身アバターを出してしまう。

　つまり、本気にならなきゃいけないような状況に、そもそも追い込まれるな……と、そういうことか……。

「じゃあ、この剣も──」

　俺は自分の腰にぶら下げた剣を──世界最重の金属・ヒヒイロカネでできた、俺にしか使えない剣を見た。

「──この『あかつきの剣』も、使っちゃダメってことだよな？」

「当然。腰にぶら下げるだけにしておいて」

　確かに、その辺に置いておいて、うっかり俺の術が解けてしまったら、床に穴が空くからな……。

「なんでそんなことを……？　修行の一環か？」

「ジャック──あなたが思っているほど、ルーストという存在は軽くないの。ルーストはただ存在するだけで国力に影響を与える戦略的な存在……もしバレたら、どんなことに巻き込まれるかわかったものじゃない。そうなったら、わたしだってどれだけ守ってあげられるか……」

　盗賊に攫さらわれたときのことを思い出す。

　ラケルがあんなにも大声を張り上げたのは、結局あの一回きりだった。

　もう二度と、この厳しくも優しい師匠に、あれほど心配させてはいけないのだ。

　もう二度と。

「大丈夫」

　俺が不安そうに見えたのか、ラケルはふっと微笑ほほえんで、俺の肩に手を置いた。

「あの盗賊騒ぎから一年、あなたは見違えて強くなった。──その強さを、世界に見せつけてきて」

　その眼まな差ざしを、俺は強く見据え返す。

「──わかった」

　ヴィッキーと殺し合ったあのときから──いや。

　──無力のままに、絶望と恐怖の中に沈んだ、あの悪夢の日々から。

　一体、俺はどれだけ強くなったのか。

　それを──俺自身の目でも、確かめてやる。

「ししょー、ししょー！」

　放置されていたフィルが手を挙げて存在をアピールした。

「わたしには？　わたしには何かないの？」

「フィルは普通にやれば余裕だから。何にも心配する必要なし」

「おー、そっか！」

　俺は心配だってことかよ。

　……まあ、でも、実際、フィルの並外れた実力は、俺だって知っていることだ。

　諜ちよう報ほう科の実力テストを、あっさりトップで終えてくることだろう。

「じゃあ、他の子の試験を見に行こうか。試験の空気を知っておくのも重要なことだから」

　俺とフィルは返事をして、歩き出したラケルについていった。







　この闘術場に限らず、精霊術学院の全域には、大昔の大精霊術師が施したという結界が張られているらしい。

　その名も『無む血けつ陣じん』。あらゆる殺傷行為を無効化する結界で、要するに、剣でぐっさり胸を突き刺されたりしても血も出ないし傷もつかないのだ。同様に、毒を盛られてもだるくなったり身体からだが麻ま痺ひしたりするだけで、死ぬことはない。

　その代わりとばかりに存在するのが、『霊力』という概念である。

　無血陣が生き物を守る力＝霊力には限界があり、それが枯渇すると強制的に動けなくなって、身体が霊力の回復に専念してしまうのだ。

　これを『霊力切れエレメント・アウト』状態と呼ぶ。

　戦闘科実力テストの模擬戦は、ダメージの蓄積でＥ・Ｏエレメント・アウトになるか、片方、または双方の降参によって決着する、というルールだった。

『第三試験場！　チャック・エドウッズ七段門下、ジョエル・フラナガン！　受験級位、４級！』

　第一闘術場メインホール。その全域に音の精霊術【清しよう浄じようの聖せい歌か】を利用した放送が鳴り響いて、四つの試験場ステージのどれかと、受験者の名前、受験級位を読み上げた。

　すると、

「ほう。フラナガン子爵の子せがれか」「４級受験とは大きく出ましたな」「自分を大きく見せたいだけよ。あの愚物のやりそうなことだ」

　……などという陰口が、そこかしこから聞こえてきた。

　コワイ。貴族社会コワイ。

　見ている限りじゃ、一番受験者数が多いのは５級のようだった。仮に不合格になったとしても、その下の６級には入れる可能性が高いからだろう。

　ちなみに６級で不合格になると、問答無用で準６級という見習いクラスに放り込まれる。噂うわさによると、準６級に入れられてしまった子供は、九割以上が半年と経たたず自主退学してしまうそうだ……。

　それだけは嫌だという意識から、６級ではなくその上の５級を受ける生徒が多いんだろう。４級までは、学院の許可がなくても自由に受験できるからな。

　合格・不合格は、単純な模擬戦の勝敗ではなく、その内容を見て学院の教師陣が裁定しているらしい。

　実際、ほとんどの生徒は、対戦相手である在学生に敗北を喫していた。

　それも当然ではある。彼らは俺たち新入生よりもずっと長い時間、この学院で研けん鑽さんを積んできたんだから。

　だが──何事にも、例外というものはある。







『第二試験場！　ホゼア・バーグソン八段門下、ルビー・バーグソン！　受験級位は……３級！』

　そう読み上げられた瞬間、会場内がおおっとざわめき立った。

「今年初の３級受験者か！　いや、しかし、バーグソンといえば……」「『[image: ]くず拾いのバーグソン』め！　また性懲りもなく伝統ある学院にゴミを放り込んできおったか！」「しかし、３級の受験を許されたのは確かなこと……。お手並み拝見といきましょうか」

　[image: ]拾いのバーグソン……？

　漏れ聞こえてきた単語に、俺は気を取られた。

「バーグソン八段は、スラムから浮浪児を拾ってきて門下に加えることで有名なの」

　隣のラケルがそっと教えてくれる。

「これがどの子も優秀なものだから、血と伝統を重んじる貴族からは嫌われてる」

　なるほどね……。裏を返せば、徹底的な実力主義の一門ってことか。

　俺は第二試験場に注目した。円形のステージの端に、学院の制服を着た男が立っている。こっちが試験官の３級生だろう。

　そして、その向かい側──

　少女だった。

　おそらく、俺やフィルと同じ年頃──九歳か一〇歳くらい。明るい茶色の髪の上に、大きめのベレー帽を被かぶせている。

　それ以外は、極めて軽装だった。

　他の新入生が、運動性を重視しながらも品格を失わないようにしているのに対して、彼女の服装は、そこら辺で拾ってきたような粗末な布を胸に巻き付け、ボロボロのショートパンツを穿はいただけのみすぼらしいものだった。

『スラム出身ですが何か？』と言わんばかりの強烈な自己主張──その堂々たるみすぼらしさを見ただけで、厄介な性格なのが伝わりすぎるほど伝わってくる。

　まあ、嫌いじゃないけどな、そういうの。

『試験開始!!』

　開始が告げられても、双方、すぐには動かなかった。

　試験官のほうも、今年初の３級受験者ってことで警戒しているのか……。

　対して、少女のほうも腰を低く落とし、警戒の雰囲気を出している。その様子は、縄張りに侵入された猫を思わせた。

　しばらくの間、膠こう着ちやく状態が続いたが──試験官のほうが、先に動く。

　ゴオッ!!　と突風が吹いた。

　風の精霊術──【天てん学がくの羽う針しん】か！

　いかなる予備動作も見せない、見事なノーモーション発動──予想など不可能なその奇襲に、少女は「うわっ!?」と声を上げて、腕で顔を庇かばってしまう。

　あれはマズい。自ら視界を塞いでしまう……！

　ヒュンヒュンヒュン、と音が聞こえた。

　それは【天学の羽針】によって、風の刃やいばが走る音。

　風を操る【天学の羽針】には、大きなアドバンテージが二つある。

　一つは、攻撃が相手に見えないこと。

　もう一つは、自分の攻撃が自分の視界を塞がないことだ。

　例えば炎を操る【黎れい明めいの灯ともし火び】なら、自分が起こした爆発や炎で相手を見失ってしまうリスクがある。しかし、透明な風を操る力にそれはない。相手の対応をしっかりと観察しつつ、次撃の準備をすることができる──！

　だが。

「えっ……!?」「あれっ？」

　俺とフィルは、同時に声を上げた。

　否いな、観客席全体が、戸惑うようにざわめいていた。

　──消えたのだ。

　一瞬たりとも目を離さなかったはずなのに──少女の姿を、会場の誰もが見失った！

　少女が次に姿を現したのは、その直後のことだった。

　しかし、すぐには気付けない。それもそのはずだ。少女が現れたのは、さっきの位置から遠く離れた──試験官の、すぐ背後だったのだから。

　そして、やはり誰も気付けなかった。観客も、試験官も、誰一人──その右手に小振りな短剣があることに、気付くことができなかった。

　──白く輝く刃が、試験官の喉に、深々と突き刺さるそのときまで。

　彼女は突風に吹きつけられたとき、確かに驚いている風だった。

　だから視界を塞いでしまうことに考えがいかず、咄とつ嗟さに顔を庇かばってしまった──

　俺を含めて、誰もがそう思わされた。

　だが、喉を突き刺した試験官の耳元で──彼女の唇が、こんな風に動いたのを、俺は見てしまった。

「──なんつってな」

　エレメント・アウト。

　急所判定により一撃で霊力を全損させられた試験官は、膝から力なくくずおれる。

『試合終了！　ルビー・バーグソンの勝利!!』

　そんなアナウンスを聞きながら、俺は考えを巡らせていた。

　……演技だった？

　おそらくは、その前の膠こう着ちやく状態の時点──警戒の雰囲気を出していた、あのときから。

　対戦相手に、攻撃がうまくいったと錯覚させるための、罠わな──

　……どんな子供だよ。

　すでに脱帽したい気持ちでいっぱいだったが、これは、まだまだほんの序の口に過ぎなかったのだ──







『第一試験場！　デンホルム・バステード九段門下、ガウェイン・マクドネル！　受験級位……３級!!』

　そう読み上げられると、さっきの女の子以来のざわめきが観客席に起こった。

「ほう！　あの『鉄の将軍』、バステード閣下の！」「門下生をお取りになられていたのですな」「マクドネルと言えば、八代続く騎士の名家だ。さて、いかほどのものか……」

　第一試験場に立っているのは、重そうな甲かつ冑ちゆうで全身を覆おおった、重装歩兵のような少年だ。

　学院入学の年齢制限は十二歳。つまりあいつも十二歳は超えないはずだが……。

　でけえな。何センチあるんだ？　高校生だって言われても信じられるような上背だ。

『試合開始!!』

　試合が始まってから、鎧よろいずくめの少年は剣と盾を構えたまま一歩も動かなかった。

　相手が攻撃を始めても、一歩も、だ。

　彼は、相手の攻撃をすべて、その身と盾で受け切っていた。

　頑強な肉体、の一言では到底片付けられない、異常な耐久力。どこかに必ず秘密があるはずだ──そう思った俺は、限界まで目を凝らすことで、その一端を発見した。

　攻撃を受けるたびに傷付き、壊れていく彼の盾や甲かつ冑ちゆうが……気がつくと、直っている。

　壊れても壊れても、壊しても壊しても、彼の防具は新品同然に戻ってしまうのだ。

　しかし、本当にそれだけか？　あの耐久力を、本当にそれだけで説明できるか？　甲冑はダメージのすべてを遮断してくれるわけじゃない。受けた衝撃は、必ず肉体にも通っているはず……。なのにあいつは、そよ風でも受けているように平然としている。その理由までは、遠目ではわからなかった。

　彼の対戦相手も、それを探ろうとしたんだろう。痺しびれを切らしたような形で、自ら間合いを詰めた。

　しかし──それがあの少年の狙いだった。

　流麗な剣捌さばきで、危なげなく接近戦を制し──数分もすると、試験場に立っているのは彼だけになった。

『試合終了！　ガウェイン・マクドネルの勝利!!』







　第四試験場にその少女が現れた瞬間、誰もが目を奪われた。

　炎のように輝きを放つ赤い髪。

　それに合わせて誂あつらえたのだろう、薔ば薇らを思わせる真紅のドレス。

　アゼレア・オースティン。

　円形のステージの上にあって、彼女の姿は、誰よりも鮮烈だった。

　あのドレス姿はさっきも見たが……恐ろしいほどステージ映えする奴やつだなあ。間近で見るより、こうして遠目に見ているときのほうが、むしろ存在感があるように思える。

「じーくん、こっち見て」

　唐突に隣のフィルが、俺の頬ほおをむぎゅっと両手で挟んで、自分のほうに向かせた。

「にゃ……にゃんだ？」

「いいからこっち見るのー！　あの子は見ちゃダメ！」

　ほんと敵視してるな……。フィルがこんなに敵意を剥むき出しにするのは初めて見た。

　何がそうさせるんだろうな。たぶん俺を取られると思ってるんだろうけど。

　……あ。

　もしかして……フィルって、同年代の女子と会ったことって、ほとんどない？

　そりゃ俺の知らないところで知り合ってはいるだろうが、俺を絡めた人間関係の中に同年代の女子が混ざるのは初めてなのだ。

　え、じゃあまさか、これから女子と知り合うたびにこんな感じになんの？

　……対策を練っておいたほうがいいかもしれない。

『第四試験場！　炎えん神じん天てん照しん流りゆう門下、アゼレア・オースティン！　受験級位は……３級!!』

　……あいつも３級受験者なのか。

　これまで３級を受験した子供は何人かいたが、模擬戦を勝利で終えたのはたった二人──下流階級アピールがすごかった女の子と、大人みたいな上背の少年だけだ。

　必ずしも勝たなきゃいけないわけじゃないが、さて、あいつはどうなる？

　アゼレアは対戦相手の試験官に向かって、ドレスの裾を摘つまんで軽く踵かかとを上げた。カーテシーってやつだ。いかにも貴族然として優雅な所作だったが、それは『緊張なんてまるでしてません。余裕です』という宣言とも取れる。

　これは、激しい戦いになるかもな……。

　そんな俺の予想を裏付けるかのように──

『試合開始!!』

　試験官のほうが速攻を仕掛けた。

　どこからともなく現れた水が弾幕を形作り、アゼレアに向かって一斉に押し寄せる！

　精霊〈フォカロル〉の【原げん魚なの御み手て】……!!

　水を操るシンプルな精霊術だ。

　そして、俺の知る限り、アゼレアの精霊術も極めてシンプル。

　精霊〈アイム〉の【黎れい明めいの灯ともし火び】──炎を操る精霊術。

　さっきラケルに聞いたのだが、アゼレアの炎神天照流というのは、【黎明の灯火】専門の流派らしい。精霊術師ギルドの中でも特に有力な実力派の一門だという話だが──今回ばかりは、あまりに相性が悪い。

　俺にとって【黎明の灯火】は因縁深い精霊術だ。何せ一歳のとき、初めて戦ったのがこの術だったのだから。

　だから、俺はよく知っている──あの精霊術は、水に極めて弱いってことを。

　なんて意地悪だ。対戦相手を割り当てた人間は、わかっていてやったとしか思えない。新入生に向かって、ここまで最悪な相性の相手を当てるなんて……。

　水の弾幕を前に、アゼレアは一歩たりとも動かない。足が竦すくんでいるのか、あのドレスのせいで動けないのか──いや、そもそも、逃げたところで避けられはしない。アゼレアはただ立ち尽くし、あの綺き麗れいな真紅のドレスを、穴だらけにするしかないのだ……。

　──と。

　俺を含めた、誰もがそう思っていただろう。




　次の瞬間、押し寄せた水の弾幕が、巨大な炎の壁に呑のみ込まれるのを見るまでは。




　炎の壁が火の粉となって散り、豪ごう奢しやなドレス姿のままのアゼレアが、再び現れる。

　鮮烈な赤髪の先端にチリリと火花を散らしながら、彼女はその端整な顔に不敵な笑みを刻んだ。

「『炎が水に弱い』なんて幻想は、おしめと一緒に卒業されてはいかがかしら？」

　それから始まったのは、紅ぐ蓮れんの炎による蹂じゆう躙りん。

　アゼレア・オースティンの独壇場だった。

『試合終了！　アゼレア・オースティンの勝利!!』







「ジャック、そろそろ」

　アゼレアの試合が終わると同時に、ラケルがそっと言った。……時間か。

「フィルはまだちょっと時間があるから、お父さんたちのところに行って見ててもいい」

「わかった！　がんばってね、じーくん！　わたし見てるから！」

「おう。任せとけ」

　フィルが手を挙げてきたのでハイタッチを交わす。

　それから、フィルは父さんたちのいるところへ走っていった。

　俺とラケルは、受験者の控え室を目指して歩いていく。

　一歩歩くごとに、周囲のざわめきが遠ざかっていく気がした。

「……繰り返しになるけど、あなたは本当に強くなった。他の誰にも負けないくらい」

　歩きながら、ラケルがぽつりと言った。

「でも、今は誰も、あなたのことを知らない。あやふやで、真偽も確かじゃない噂うわさの、登場人物の一人でしかない」

　突き放すように言いながら──

　しかし、ラケルは。

　俺の師匠は。

　その微笑ほほえみで、俺の背中を押してくれるのだ。

「──知らしめてやりましょう。ジャック・リーバーという存在を」

　俺も強く強く笑みを刻んで、「ああ！」と答えるのだった。






盗賊潰しと天才王子









「快勝だわ！」

　私は上機嫌だった。

　王立精霊術学院、戦闘科３級試験──一門の先輩がたからは耳にタコができるくらい脅されたけれど、終わってみればなんてことはないわ。

　一身に視線を集める快感──遠慮なく実力を振るえる解放感──むしろ楽しかったくらいだもの。

　きっと誰もがその目に焼き付けたはずだわ。アゼレア・オースティンという稀き代たいの精霊術師の姿をね！

　さて……あとは高みの見物といきましょうか。

　この私と同じ世代に生まれてしまった不幸な子たちの顔を、じっくりとね。

『第二試験場！　ジャック・リーバー！　受験級位は──え』

「あら？」

　覚えのある名前が聞こえてきたわ。

　ジャック・リーバー……私の着替え中に窓から入ってきた、不潔な男の子じゃない。まああれは、窓を開けていた私も悪いのだけど。

　一応、合格を祈ったのは確かだし、見ていてあげようかしら？　せいぜい５級か６級の試験を見ても、得るものがあるとは思えないけれど。

　それにしても……今、司会の方、彼の師匠の名前を読み上げるのを忘れなかった？

　確かラケルとかいう、聞き覚えのない術師に師事しているという話だったけど……そうでなくとも、推薦状を出したギルド会員の名前を読まなければならないはず。いずれにしても、なんて無礼なのかしら。

　まあ、誰にでも間違いはあるし、私がどうこう言うことでもない。

　私は観戦のため、観客席に上がっていく。

　……あら？　そういえば、彼の受験級位は？　私、聞き逃したのかしら？

　観客席に上がると、来賓の方々が戸惑ったようにざわめいていた。

「どうした？」「何かトラブルか？」

　口々に戸惑いの声を上げる方々は、一様に、試験場ではなく上のほうを見上げていた。

　上には空しかない。強いて言うなら、場内放送が聞こえてくるのは、上のほうからだけど……放送で何かあったのかしら？

『……失礼しました。受験者の紹介が途切れてしまったことをお詫わびします』

　そんな放送が聞こえてきて、ざわめきは安心したように治まった。

『改めまして、第二試験場の受験者をご紹介致します』

　第二試験場といえば、あの彼のところじゃない。受験級位を聞き逃したんじゃなくて、放送が途切れていたのね。どうしてかしら？

　なんてことを、私は自分の席へと向かいながら考えていた。

　次の瞬間に、私はその理由を知る。

　放送が途切れたのは──用意された原稿に、放送者が目を疑ったからなのだと。

『第二試験場！　ジャック・リーバー！　受験級位は────２級!!』

　しん、と──場内が静まった。

　けれど、それは束つかの間まのこと。

　直後。

　──観客席で、ざわめきが爆発する。

　私はその中で、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　……聞き間違い？　いいえ。こんなに大勢の人間が聞き間違えることなんてありえない。

「な……」

　２級受験者？　あの彼が……私より上の!?

　私は観客席の一番前まで走り、手すりに身を乗り出して、叫んだ。

「なんっ……ですって──────っっ!?!?」





　　　◆






『第二試験場！　ジャック・リーバー！　受験級位は────２級!!』

　試験も自分の分は終わったし、そろそろジジイんとこ帰っかなー、と思っていたあたしは、その放送を聞いて気が変わった。

　第二試験場に立っているのは、いかにも金持ちのボンボンって感じのガキだ。

　でも、あたしにはわかった。

　匂うんだ……プンプンと。

　あの薄汚いスラムにうじゃうじゃいた、理不尽な絶望に晒さらされてきた人間の気配が……。

「面白そーじゃん」

　思ったよりつまんなそーなトコだと思ってたけど……やるじゃん、精霊術学院。

　あたしは席に腰を据えて、ジャック・リーバーって奴やつに注目した。





　　　◆






『第二試験場！　ジャック・リーバー！　受験級位は────２級!!』

　放送を聞いて、オレは片眉を動かした。

　……２級受験だと？

　リーバーといえば、確かダイムクルドの領主か……。伯爵位を受けてはいるが、家としての歴史は決して長くはない。田舎伯、なんて蔑称もあったはずだ。

　現当主のカラム・リーバーは、かつて妻と共に名を馳はせた精霊術師だったと聞いた覚えがあるが、個人として見ると決して優秀な術師ではなかったとも聞く。確か……そう、極端な秘密主義で、自分たちの精霊術を仲間にも明かそうとしなかったとか──特筆すべき点があるとすれば、その程度のもの。

　その息子が、２級を受験するだと？

　歴史を積み重ねたわけでもなく、優秀な血筋に生まれたわけでもない。

　だというのに、学院は２級の受験を許可したのか。

　……ジャック・リーバー。

　その真価を見定めるべく、オレは第二試験場に目をやった。





　　　◆






『第二試験場！　ジャック・リーバー！　受験級位は────２級!!』

「……へえ」

　ぼくは微笑ほほえんだ。

　第二試験場に立つ彼の姿を、自分の『眼め』で観察した。

「……なるほど」

　ぼくはこっそりと、おそらくは誰よりも早く、真実を言う。

「強いね」





　　　◆






「２級受験だと!?」「推薦人の名が読み上げられなかったということは、スカウトか？」「リーバーだと……！　あの田舎の若造のせがれか……!!」

　試合が始まる前から、会場は大騒ぎでした。

　それも当然です。

　２級の受験者はここ数年、一人だっていなかったのですから。

　お集まりのお貴族サマはみんな、まるでマークしていなかったリーバー家に『数年ぶりに２級受験者を輩出した家』という称号を取られたのが悔しいのです。

　おじさんたちが見苦しく嫉妬混じりの苦言を発するたびに、わたしの総身に恍こう惚こつが満ち、下腹部がきゅうきゅうと疼うずきます。

　さあ、見ててくださいよ……？　見逃さないでくださいよ……？

　あなたたちはこれから、一斉に黙り込むことになるのですから……！　嫉妬するのも忘れて、打ち上げられた魚のように呆ぼう然ぜんと口を開けることになるのですから！

　そうして、思い知るんです……。

　兄さんが、一番すごくて、一番強くて、一番カッコいいんだってことを！





　　　◆






　ジャック・リーバー。

　私の着替えを見て、まだ子供なのにチ……ちゅーをしているという、不潔な男。

　それが、数年ぶりの２級受験者……！　しかも、推薦ではなくスカウト入学ですって!?

　それを……それを隠して！　彼は、『６級にでも入れるのを祈っててあげる』なんて言っていた私と、話していたというの──!?

　私、馬鹿みたいじゃないの！　勝手に勘違いしたのは私だけど！

　こうなったら、治まりがつかないわ……。この私より上の級位に挑戦を許された実力がどれほどのものか、見せてもらおうじゃない。私のお……おっぱいを見たんだから、あっちにも色々と見せてもらわないと不公平ってものだわ！

　第二試験場で、ジャック・リーバーと男性の試験官が向かい合っている。

　会場の誰もが、そこに視線を釘くぎ付づけにされていた。

　そして──

『試合開始!!』

　合図と同時、試験官が間合いを詰めた。

　速い！

　さすが２級で鎬しのぎを削る学院生だけはあるわ……。直前まで少しも動きを悟らせず、完全に不意を打った。普通の人間じゃ、きっと一歩も動けない。

　試験官の手には、一本の剣がある。

　ジャック・リーバーの腰にも、一振りの長剣があった。

　子供の身長と筋力では使いにくそうだけれど、あれを事前に抜いていなかったのは、彼の手落ちとしか言いようがないわ──今からでは、とても防御が間に合わない！

　銀色の刃やいばが、まっすぐジャック・リーバーの頭に振り下ろされる。

　彼は鎧よろいも兜かぶとも纏まとっていない。あれを受ければ、間違いなく一撃で霊力切れになる──

　そう思った直後に、彼は受け止めた。

　……え？　受け止めた？

　あまりにも自然な……そうなるのが当たり前であるかのような光景に、私は一瞬、その異常を認識できなかった。

　ジャック・リーバーが、右手を持ち上げたのだ。

　スッと、太陽にかざすかのように──

　──そうして、剣を、……掴つかんで、止めたのだ。

　まるで対戦相手のほうが寸止めしたかのような、急停止だった。

　確かにここでは、無む血けつ陣じんの効果で人体を傷つけることはできないわ。けれど、けれどよ？　あの勢い、あの剣速！　手で庇かばったくらいで防ぎ切れるはずないじゃない！　仮にできたとしても、手の部位霊力が切れて動かせなくなるはず……！

　だけど、ジャック・リーバーの右手は動いていた。

　振り下ろされた剣を、しっかと掴んでいた！

　剣を握る試験官の表情が、変わる。

　そして何を思ったか、自ら剣を手放して、ジャック・リーバーから距離を取ったのだ。

　自ら武器を捨てるなんて！　それほどの何かを感じたというの……？

　ジャック・リーバーは、自分の手の中に残った長剣を見るや、その柄つかを握る。

　敵の武器を利用するつもり？　手に馴な染じんでいない武器を使うのはリスクのある行為だわ。あらゆる武器に精通したベテランの傭よう兵へいでもなければ──

　試験官のほうは、腰に下がっていた鞘さやから短剣を抜く。さすが。武器を失ったときのことも考えてあったようね。

　あそこまで用意しているということは、あの試験官は根っからの近接型。精霊術も、あの目にも留とまらぬ速度を出すのに使っているんでしょう。

　それはジャック・リーバーもわかっているはず……。なのにわざわざ相手の得意分野で戦おうだなんて……ああもう、もどかしい！

　武器のリーチに差があるとはいえ、見たところ、試験官はジャック・リーバーより五つは年上に見えるわ。

　すなわち、体格に埋め難がたい差があるということ。

　常識で考えればわかるじゃない。そんな相手と接近戦をして勝てるはずがないって！

　ジャック・リーバーは奪った剣を正面に構える。

　ふうん……。腰に自前の剣を佩はいているだけはあり、素人というわけじゃあなさそうね。

　試験官も腰を低くして短剣を構えた。

　さっきは自分から行ったから、今度は受けて立つつもりかしら。やっぱり、近接戦にはかなり自信があるようだわ。

　さて、どう出る……？

　私に限らず、きっと会場の誰もが、ジャック・リーバーの次の行動に注視した。

　じっと……彼の一挙手一投足を、見逃さないように。

　──なのに。

「えっ？」

　ジャック・リーバーが、消えた。

　いいえ、正確には見えている。

　──試験官の学院生の背後に立つ、彼の姿が。

　唐突に姿を消してみせた子なら、前にもいた──けれど今のは、根本的に違う。彼は別に、姿をくらまそうとしたわけじゃない。

　彼はただ……移動しただけなのだ。

　正面からまっすぐに走り、対戦相手を通り抜けて、背後へ。

　たったそれだけのことに……私の目が、ついていかなかっただけなのだ。

　近接戦を自分の分野と見定め、何年も修行してきたであろうあの試験官が見せた、恐るべき速度。

　ジャック・リーバーはそれを、軽々と凌りよう駕がしていた……。

　ともすればその速度は、瞬間移動にも見えたかもしれない。

　そうではない、と私を含む誰もが確信するのは、『跡』が残っているから。

　彼の通り道に立っていた試験官の身体からだに、太刀を受けたことを示す赤い光こう芒ぼうが──

　一。

　二。

　三。

　四……！

　五……!?

　ろ、六……っ!?

　──合わせて六本も、走っていた。

　ジャック・リーバーは、すれ違いざまの一瞬で、六度にも亘わたって太刀を浴びせていたのだ……！

　こんなの、道理に合わない──もはや不条理の領域。

　間違いなく精霊術によるものだ。それも、極めて高度で複雑で、かつ精緻な。

　だというのに──私には、彼がどんな精霊術を使ったのかすら、わからなかった……！

　六度もの斬撃を受けた試験官は、当然ながら霊力切れになり、その場に崩れ落ちた。

『……し、試合終了！　ジャック・リーバーの勝利!!』

　少し遅れて放送があると、ジャック・リーバーはすたすたと、倒れて動けなくなった試験官に近付いていく。

　そして、その腰の鞘さやに奪った剣を戻すと、ぺこりと頭を下げた。

　試験場を後にする彼の背中を見ていて、なぜか脳裏に浮かび上がった噂うわさがあった。

　──辺境に拠点を移して悪さを働いていた盗賊団が、一夜にして壊滅した。

　──壊滅させたのはたった二人の現地の子供。

　──彼らは大人顔負けの精霊術使いで、目にも留とまらぬ速度で台風のように盗賊団を襲い、あっという間に全員を倒した。

　──その二人が今年、学院にスカウトされて入学するらしい……。

　辺境。スカウト。目にも留まらぬ速度。

　そして……二人組。

「そういうことだったのね……」

　ジャック・リーバーと、確かフィリーネと名乗った女の子。

　あの二人が、噂の……。

「……相手にとって不足なしよ」

　知っている？

　炎を燃え上がらせるには、手頃な薪まきが必要なのよ。





　　　◆






「ふー……」

　ホールを出た俺は、ようやっと力を抜いて息を吐いた。

「焦ったぁ～……」

　最初の、開始直後に相手が突っ込んできたとき──思ったよりもずっとスピードが速くて、防御がギリギリだった。結局一年半ずっと続いた不意打ち対処訓練が、矢を受けたとき以来に役に立った形だ。

　相手が早々に剣を手放して間合いを取ってくれたのも運がよかった。たぶん剣の重さが消えたのに気付いて、身体からだまで浮かされるとマズいと瞬時に判断したんだろうけど──間合いを取らずに、至近距離を保って短剣で近接戦を挑まれていたら、さてどうなっていたか。

　まあ俺は、その気になれば打撃・斬撃の類を全部受け流すことができるから、防ぎ切れずに負けるってことはなかったと思うけどな。

　結局のところ、相手が俺について何も知らなかった、というのが大きな勝因だ。

　最後のだって、傍はた目めには超スピードに見えるらしいが、それは錯覚に過ぎない。

　人間はあらゆる動作の前に予備動作が入る。知識では知らないとしても、感覚では知っている。大人から子供まで誰もが、疑いようもなく。だから多くの人間は、相手の動きを見極めようとするとき、無意識に予備動作を探してしまう……。

　だが俺だけは、【巣す立だちの透とう翼よく】の──《右う翼よくの形かた・玄鳥つばくらめ》のおかげで予備動作を省略できるのだ。

　ありもしないものを探しているうちに事は終わってしまっているわけだから、少なくとも初見では、瞬間移動めいた超スピードに見えるってわけだ。相手が俺の手の内を知っていれば、六発も入れる前に反応されていただろうな。

　まあ、何はともあれ、勝ったんだ。テストは間違いなく合格だろう。

　はあ～、疲れた。帰ろ帰ろ。

　と気を抜いて廊下を歩いていると、前から金髪の少年が歩いてきた。

「お疲れさま」

　少年はすれ違いざまにそう言って、ホールのほうへ向かっていく。

　他の新入生か。これから試験らしい。

　すでに終わらせた身からすると、ちょっと優越感があるな。

　……やっぱり、ちょっと見ていくか？

　唐突に気が変わって、俺は控え室へ向かおうとしていた足を翻し、ちょっとだけ後の受験者の様子を覗のぞいていくことにした。

　それは、試験直後の緩みから来るただの気まぐれだったが──

　結果からすれば、大正解だったことになる。

　この直後に起こった『事件』を、見逃さずに済んだのだから。







　俺はホールへ戻り、入口から一番近い試験場を見ていた。

　円形のステージの上に、さっきすれ違った金髪の少年が立っている。

　こうして見ると、独特の雰囲気の少年だった。

　アゼレアみたいに派手ってわけじゃない。

　むしろ、静か──森の奥でひっそりとせせらぐ泉のような、静せい謐ひつさすら感じる。

　なのになぜか、目を惹ひきつけられてしまうのだ……。

『第二試験場！　エルヴィス＝クンツ・ウィンザー!!』

　それがあの少年の名前らしい。

　……待て。

　エルヴィス＝クンツ……ウィンザー？

　それに、推薦人の名前が読み上げられなかった。

　つまり俺と同じ、スカウト組……！

　続いて放送は、彼の受験級位を読み上げる──

『受験級位は────２級!!』

　俺は壁につけていた背中を思わず浮かせた。

　２級だって……!?

　観客席にもざわめきが波のように広がった。

　しかしそれは、俺のときみたいに戸惑い混じりじゃない。どこか納得するような、『さもありなん』と言うかのような……そんなざわめきだった。

　……ああ、そうか。そういえば言ってたな、アゼレアが。

　──ウィンザー。

　その家名は、この国ではある家系を意味する。

　すなわち、王家。

　ラエス王国を支配する血族の中でも、現在、最も力を持つ家系。

　あの金髪の少年こそが、アゼレアの言っていた『天才王子』──

　王族始まって以来の神童──

　──第三王子、エルヴィス＝クンツ・ウィンザー。

　ざわめきはすぐに治まる。

　誰に言われるまでもなく、誰もが思い出したのだ──王族の面前で噂うわさすることの恐れ多さを。

　試験が始まってから、こんなにも会場が静まり返ったことはなかった。

　その静寂の中心で、天才王子は泰然と佇たたずんでいる。

『試合───開始ッ!!』

　常とは少し調子の違う放送で、試合の開始が告げられたその瞬間。

　静寂は破られることになる。

　エルヴィス＝クンツ・ウィンザーが示した、その光景によって。

「あっ……!?」

　俺は唖あ然ぜんと瞠どう目もくした。

　きっと会場の誰もが、俺と同じようにした。

　金髪の少年の、その背後。

　そこに、まるで陽炎かげろうのように揺らめいた、人間が現れたからだ。

　男とも女ともつかない、華きや奢しやで線の細い体格と美貌。頭にはキラキラ光る宝石が大量に散りばめられた王冠。そして背には、小さいながらも、人ならざる者であることを示す翼があった。

　作り物めいていると思ったのは、たぶん、当然のこと──世の芸術品のほとんどは、きっと『それ』を模かたどることを目的として、創り出されたのだろうから。

　──精霊の化身アバター。

　ついに、とうとう、出会ってしまった。

　俺以外の、『精霊の止まり木ルースト』に──

　人間に近い姿をした精霊の化身アバターは、きょろきょろと辺りを見回して、

「──おやおや!!!!　これはずいぶんと賑にぎやかだねえ!!!!!!」

　うげっ……!?　なんだこの馬鹿でかい声……!!

　っていうか──精霊が喋しやべった!?

　すぐそばの精霊が、観客のざわめきをすべて合わせたものよりでかい声を発したにも拘かかわらず、天才王子は耳を塞ぐ様子もなかった。

「……パイモン。説明しておいただろう？　今日は学院の実力試験だよ」

「おっと!!　そうだったそうだった!!!!　じゃ、ちゃっちゃと片付けようか!!!!!!」

　瞬間だった。




　────ッッッズン!!!!!!




　と、地面が突き上げられるように揺れた。

　地震──ではない。

　これは単なる、衝撃の余波だ。

　エルヴィスが立つ第二試験場に、クレーターができていた。

　そしてその中心に、彼の対戦相手である２級の学院生が、倒れ伏しているのだ……。

　……一体、……何が、起きた……？

　まったく、わからなかった。

　わかったのは、ただ一つ。

　今のほんの一瞬で、戦いは終わってしまったということだけだ……。

『し……試合、終了……。エルヴィス＝クンツ・ウィンザーの勝利……』

　放送が告げると、華きや奢しやな人型の精霊が嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「やった!!!!!!　キミの勝ちだってさ!!!!」

「わかった、わかったから。少しでいいから声を抑えてくれないかな」

「はいはい、お役御免ってね!!!!　ボクはこれで消えますよーだ!!!!!!」

　そうして、精霊は姿を消した。

　エルヴィスもまた、試験場を後にする。

　誰もが何も言えないまま、その姿を見送った。

　……途と轍てつもなく大きな声の、性別不詳の人型を取る精霊。

　これほど特徴的なのはそうはいない。




　精霊序列エレメンタル・カースト第九位──〈傍観する騒乱のパイモン〉。




　俺はラケルに、ルーストであることがバレないようにしろと厳命された。

　バレれば何が起こるかわからないから、と。

　だがあの王子は、自分の実力を隠そうとはしなかった。

　まるで、逃げも隠れもしないと宣言するかのように……。

　──天才王子、エルヴィス＝クンツ・ウィンザー。

　その佇たたずまいにはすでに、王たる者の風格が宿っていた。







　程なく全新入生の試験が終了した。

　後日、宿に泊まっていた俺のもとに、精霊術学院２級の合格通知と、戦闘科Ｓクラスへの所属を指示する書簡が送られてきた。

　Ｓクラスとは、特に優秀な生徒が入学したときにしか配置されないクラスで、数年に一度しか存在しないらしい。そこに今年は、俺を含めて数人の生徒が所属する運びとなったのだ。

　フィルにも書簡が届き、諜ちよう報ほう科Ａクラスに所属することになった。案の定、諜報科のテストでトップレベルの成績を取ったようだ。

　そして、これから本格的に始まる授業に備え、俺とフィルは移動した。

　これから何年にも亘わたって寝泊りすることになる、学院の寮へと。

　──こうして、俺の学園生活は幕を開けたのである。






選ばれしクラスメイト









　妹が小学校に入学したとき、彼女はいやにテンションが高かった。

『お～、かわゆいのう、かわゆいのう』

『あ、あぅ……。や、やめて、××お姉ちゃん……』

『よいではないかよいではないか』

　今日は時代劇か、もしくはバラエティ番組に影響を受けているらしい。赤いランドセルを背負った妹に、彼女はべたべたとくっついていた。

『お、お兄ちゃん、助けて～』

　仕方ないな。

　妹が半ベソをかいて助けを求めるので、俺は苦笑しながら彼女を羽交い締めにする。

『むむっ！　何をする！　曲くせ者ものだ、出会え出会えー！』

　曲者はお前だ。

　一体全体、今日はどうしたんだこいつ。テンションが高いのはいつものことだが、今日はカクベツだ。

『だって、×ーくん』

　彼女は羽交い締めにされたまま、俺の顔を見上げて笑った。

『楽しみじゃない！　これからわたしたち三人で、この学校をセイバイしてやるんだよ！』

　……成敗してどうする。

　でも、言おうとしていることは伝わった。

　今日は俺たち三人が、学校という新たな場所を手に入れた記念すべき日なのだ。

『ほらほら、××ちゃんも泣いてないで。今日から大好きなお兄ちゃんといっしょに学校行けるんだよ？』

『ぅ……お兄ちゃんと、いっしょに……』

　……俺としては、妹には俺たちにばっかりくっついてないで、ちゃんと友達を作ってほしいんだけど……そんな嬉うれしそうな目をされたら、兄としては邪険にできない。

『今日からは学校でもいっしょだな、××』

『……うんっ！』

『でも、俺たち以外にもちゃんと友達を作るんだぞ？』

『……ぅぅ……』

　妹は不安そうに俯うつむいてしまう。……うーん……。

『××。新しい友達を作るのは、怖いか？』

『……ぅん……』

『どうしてだ？』

『……つまんないって、思われるかも……。暗い子って、思われるかも……。何をすればいいのか……どうすればいいのか……わたし、わかんない……』

　……自信がないんだな、自分に。

　自分がやることなすこと、何もかも間違っているように思えて、何もできないんだ。

『××。だったら、自分を許してあげるんだ』

『……ゆるす……？』

『「いいよ」って。「大丈夫だよ」って。誰かに話しかけるときとか、何かやろうとするたびに、そうやって自分を許してあげればいい。初めは難しいかもしれないけど、続ければそのうち、何でもできるようになるよ』

『……なんでも……？』

『ああ。大丈夫だ』

　その言葉に安心したのか、妹の表情は徐々に明るくなっていった。

『……わかった……。わたし、がんばってみるね、お兄ちゃん……！』




　──それは、擦り切れた記憶の断片。

　──悪夢の彼方かなたに消えた、幸せだったはずの思い出。





　　　◆






「お・き・ろ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ!!」

　そんな声が聞こえた瞬間、俺は精霊術を発動した。

　全力のボディプレスをかましてきたフィルが、ふわっと羽のような軽さで俺の腹の上にのっかる。

「あう～。バレた～」

「そりゃバレるだろお前、あんな大声で宣言されたら。お前と師匠の寝起きドッキリを今までどれだけ受けてきたと思ってるんだ」

　不意打ち対処訓練とは言うものの、あれは絶対遊んでただけだ。間違いない。

　フィルは重さを消されるのも慣れたもので、腹のほうから俺の身体からだをよじ登ってくると、首を伸ばしてチュッと軽く、俺の唇に自分のそれを触れさせた。

「おはよ、じーくん」

「……おはよう」

　う～ん……これから毎日この生活が続くのか……。俺、すげえ馬鹿になったりしないかな？　大丈夫？

　俺はフィルの身体からだを持ち上げながら身を起こし、ベッドを降りた。

　昨日までとは違う部屋。二人分の勉強机に二段ベッド──精霊術学院の学生寮だった。

　入る寮は年齢や生まれに応じて学院側が振り分けるが、一人部屋にするか相部屋にするか、誰と相部屋するかは希望を聞いてもらえる。

　そんなわけで、俺は当たり前のように、フィルと同じ部屋で暮らすことになったのだった。

　フィル曰いわく「ふーふなのでトーゼンです！」。

　俺としては、まさかこの歳としにして女の子と同どう棲せいすることになろうとは、という感じ。

　父親であるポスフォード氏も、「ジャック君が一緒なら安心ですな！　ほっほっほ！」とあっさりＯＫした。

　そしてフィルは当然のように、二段目にある自分のベッドを使わず、俺と同じベッドに潜り込んで眠ったのだった。

　湯たんぽみたいに温かくて気持ちよかったけど、五分ごとくらいにこちょこちょするのはやめてもらいたい。

「朝飯は食堂だっけ？　その前に支度するぞ。ほらフィル、制服出して、服脱いで」

「やーん、えっちー！」

　くねくねと恥ずかしがるふりをするフィルを着替えさせてから、俺も支給された学院の制服に着替える。

　この制服は戦闘にも耐えるように作られていて、丈夫な上に動きやすい。どんな材質でできてんだ？　どう考えても普通の糸ではない。ヒヒイロカネのような地球にはなかった物質が、何かあるんだろうな。

　着替えを終えると、いざ朝飯。そのまま校舎に行くつもりなので、鞄かばんも持つ。

「よし、出発」

「しゅっぱーつ!!」

　と、二人して元気よく部屋の扉を開けて、初登校の第一歩を踏み出した。

　同時、隣の部屋の扉が開く。

「ん？」

「あ」

「あら？」

　学院の制服を身に纏まとった、赤い髪の女の子──アゼレア・オースティンが、隣の部屋から出てきたのだった。

「おう、おはよう。隣だったんだな」

「ふしゃーッ」

　知った顔だったので挨拶したら、フィルのほうが威嚇し始めた。どうどう。

　幸い、アゼレアにそれを気にした様子はない。

　ただ頻しきりに、俺とフィルと、扉を開けた部屋との間で視線を往復させていた。

「え？　え？　……ど、どうして同じ部屋から……？　あ、もしかして、どちらかがどちらかを起こしに来たとか!?」

「は？　……いや、昨日から一緒だけど」

「……昨日から？」

「わたしとじーくんは一緒に寝るくらい仲良しなんだよー！」

　ふふーん、とフィルが得意げに宣言すると、アゼレアの顔が見る見る髪と同じ色になっていった。

「は、……ハレンチ！　ハレンチだわ────っっっ!!」

　そう叫ぶなり、彼女は廊下の彼方かなたへと走り去っていく。

「勝った！」

　フィルがなぜか胸を張って勝ち誇った。

　アゼレア、あいつ……やっぱり結構耳みみ年どし増まだな。







　校舎の前でフィルと別れると、俺は配布資料を頼りに自分の教室を目指した。

　えーと……三階の一番奥だな。

　一階と二階は多くの学生で賑にぎわっていた。たぶん、他のクラスの同期生たちだろう。俺の顔を覚えている奴やつもいるようで、どうも視線が集まっている気がした。

　……天才王子のインパクトで、俺のことなんかさっぱり忘れられてるもんだと思ってたんだけどな。

　三階に上がると、急に人ひと気けが少なくなった。どうやら使われている教室が少ないらしい。戦闘科Ｓクラスは基本的に存在すらしないクラスだから、余った空き教室を割り当てたってわけか……。

　教室はすぐに見つかる。俺は特に気負いなく扉を開けた。

　瞬間、室内にいた三人の視線が、一斉に俺に集まる。

　……なるほどね。

　これが、クラスメイト──数年に一度しか存在しない超エリートクラス、戦闘科Ｓクラスに選ばれた神童たちってわけだ。顔ぶれは大体、予想通りだな。

　その中に特に見知った顔を見つけて話しかける。

「よう。さっきはどうも」

「……ふんっ」

　アゼレア・オースティンは、赤い髪を翻してそっぽを向いた。

「なんだよ……。俺が何かしたか？」

「その歳としで女性と褥しとねを共にするハレンチな男とは話すことなど何もないわ」

「女性って……フィルは妹弟子だぞ？　そんなに過敏になるなよ、男女で相部屋になってるくらいで。むしろ妙な邪推をしまくってるお前の頭の中のほうがずっとハレンチなことに──」

「なっ！　何を言うのっ!!　こここここここの私がそそそそそそそそんなハレンチチチチチチチなことなんててててててててて」

　声震えすぎだろ。どんだけ隠し事苦手だ。

「へえ～。あんた、女と相部屋してんの？　やるね～」

　アゼレアが音飛びしている間に、他のクラスメイトが話しかけてきた。

　大きめのベレー帽を被かぶった小柄な女子だ。

　支給されたばかりの制服を早くも改造していて、細い腰とヘソを惜しげもなく晒さらしていた。学校が着せてくる服なんか絶対まともに着てやりませんという意思が全身から迸ほとばしっていやがる。

　反逆的な女子は、金色の瞳に興味の光を宿らせて俺を見上げてくる。

「男女二人でつるんでる子供の精霊術師……。試験のときも思ったけど、やっぱりあんたがあれなんだろ？　『真しん紅くの猫ねこ』をぶちのめしたっつー二人組の子供」

　俺は肩を竦すくめた。

「噂うわさには尾ひれがつきまくってるけどな」

「へえ。なら本当のところを詳しく聞きたいね」

「タチの悪い奴やつらに捕まって必死こいてたらなんか何とかなったってだけの話だよ」

「ふう～ん……」

　珍しいものを見るような目でじろじろと見つめてくる。

　なんだ。一ひと目め惚ぼれか？

　しばらく観察されていると、女子が「あ」と思い出したように言った。

「あんた、そういやまだ名前聞いてなかったな」

「ああ、ジャック・リーバーだ。そっちは、確か……」

「ルビー・バーグソンだよ。ルビーでいい」

「高た価かそうな名前だな」

「だろ？　よく言われたよ。そんな高そうなものを持ってるのに盗まれる心配がないなんて羨ましいってね。ま、惜しむらくはあたしの名前なんて誰も買っちゃくれないってことなんだけど。どうだい、あんた？　今ならお安くしとくぜ？」

「下の名前だったらちょっと考えたかもな。よく見れば美少女だ」

「ヒュウ！　言うねえ。でもお生あい憎にく様さま、そっちはくれてやれないんだ。ジジイ──あたしの師匠からもらった名前だからさ。他を当たりなよ」

　師匠──『[image: ]くず拾いのバーグソン』か。スラムから才能を見込んだ子供を拾ってきては、自分の家名を与えて育てるという。彼女──ルビーもまた、スラムの子供だったんだろう。

「ふ──不潔！」

　あ。アゼレアが再起動した。

「フィリーネさんという人がいるにも拘かかわらず、初対面の女性を口説くだなんて……！　不誠実よっ！」

「いやいや、ジョークだから。冗談だって」

「単なるコミュニケーションじゃん。マジになんなってお嬢様～」

　からかうようにルビーが笑うと、アゼレアはまたカーッと顔を赤くした。

「ルビー・バーグソン！　そもそも何なのその服の着方は！　もっとちゃんとしなさい！　ちゃんと！」

「これが楽なんだよ。それに、制服を着ろとは言われたけど、きちんと着ろとは誰にも言われてないぜ？」

「そ、そんなヘリクツを……！」

「ヘリクツもリクツですぅ～」

　ダメだ、相手になってない。口先じゃ完全にルビーのほうが上うわ手てみたいだな。

「ぐぬぬ……」となっているアゼレアをルビーがおちょくっていると、第三の声が不意に割り込んできた。

「……騒がしい。少しは大人しくしたらどうだ」

　歳としにしては明らかに低いその声に、俺たちは振り返る。

　教室にいた最後の一人──とても同じ年頃とは思えない巨大な体格を持つ少年だった。

「ああん？」

　口を挟んだのが彼とわかると、ルビーがあからさまに不機嫌になった。

　彼女はズンズンと大柄な男子に近付いて、間近からその顔を睨にらみつける。

　というか、ガンをつける。

「あたしが何してようがあたしの勝手だろーが。それとも？　今日初めて会った人間に命令できるほど？　偉いんですかねえ？　騎士様ってのは？　ええ？」

　うわあ……ヤンキーだ……。

　あまりにも見事なルビーのヤンキーぶりに対し、大柄な男子は、

「少なくとも、スラム生まれの貴様よりはな」

　うわあ……貴族だ……。

　一応は貴族である俺ですら偉そうに聞こえるほどの、それは見事な貴族っぷりだった。

　あの大柄な少年は、試験のときに見て覚えている。

　ガウェイン・マクドネル。

　漏れ聞こえた噂うわさを聞く限りじゃ、歴史ある騎士の家系の出で、精霊術の師匠もたいそう名のある人物のようだ。

　まあそりゃあ、ルビーと折り合いが悪くもなろうというものだ。

「へええ？　お偉いんですねええ？　昔、騎士様から財布をスってやったとき、中身すっからかんだったんですけどねえええ？　カネがなくても偉そうにできるんですねえ、騎士様ってさあああ！」

「ふん。下げ賤せんめが。犯罪行為を偉そうに吹ふい聴ちようするな。それに、騎士の誇りがカネでは買えんのは当たり前のことだ」

「ふうーん？　ホコリ？　それって部屋の隅っこによく溜たまってるやつのことですかあ？」

「……これはオレの失態だな。スラムの落らく伍ご者しやなどに、我々騎士の高尚な理想を理解させようとしたのが間違いだった」

「あ、あの……二人とも、その辺にしたらどうかしら……」

　アゼレアが割って入ろうとするも、ルビーとガウェインの目には入っちゃいなかった。

　喧けん々けん諤がく々がくと言い合いを続ける二人の間で、おろおろとするばかりのお嬢様が一人。

　アゼレア……お前、いい奴やつだなあ……。

　本人の知らないところで、俺のアゼレア評価が上がっていくのだった。
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「これで全員……なわけないよな」

　教室に集った四人を見て、俺は一人ごちる。

　この戦闘科Ｓクラスは、実力テストで特に優秀な成績を残した新入生が集まるクラス。

　であれば、あいつがここにいないはずがない。




「おはよう」




　その一言で、ルビーとガウェインが言い合いをやめた。

　清涼な風を思わせる、透き通った声──

　俺が開けっ放しにしていた扉を抜けて、金髪の少年が教室に入ってくる。

　当然だ……こいつがこのクラスにいないわけがない。

　誰もが認める、全新入生のトップ・オブ・トップ。

　──天才王子、エルヴィス＝クンツ・ウィンザー。

　俺たちの間に緊張が走った。

　天才王子の戦いぶりは、きっとこの場の誰もが目撃している。

　そして、誰もが認めているはずだ──認めざるを得ないはずだ。




　今この場で、今この時点で。

　最強なのは、自分ではなくこいつだと。




　入学直後からいきなりそびえ立った、巨大な壁。

　それを目の前にして、俺たちは全員、他の人間の出方を見た……。

　少しの間、沈黙が漂った後……最初に動いたのは、ガウェインの巨体だった。

　彼は金髪の王子の前まで歩くと──その場に膝を突き、頭こうべを垂れる。

「マクドネル家嫡男、ガウェイン・マクドネルと申します。お目にかかれて光栄の至りです、エルヴィス殿下」

　騎士の家系だという実家で叩たたき込まれたのか、その歳としにして見事な臣下の礼。

　対して王子も極めて王族らしく──




「い、いやいやいや、いいっていいってそんなの！　顔上げてよ、お願いだから！」




　──極めて王族らしくなく、恐縮しまくってガウェインの顔を上げさせたのだった。







「正直なところ、困惑してるんだよ。『天才王子』なんてあだ名には。いったい誰が広めたんだか……」

　天才王子ことエルヴィスは、弱りきった表情で溜ため息いきをついた。

「だから、できたらでいいんだけど、ここではぼくのことは王子扱いしないでくれないかな。ぼくたちはこれから机を並べて学ぶ、ただの級友なんだからさ」

「おう！　よろしくな、王子！」

　恐れを知らぬ女・ルビーが真っ先に、気安くエルヴィスの肩を叩たたいた。

　マジかコイツ、という顔をした俺とアゼレアとガウェインだったが、当の王子様が不敬の塊みたいなルビーの態度にもフレンドリーに接するのを見て、「いいの……かな？」という空気になっていく。

「ええと……エルヴィス……様？」

　常識をわきまえている貴族の子供三人衆を代表して俺が口火を切ると、エルヴィスは慌てたように手をぱたぱたと振った。

「いいよ様付けなんて！　同じくらいの歳としなのにおかしいでしょ？　呼び捨てでいいよ」

　王子を呼び捨てって。なんてハードル高いこと言うんだコイツ。少年漫画の主人公じゃねえんだからそんなクソ生意気なことそうそうできねえよ。

　でも王子の意向を無理に無視するってのもな……。

「……じゃあ、エルヴィス、って呼ばせてもらうけど」

「うん。いいよ、それで。他のみんなも好きに呼んでくれていいから」

「おう、王子！　昼にパン買ってきてくんない？」

　ルビーはもう少し恐縮しろ。

　俺たちは幾分か緊張を和らげて、エルヴィスと自己紹介を交わした。

　アゼレアは恐縮しつつも「エルヴィスさん」という呼び方を選び、一方でガウェインは「殿下」という呼び方と敬語を貫く。騎士の家系である彼には、どうしても守るべき一線というものがあるのだろう。エルヴィスのほうも、彼の立場と考えに理解を示して折れたのだった。

　エルヴィスは教室に集まった一同を見回して言う。

「ぼくが最後だったみたいだね」

「……？　なんでわかるんだ？　六人目が来るかもしれないだろ」

「試験を見た限り、Ｓクラスに入れる実力があったのは君たち四人だけだよ」

　適当に言っている感じではなかった。

　彼は確たる自信をもって、そう断言したのだ。

　……思ったよりずいぶんと腰が低くて毒気を抜かれたが、こいつはやっぱり──

「──おはよう!!」

　ピシャーン！　と突然、扉が開いて、見覚えのない人物が現れた。

「お、おはようございます」と、アゼレアだけが反射的に挨拶を返す。

　俺たちより少し年上……十二歳くらいの女の子だ。銀色の髪の毛が足下まで伸びているのが特徴的だった。……五人で全員なんじゃなかったのか？

　俺たちの視線を一身に集めながら、銀髪の少女がずんずん教室に入ってくると、その後ろにさらに二人の人間が続いた。

　一人は総白髪の紳士だ。六〇は超えていると思う。付き従うようにして銀髪の少女の後ろを歩くその姿は、お嬢様とベテラン執事といった風情だった。

　そして、老人のさらに後ろに続くもう一人は、知っている顔だった。

　っていうか、ラケルだった。

　ラケルはちらりと俺を見たが、無言のまま教室に入り、扉を閉める。

　先頭を歩く少女は、まっすぐ教壇に上がり、そして、教卓の陰に姿を消した。

「ん！」

　と教卓から声が聞こえると、老紳士が踏み台を持ってきて、教卓の向こうに置く。

　銀髪の少女の顔が、教卓の向こうからひょっこりと出てきた。

「おいこら、どうした！　さっさと座るのじゃガキども！」

　甲高い声で少女が言うが、俺たちはすぐには動けなかった。

「なんだこいつ？」

　俺が言うのを我慢していたことを、ルビーがあっさりと口にする。

　それに反応を示したのは、銀髪の少女ではなくアゼレアだった。

「ちょっと！　もしかしてこの方を知らないの!?」

「はあ？　いや、知らねーよ」

「トゥーラ・クリーズ永世霊王……」

　呟つぶやいたのはエルヴィスだった。

「精霊術師界最高の称号である『霊王』の座を三〇年間も防衛し続けている、現役最強の精霊術師──この学院の学院長だよ」

　は？　現役最強の精霊術師？　学院長だって？　……この子供が？

「はあ？　三〇年？　嘘うそこけ、どう見ても十二歳かそこらだろーが」

　ルビーが不ぶ躾しつけに指差すと、銀髪の少女──トゥーラ・クリーズは「ひひひ」と嬉うれしそうに笑った。

「十二歳じゃって！　歳としより若く見られるというのは、いくつになっても嬉しいもんじゃのう、クライヴ！」

「トゥーラ。喜ぶ君は実に可愛かわいらしいが、残念ながら、若く見られているのではなく幼く見られているのだよ」

「なにい？　儂わしは侮られておるのか！」

「然しかり」

　クライヴと呼ばれた老紳士が肯うなずくと、トゥーラ・クリーズはバンバンと教卓を叩たたいた。

「おいガキども！　儂はおぬしらより四〇〇は年上じゃぞ！　細かくは忘れてしもうたけどな！　ともあれ年上には敬意を払え！　四〇〇歳分払え！」

　四〇〇歳年上だって……？　それが事実だとすれば、つまり──

「……エルフ……？」

「混血ミツクスじゃけどな。小人族ハーフリングとの。おかげでこんなちっこいまんまで成長が止まってしもうたわ」

　それでラケルとも歳としが違って見えるのか。よく見れば、耳も普通の人間より少し長い。

「ふうん。そんな偉い人がなんでここにいんの？」

「さっきから不ぶ躾しつけじゃなおぬし！　えーと……名前は……あれじゃ、えーっと……」

「ルビー・バーグソンさんだよ、トゥーラ」

「ああ、それじゃ！　ルビー・バーグソン！　儂はな、今日からおぬしたちの担任なんじゃ。ありがたく思え！」

「えっ……!?　大師祖さまが自ら担任を!?」

　アゼレアが目を剥むく一方、ルビーが興味なさげに椅子を傾ける。

「なんだよ、ダイシソさまって。でっかい葉っぱ？」

「る、ルビーさん！　あなた本当に不勉強ね！　大師祖さまはこの学院の教師を五〇年以上も勤め上げていて、私たちの師匠の師匠の師匠くらいまで遡れば必ず行き当たるような、大大大大師匠なのよ!?　すべての精霊術師が仰ぎ見るべき存在なの！」

「ふーん」

「ふーん!?」

　ふーん。それで『大師祖』か……。そういえばラケルの師匠の話は聞いたことないけど、俺たちもこの銀髪少女の系譜に連なるのかな？

「とにかく！」

　アゼレアがルビーの相手をやめて、キラキラした目で学院長を見た。

「大師祖さまに直接ご鞭べん撻たつを賜れるなんて……こんな幸運ってあるのかしら……!?　子々孫々に亘わたって自慢しなきゃ！」

　アゼレアの反応に気を良くしたのか、ロリババア大師祖は「うむうむ」と肯いた。

「なかなか面白そ──ではなく、有望そうな連中が入ってきおったなと思うてな。ちょっと相手をしてやることにしたのじゃ。まあ儂は他の仕事もあって多忙じゃから、補佐として副担任もつける。ほれ、ラケル」

　入口のそばで控えていたラケルが呼び出され、教壇の上に立った。
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「副担任の、ラケルです。よろしく」

　愛想もクソもないな。俺は苦笑いする。

　案の定、他の四人はいまいちピンと来ていなかった。

「……あら？　ラケルって、確か……」

　アゼレアが俺の顔を見た。

「ジャック・リーバー……あなたのお師匠さまの名前も、そうだったわよね？」

　俺は無言で肯うなずいて、前のラケルを指差した。

　アゼレアは「えっ？」と声を漏らして、ラケルに視線を戻す。

　当のラケルが俺をちらりと見やって、

「……そこのジャック・リーバーは、わたしの不肖の弟子」

「不肖のとか言うな」

　何を恥ずかしがってんだよ。

　ルビーが頭の後ろで手を組んで、

「へー？　生徒の師匠が学院の教師になるなんてことあんの？」

「スカウトされたんだ。俺たちと一緒に」

　端的に説明すると、「へえ？」と今度はエルヴィスが興味を示した。

「エルフの方なんだね。きみの師匠は」

「ああ」

　ハーフだという学院長よりは、ラケルはわかりやすく耳が長い。エルフであることは一目でわかるだろう。

「エルフ族から教えを……なるほど、それで……」

　アゼレアが一人、何事か納得したように小さく呟つぶやいていた。

「教師陣の紹介はこんなところでいいじゃろう。ほれ、おぬしら。そろそろ席に着け」

　全員、なんとなく立ちっ放しだった。

　無駄に足を疲れさせる理由もないので、五人とも用意された席に着く。

　教卓から顔だけを出した銀髪の大師祖が、慣れた調子で口火を切った。

「本格的な授業は明日からじゃ。今日はいわゆるオリエンテーションというやつじゃな。各自、知ってはおるだろうが、改めてこの学院のシステムについて説明する。──そう」

　にやり、と。

　見た目十二歳の最強精霊術師は、意地の悪い笑みを浮かべた。

「授業よりも遥はるかに大きなウエイトを占める、『級位戦』システムについてな！」






蠱こ毒どく









「有段者を除くこの学院の全生徒は１級から６級までの級位を持ち、それぞれの級位の中でリーグ戦を行うのじゃ」

　クライヴという老紳士に抱えられ、トゥーラ・クリーズ学院長は黒板に六段に分かれたピラミッドを描いた。

「このリーグ戦は半年を一期として年に二期。その中で勝率七割を達成した者は昇級、二期連続で二・五割を下回りおった者は降級となる。さらに、１級で昇級条件を満たした者は入段戦──すなわち、初段獲得のチャンスが与えられる。この初段こそが、精霊術師ギルドに正会員として認められた証あかしなのじゃ。そして──」

　学院長はピラミッドの頂点にぐりぐりと渦巻きを描く。

「──初段を獲得し、ギルドの正会員になることが、この学院の絶対卒業要件！　十八歳になる年度が終わるまでに初段になれんかった者は、卒業資格も得られず退学になる！」

　学院長は怖がらせるように言うが、そのくらいのこと、この場の人間はみんな知っている。全員、それを知った上で入学してきたのだ。

「ちなみにさ」

　ルビーが椅子の脚を浮かせてぐらぐらバランスを取りながら質問する。

「卒業できる奴やつってどんくらいいんの？　６級で入学したとして、半年ごとに一つ上がれるわけだから……えーっと……最速でも三年か。そんなにかかるんだから、卒業できない奴も結構いるんじゃねーの？」

「いい質問じゃな」

　銀髪の学院長は「ひひひ」と嬉うれしそうに笑う。

「無事に卒業できるのは、平均で一割ほどじゃ」

　……一割。

　実に九〇パーセントの人間が、卒業要件を満たせないか、もしくは途中で諦めて学院を去っていくのだ。

「なんだ、一割もいんのかよ。けっこーいるじゃん」

「そうじゃ、一割もいる。卒業できる者はな」

　ひひひ、と学院長は笑った。

「卒業後、精霊術師として活動するのは、そのさらに一割しかおらんのじゃ」

　一割の一割──つまり全体の一パーセント。一〇〇人に一人の確率……。

「質問です」

　そう言って手を挙げたのは、大柄な男子ガウェインだった。

　学院長が指をさして質問を許すと、彼は律儀に立ち上がった。

「それは、学院生の多くがギルドから仕事を請けるためではなく、自らの名声を高めるために術師の資格を求めているからではないのですか？」

「確かにそうじゃ。学院生のほとんどは貴族で、目的は自分に箔はくを付けるため。じゃが、ガウェイン・マクドネルよ。そういう奴は、卒業後に何をすると思う？」

「当然、精霊術師ギルド主催の段位戦に出場します。ギルドでの段位を上げれば上げるほど、多くの民に注目され、貴族社会でも一目を置かれることになりますから」

「その通り。じゃが、その段位戦に、ほとんどの卒業生は出場しないのじゃよ」

　ガウェインは言葉に詰まった。

「それは……初耳です。なぜでしょうか？」

「出場しても無駄じゃと思っているからじゃろうな」

　無駄……？

「早くに級位戦を抜け、入段に成功した生徒は、そのまま在学中に段位戦に出場する。四段まで上がることができれば、卒業年齢を待たず早期卒業が許されるからじゃ。……しかし、段位戦の競争は厳しい。多くの学生が初段からまったく上に上がれん。そのうちに、ほとんどが悟ってしまうのじゃ。『自分では、この世界でやっていくことはできない』とな」

　……冷たい現実だ。

　実力テストの日に、父さんが語ってくれた話を思い出した。

「初段なんぞ術師としては最下層。その厳しさを知っている同じ術師や、元学院生ならいざ知らず、実状を知らんそこらへんの一般市民は、初段の術師なんぞ十じつ把ぱ一ひと絡からげの雑魚としか思っておらん。貴族ってのはプライドが高いもんじゃ。そんな屈辱を受けるくらいなら、精霊術師としての人生には拘泥せんわけじゃ──こうして、『あの精霊術学院を卒業した』という自慢ばかりで、肝心の実力についてはさっぱり披露しようとせん貴族が量産されるというわけじゃな」

　俺たちは沈黙した。

　だがそれは、不安から来る沈黙ではなかった。

　きっと俺たちは、誰もがこう思ったのだ。

　自分は絶対に、そうなってやるものか──と。

「ひひひ！　さすが、儂わしにＳクラスを用意させるだけはあるようじゃな、小こ童わつぱども。いい面構えをしておる。自分の可能性を無条件に信頼した世間知らずの顔じゃ。儂は子供のそういう顔が大好きでの！」

　好きなお菓子を語るような顔で、学院長は言う。

「この学院は、蠱こ毒どくじゃ」

　一〇歳にも届かない子供には、およそ伝わらないような言葉が、……しかし、重々しく響いた。

「無根拠な自信に満ち溢あふれた子供らが互いに喰くらい合い、生き残った者のみが強さを身につける。そういう場所じゃ。心が壊れそうになることもあるじゃろう。しかし、今のその顔を、その気持ちを、忘れさえしなければ大丈夫じゃ。──生き残れ。生き残って、卒業するときにもう一度、儂に同じ顔を見せておくれ」

　俺たちはめいめいに、大きく返事をした。

「さて、今日はここまでじゃ。よっと」

　踏み台から飛び降りたのか、学院長の姿が教卓の裏に消えた。

　いや、頭の先だけかろうじて見えている。銀色の頭頂部が横に移動して、教卓の脇に再び、見た目十二歳の担任教師が姿を現した。

「懇親会も兼ねて、夜はクラス全員参加で宴会を催す。腹を空すかせておけよ。呑のん気きにしていられるのは今日が最後じゃしな！」

「そんなことを言って、トゥーラが肉を食べたいだけだろう？」

「ひひひ！　当然じゃ！」

　老紳士と笑い合う銀髪少女。……そういえば……。

「（なあ、アゼレア）」

「（……なによ？）」

　隣の席に座るアゼレアに、こっそりと訊きいてみる。

「（あのお爺じいさんって、何者なんだ？　学院長とえらく親しげだけど）」

「（え？　……さあ。どなたかしら……？）」

　アゼレアも知らないのか。

　二人で首を傾かしげていると、後ろからルビーも会話に参加してきた。

「（パッと見、ジジイと孫娘だよな）」

「（でも学院長のほうが歳としは上なんだろ？　あのお爺さんは人間みたいだし）」

「あの人はクライヴ・クリーズさんだよ」

　唐突に答えがもたらされた。エルヴィスだった。

「クライヴ……クリーズ？」

「うん」

　エルヴィスは何でもないことのように、あっさりとそれを告げた。




「学院長の旦那さんだよ」




「「「……………………」」」

　俺たちは無言になって、今一度、その二人を見る。

　片や、見た目十二歳程度の銀髪少女。

　片や、明らかに六〇は超えた、総白髪の老紳士。

　……旦那？

　……妻？

　……………………夫婦？

「「「ええええええええええええええええ──────っっっ!?!?」」」







　そして、夜。

　学生寮の中庭にて、堂々と立食式焼肉会──つまりバーベキューが催された。

「ちょっと！　どうして私が火の面倒を見なきゃならないのよ！」

「いやー、だってさー。いちいち火打ち石使ったり扇あおいだりするの面倒だしさー。あんたの炎でパパッと焼いたほうが楽じゃん？」

「私の炎は調理用じゃないっ!!」

「あっ!?　ちょちょちょスっストップお嬢様！　焦げる！　ってか消し炭になるから!!」

　網のそばでアゼレアとルビーが騒いでいる。

　そこから少し離れた場所では、エルヴィスが串に刺さった肉を物珍しげに矯ためつ眇すがめつ観察していた。

「なるほど……。串に刺すことでテーブルや食器がなくても簡単に食べられるんだ。勉強になるなあ」

「で、殿下……。このような野卑なもの、殿下が口にされる必要は……」

「おお、美お味いしい！　ガウェイン君、きみも食べてみなよ」

　ガウェインが困惑しながら串肉を押しつけられている。

　で、俺は──

「ひひひひひひ!!　覚えておる、覚えておるぞ、カラム・リーバー!!　おぬしの父親はなあ、それはもうとんでもなく諦めの悪い奴やつじゃった!!　あやつが無事に卒業して、しかも術師として大成するなんぞ、あやつ自身以外はだーれも信じとらんかったわ!!」

「そうでもないだろう、トゥーラ。君だけは彼の可能性を信じていた」

「ひひひ。そうじゃったかの？　細かいことは忘れてしもうたわ！」

「はあ……」

　ラケルと一緒に、大人に捕まっていたのだった。

　銀髪の学院長は木のジョッキ片手にげらげら笑いながら、

「あの落ちこぼれがこんな小こ賢ざかしそうな子供を産むとはのう！　人間ってのはわからんもんじゃ！　いやそれ以前に、あの諦めが悪いことだけが取り柄の厄介な小こ童わつぱと家庭を持つことを望んだ女がいたというのが驚きじゃ！」

「噂うわさでは、その諦めの悪さをもってして、かのフィアーマ族の姫ひめ巫み女こを娶めとったというのだから、これは大したものだろう」

　フィアーマ族の姫巫女……？

　それって、母さんの話か？

「あの……母さんって、何か特別な人だったんですか？」

「あん？　なんじゃ、聞いておらんのか？」

「子供に語ることでもないだろう。自分が親になる前、どこの誰だったかなんてことは」

「そういうもんかの？」

　学院長は首を傾かしげる。

　そういえば、このダブル歳としの差夫婦（外見年齢でも実年齢でも超歳の差）には、子供とかいないのだろうか？　この銀髪少女がお腹なかを膨らませている絵面は、控えめに言っても犯罪臭しかしないが。

「おぬしの母マデリンはな、山奥に住む凄すさまじく閉鎖的な部族のお姫様じゃったんじゃ。そこに学院を卒業して暇しとったカラムの奴がふらりと訪れるや、部族の長老たちを全員説き伏せてマデリンを嫁として連れ帰った。儂わしらはそんな風に聞いとる」

「初耳……」

　ラケルが驚いたように呟つぶやいた。

　俺も初耳だ。父さんと母さんの馴なれ初そめがそんな風だったとは……。

「それからは二人でコンビを組みおってな。二人組の精霊術師として勇名を轟とどろかせおった。まあしばらくしてすぐに引退してしもうたがの。今思えばあれは、マデリンの腹におぬしができたからじゃったんじゃなあ」

「お父上が亡くなられて、家を継がなくてはならなくなった、というのもあるだろうがね」

「ひひひ！　あやつが伯爵とは。笑わせおるわ！」

　確かに伯爵って雰囲気じゃあないよな。俺は父さんの若干子供じみた言動を思い出して苦笑した。

「それにしても、そうか、あやつ、あのフィアーマ族を口説き落としたんじゃったな。よっぽどしつこかったんじゃろうて。ひひ。嫁のほうもそれで絆ほだされたか。しつこい男は嫌われるというが、好意をまっすぐぶつけられるというのは存外、悪くないものじゃからの」

「へえ。僕に口説かれていたとき、そんな風に思ってくれていたのか」

「なっ……！　いやっ！　別に！　儂わしの話じゃないわい！　っちゅうかおぬしは、口説いたんじゃなくて付き纏まとったんじゃろうが！」

　目の前で夫婦がイチャつき始めたが、傍はた目めには孫とのコミュニケーションを楽しむ老人とお爺じいちゃん子の孫娘にしか見えない。

「お二人は……どういう風に結婚を？」

　ラケルがどこか遠慮しつつ尋ねた。

　確かに、学院長は昔もこの小学生スタイルだったわけだから、それに男が言い寄るというのは……事案発生だな。

　学院長はちょっと頬ほおを赤らめて、恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「……こやつが勘違いしおったんじゃ」

「勘違い……？」

「僕はこの学院の生徒だったんだよ。十二歳の……年齢制限ギリギリのときに入学してね。それと同時に、トゥーラに出会った」

　十二歳──あ、そうか。

「同じ生徒と勘違いしたんですね。教師じゃなくて」

「その通り。トゥーラはミックスだから、すぐにエルフとはわからなくてね。とんでもなく可愛かわいい子がいる！　と興奮して舞い上がってしまって、気付いたときには花束をプレゼントしていた」

「わ……」

　ラケルが口元を覆おおい、少しだけ目を輝かせた。

　花束って……すげえ十二歳だ。

「まあ花束と言っても、子供が用意できる程度のチャチなものだけどね。実際、トゥーラには相手にもされなかった」

「花なんぞ腹の足しにもならんからの。変なガキが来たなと思っただけじゃ」

「でも、僕も君のお父上と同じで、諦めの悪いタチでね。毎日新しい花束を用意しては、彼女を見つけ出して押しつけた。……いやはや、若気の至りだ。今思うと迷惑行為でしかないな」

「めっっっっっちゃ迷惑じゃったぞ！　処理に困ったんじゃからな、あれ！」

「でも……」

　ラケルが恐る恐る言った。

「最終的には、結婚した……んでしょう？」

　学院長がまたふいっと目を逸そらす。

　確かに、そこからどうやって結婚まで行くのか、全然展開が見えない。

「毎日新しい花束を用意したと言っただろう？」

　老紳士が言い、俺とラケルが肯うなずいた。

「当時の僕は子供だ。使えるお金も少なかった。そんな状態で毎日花束を買おうと思ったら、持ってるものを売るしかない。そういうわけで……気付いたら、着るものすらなくなっていたんだよ」

「え？」

「えっ……」

　いや、気付こうよ！　そうなる前に！

「ある日、いつもなぜか花束を押しつけてくる小僧が、どういうわけか裸になっとったんじゃ。さすがの儂わしもビビるわ！　こやつ、制服まで売っ払っとったんじゃぞ！」

「学院の制服は高く売れるんだ。一週間分は余裕で賄えた」

「この学院の長い歴史で、在学中に制服売ったのおぬしだけじゃぞ！」

　今の落ち着いた物腰からはまるで窺うかがえない突飛な行動だった。だけど──

「それだけ好きだった……ってこと、ですか」

　俺が思ったことを、ラケルが代弁した。

　学院長は拗すねたように顔を逸らし、ジョッキの酒をぐびぐび飲み始める。

　クライヴさんは、それを横目に見やり、優しく微笑ほほえんだ。

「そのときに、ようやく伝わったらしいね、僕の気持ちが。後で聞いたところによると」

「クライヴ！　お代わり取ってこい、お代わり！」

「はいはい」とクライヴさんは空のジョッキを受け取り、酒が用意されたテーブルへ向かった。

　夫がいなくなると、学院長は「ふん」と鼻を鳴らす。

「……要するに、うっかり教え子に手を出してしもうただけのことじゃ。あー、うっかりした！」

　誤ご魔ま化かすようにそう叫ぶと、学院長は不意ににたりと笑ってラケルのほうを見た。

「それにしても、ラケルよ。おぬし、妙に興味ありげではないか。澄ました顔をして、やはりそういうことには興味津々か？」

「い、いや……別にそんなことは……」

「ひひひひ！　教え子に手を出さんよう気をつけぇよ？」

　えっ。

　ラケルがちらりと俺を見た。

「……ふっ。まさか」

「鼻で笑ったな！」

　ちょっとドキッとした俺が馬鹿みたいじゃん！

「誰がこんな子供と。ありえない」

「ひゃっひゃっひゃっひゃ！　そんなことを言っていられるのも今のうちじゃ！　何せ十二歳の小僧に口説き落とされた大人もおるのじゃからのう!!」

　開き直った！

　完全にヤケになった学院長は、自分が如い何かにしてクライヴさんにオトされたかを滔とう々とうとラケルに語り始めた。

　これをチャンスと見て、俺はその場を離れる。

　ラケルが恨みがましい目で俺を見たので、ひらひらと手を振って応援しておいた。

　さて、ようやく酔っ払いから解放された。

　そもそもクラスの懇親会なんだから、クラスメイトと喋しやべらないと意味ないだろ。誰のところに行こうかな……。

　そんな風に思案していると、

「──じ・い・くううううううううううんっっ!!」

　慣れ親しんだ声と、これまた慣れ親しんだ衝撃が、俺の背中にぶつかってきた。

「……あれ？　フィル？　お前、諜ちよう報ほう科のほうの懇親会は？」

「来ちゃった♥」

「いや、来ちゃったじゃなくて」

「もう終わったよー。でもこっちはまだやってるって聞いたから！」

　……まあいいか。一人で待たせるのもアレだしな。

　フィルは俺の背中に覆おおい被かぶさったまま辺りを見回し、

「あ────────っっ!!」

　と大声で叫んで、ある人間を指差した。

　アゼレアだった。

　彼女は肩をビクッとさせると、自分が指差されているのに気付く。

「なっ、なに？　なんなの？」

「やっぱりじーくんと同じクラスなんだ！　うらやましー！」

「あら？　あなた、フィリーネさん……。確か戦闘科ではなかったんじゃ？　どうしてここにいるの？」

「じーくんに変なことしたら怒るからね！　じーくんはわたしの旦那様なんだから！」

　噛かみ合ってねえー……。

　とはいえ、大声で目立つことを口走っているのは事実なので、戦闘科Ｓクラスの面々がなんだなんだと集まってきた。

　最初に俺の背中にへばりついた女の子に目を留とめたのはエルヴィスだ。

「ジャック君。誰だい、その女の子？」

「フィリーネ・ポスフォード。諜ちよう報ほう科の新入生で、俺の妹弟子だ」

「妹弟子？」

　ルビーがその単語に反応する。

「へえー。ってことは、噂うわさの盗賊団潰しのもう一人か！」

「ほー。それをごぞんじとは、なかなかのもんですな！　ほっほっほ！」

　フィルが唐突に自分の父親の真ま似ねをした。なんでだよ。これだけ一緒にいるのに行動が読めねえ。

「フィル、とりあえず離れろ」

「えー」

「えーじゃない」

　俺の背中から離れると、フィルは自分から他の四人の前に立った。

　そしてにっこりと笑ってみせる。

「フィリーネ・ポスフォードでーす！　諜報科Ａクラス！　フィルって呼んでね！」

「よろしくお願いするわ、フィル」

「あなたはダメー」

「ええっ!?」

　アゼレアがショックを受けた顔をした。

「こら、フィル。差別をするな、差別を」

「敵と馴なれ合う気はないのです！」

「お前、諜報科だろ。敵と仲良くなって情報を聞き出すのも諜報だぞ」

「むー……仕方にゃいにゃあ」

　不承不承といった感じで、アゼレアに愛称呼びを許可するフィルだった。

「前に会ったときもそうだったけど……私、どうして嫌われてるの……？」

「俺もよくわからん。女の勘ってやつらしい」

「はあ……」

　同じ女であるところのアゼレアにもさっぱりピンと来ないらしかった。

　エルヴィスがにこやかにフィルに話しかけてくる。

「諜ちよう報ほう科のＡクラスだって？　すごいじゃないか」

「えっへん。すごいのです。すごいので、みんなの名前も知ってるよ」

　そう言って、フィルは四人の顔を順番に指差していった。

「エルヴィス＝クンツ・ウィンザー。ガウェイン・マクドネル。ルビー・バーグソン。なんちゃってお嬢様」

「ちょっと！　私だけただの悪口なんだけど!?」

　どっと笑いが起きた。

　特にルビーが大爆笑していた。

「よう、なんちゃってお嬢様！」

「ちょっとやめて！　ニックネームにしようとしないで！　本物のお嬢様なの私は！」

　俺と出会ったときもそうだったが、フィルは人の間合いに踏み込んでいくのがめちゃくちゃうまい。好き勝手やっているうちに、いつの間にか輪の中に入れてしまっているのだ。思えば、諜報にはうってつけの才能である。

「ぐふふ。諜報科はみんな噂うわさ好きなのです。諜報科ではあなたは『なんちゃってお嬢様』として有名なのです」

「何よそれ！　私のどこがなんちゃってだって言うの!?」

「『貴族っぽく振る舞おうとしてるのはわかるけどねー』ってみんな言ってるよ？」

「んなっ……！　なっ、なっ……！」

「人の好よさが透けて見えてるってことだよ。いいことだろ？」

「家の沽こ券けんに関わるのよーっ!!」

　生来の性格ってのはそうそう隠せないものだ。諦めろ。

　ルビーが「あははははっ!!」と笑いながらフィルの肩に手を回し、

「なんだあんた、おもしれー奴やつだなあ！　どっかの頭のかた～い騎士サマとは大違いだ！」

「……どこかの貧民くずれは、どうやら頭の中身をスラムに置き忘れてきたようだがな」

「ああん？」

「なんだ？」

「ああもうまた喧けん嘩かしてる！」

　ルビーとガウェインが睨にらみ合い始め、アゼレアが即座に仲裁に入る。俺がいない間にも何度かあった流れらしい。

　当然ながらアゼレアがいくら言っても二人は引く気配がない。エルヴィスがガウェインにやめるように言えば一発だろうが、どうやら王子様はそこまで深刻ではないと思っているらしく見物の構えだ。

　苦労をかけるのう、アゼレアさんや……。

　などと高みの見物を決め込んでいると。

　──にゃあ。

　と、どこからともなく声がした。

　全員がそれに気を取られた瞬間、ガサッと、茂みの中から一匹の猫が姿を現す。

「わー、猫さんだー♪」

　フィルが真っ先に駆け寄って、屈かがんで猫を覗のぞき込んだ。

「なんだそいつ、野良か？」

　ルビーが喧けん嘩かを切り上げて、フィルの後ろから覗き込む。

　おお……アゼレアができなかったことを。猫は偉大なり。

「栄誉ある精霊術学院に野良猫とは……。早急に追い出すべきだな。そこの少し大きい野良猫と一緒に」

「あ？　誰が野良猫だコラ」

「猫は上等すぎたな。ネズミの間違いだ」

「おう、やっぞコラてめー！」

　と思ったら新たな火種になった。

　アゼレアもさすがにお呆あきれのご様子だ。

「ダメだよ、ガウェイン君。追い出すなんて。きっと食べ物の匂いに釣られてきたんだ。お腹なかが空いてるんだよ」

「は……はい。申し訳ありません、殿下」

　エルヴィスはまだ焼いていない生の鶏とり肉にくを持ってくると、猫の前に置いた。

　猫はそれに顔を近付け、その場で食べ始める。

「おい、餌を与えたらまた来るようになるぞ？」

「そのときはまたご飯をあげたらいいじゃないか。本当に困ってるときくらいは、施しをしたって罰ばちは当たらないよ。……まあ、あんまり与えっぱなしっていうのもよくないから、程々にね」

　それは……なんというか、大きなものを見ている人間の言い方だと思った。

　施しをするべきときと、そうではないとき……過剰に与えすぎると、人は一体どうなってしまうのか。それを自然に考えている人間の、言い方だった。

「まあ責任を持って飼うっていうなら別だけど。どうする？」

「ペットかー……」

　ルビーが猫の耳をつつきながら呟つぶやく。

「正直、気は進まねーけど、放っとくってのもなんかな……」

「だよねっ。かわいそう！」

　フィルはかなり乗り気の様子だった。

「でも、いいのか？　寮でペットとか」

「そうよ。それに生き物を飼うなんて、そう簡単に──」

「別に構わんじょー！」

　微妙に呂ろ律れつの回っていないその声は、学院長のものだった。

　いつの間にかぐでんぐでんになっていて、クライヴさんとラケルに介抱されている。

「ちょうどいー！　それも勉強じゃー！　おぬしら、その猫を死ぬまで面倒見てみい！　なんか得るもんがあるじゃろー！　たぶん！　きっと!!」

　めっちゃくちゃ適当だな。

　でも、学院の最高権力者の許可が出てしまった。

「……決まりだね」

　こうして、この学生寮に、猫が一匹増えることになったのだった──







　他の面々が、猫にどんな名前をつけるかで揉もめている。

　乗り気ではなかったアゼレアや、あのガウェインでさえルビーに対抗する形で議論に参加していた。

　俺は、それを少し遠目から見ている。

　すぐ近くには、同じようにしているエルヴィスの姿があった。

「……ジャック君」

「ん？」

　不意にエルヴィスが話しかけてきたので、俺は視線を向けた。

「ぼくさ、本当に驚いたんだよ」

「何を？」

「試験のとき。ぼく以外に２級を受けて、しかも試合に勝っちゃう人がいるんだなって」

「なんだそれ。俺を褒めてるのか自分を褒めてるのかわからないな」

「きみを褒めてるのさ」

　エルヴィスは淡く笑い、俺の目を見つめた。

「ジャック君。きみから見て、ぼくは強いかい？」

　エルヴィス＝クンツ・ウィンザーが強いかどうか？

　知り合ってまだ一日と経たってない。

　戦いを見たのだって一度きりで、しかも一瞬だった。

　だけど、悩むまでもない。

「──強いよ。お前は、間違いなく強い」

　お前はきっと、目の前で友人が殺されようとしていたら、我が身を顧みずに助けに行くだろう。助けるべき、助けたいと思ったなら、きっとその通りに行動できるだろう。

　そういう芯がある。かつての俺にはなかった、芯が。

　その上、まだ若く、幼く、開かれた未来がある。……これを強いと呼ばずしてどうするのか。俺の中に疼うずく羨望こそが、エルヴィスが強いことの一番の証明だった……。

「そっか……。少し、安心した」

「安心？」

「うん。……定期的にね、確認しないといけないんだ。ぼくが義務を果たせているかどうか……」

　確認？　義務……？

　エルヴィスの言うことは、おそらく彼の中でしか通じていないのだろう、俺には意味がよく掴つかめなかった。

「……だったら、エルヴィス」

「ん？」

「お前の目から見て、俺は強いか？」

　少しの勇気を出して、俺はそう問いかける。

　もうかつての俺はいないのか？

　助けたいものを助けようと思える人間になれているか？

　答えてくれ──最強の天才王子、エルヴィス＝クンツ・ウィンザー。

「……強いよ」

　エルヴィスははっきりと告げた。

「きみは強いよ、ジャック君」

　その言葉が、俺の胸の中にくわんくわんと響く……。

「……どうかな？　安心した？」

「いや……全然だ。いまいち、実感がない」

　ラケルは言った。俺は強くなったと。

　それを信じていないわけじゃない。言われたそのときは、その通りだと心が震えるのだ。

　でも、その充足感は、……しばらくすると、すぐに、……手に掬すくった砂のように、簡単に、……こぼれ落ちてしまう……。

　俺は──本当に、強くなったんだろうか？

　ただ、神様に優遇されただけの、何でもない人間の俺が──本当に、守りたい誰かを守れるくらい、強くなれたんだろうか……？

「だったら、いい方法があるよ」

　物思いに沈んだ俺の意識を、エルヴィスが引き上げた。

「きみが強いと言ったぼくに、きみが勝つことができれば、きみは間違いなく、強い」

　その極めて単純な論理構造が、くわんくわんと反響するばかりだった俺の胸に、スッと入り込んできた。

　顔を上げると──そこには。

　天才王子エルヴィス＝クンツ・ウィンザーの、挑戦的な笑みがある。

「ジャック君──ぼくときみ、一体どっちのほうが強いのかな？」

　このとき、俺は、否いや応おうなしに理解したのだ。

　俺とこいつは。

　ジャック・リーバーとエルヴィス＝クンツ・ウィンザーは。

　お互いに、激突することを決して避けられないのだと。

　すべては──

　自分の強さを。

　誰よりも自分に。

　──証明するために。







　懇親会の翌日。

　早速、今期の級位戦、その一回戦の組み合わせが発表された。

　俺とエルヴィスの対戦相手は、それぞれ年上の２級学院生。アゼレアも年上の３級だ。

　それぞれの級位の中でしか当たらないわけだし、俺たち戦闘科Ｓクラス以外には２級と３級の新入生はいないので、ここまでは当然の結果。

　しかし──残りの二人。ルビーとガウェインは──

「……………………」

「……………………」

　掲示板に貼り出された組み合わせ表を見るなり、ルビーとガウェインは一瞬だけ視線を交わした。

　しかし、言葉はない。

　普段、事あるごとに起こる口くち喧げん嘩かは、このときに限って起こらなかった。

　そして二人は、まったく逆の方向に立ち去っていく。

　直前まで二人の視線が集中していた場所には、こんな風に記されていた。




『３級リーグ戦　第一回戦

　第四闘術場　第五試合

　ルビー・バーグソン　ＶＳ　ガウェイン・マクドネル』




　呑のん気きにしていられるのは今日までだ。

　学院長の言葉の真の意味を──新入生たちの誰もが、程なく知ることになる。






級位戦









　第四闘術場には大勢の観客が詰めかけていた。

　だが振り分け試験のときとは違い、それらは全員学院関係者。来賓の客は一人もいない。

　俺たちはその最前列にいた。ルビーとガウェインを除く戦闘科Ｓクラス三人とフィル、そして副担任であるラケルの五人だ。

「まさか、一回戦からクラスメイト同士で当たるなんて……」

「リーグ戦だからね。当たらない方が難しい」

　アゼレアの心配げな呟つぶやきに、エルヴィスが落ち着いた声で返した。

　これからルビーとガウェインの試合が始まるのだ。

　俺たちはラケルに召集され、授業の一環としてそれを観戦することになった。

「……それにしても、新入生の試合の割には観客が多くないか？」

　俺は会場を見回して言う。

　試合は他の会場でも同時進行している。１級や２級の試合もやっているはずだが……。

「数年ぶりのＳクラス同士の試合だから、殊の外に注目度は高い」

　ラケルが淡々と言った。

「それに……この試合は、今年度初めて、新入生が出る試合だから」

　……なんでそれで注目度が上がるんだろう？

　疑問に思ったが、ラケルはそれ以上は口を開かなかった。

『──さあ！　３級リーグ戦第一回戦、次は注目の一戦です！　数年ぶりに配置された戦闘科Ｓクラス！　そこに所属するスーパールーキー同士の対決！　会場にはこの一戦を一目見ようと、学院中から観客が詰めかけております!!』

　空からテンションの高い声が降ってきた。

　来賓もいたので堅い雰囲気だった実力テストとは違い、級位戦には実況がつくらしい。

『実況はわたくし、第三十七期支援科Ｂクラスのエミリー・オハラがお送り致します！　そして解説にはなんとこの方！　本校の学院長にして現役最強の精霊術師！　第四〇期戦闘科Ｓクラスの担任も務めてておられる、トゥーラ・クリーズ永世霊王をお呼びしております!!』

『あー、頭いた……。すまんがちょっと声を小さくしてくれんか』

『おや？　どこか具合でも？』

『いやー、昨日ちょっと飲み過ぎての。はて、何やらこっぱずかしいことを口走っていた気もするが……』

　二日酔いかよ。もう夕方だぞ。それに、ラケルに向かって延々ノロケ話をしていたことは綺き麗れいさっぱり忘れているらしい。

『霊王にお聞きします。これから戦うルビー・バーグソン３級とガウェイン・マクドネル３級について、担任としてどのように思われますか？』

『そうさなあ。とりあえずバーグソンのほうは無礼じゃな。超無礼。師匠にそっくりじゃ』

『師匠と言うと、ホゼア・バーグソン八段のことでしょうか』

『「[image: ]くず拾いのバーグソン」などと呼ぶ輩やからもおるの。あやつはとにかく貴族が大っ嫌いで、およそ渡世術というもんを知らん男なんじゃがな……精霊術師としての実力は本物じゃ。でないと八段まで上がることはできん。そしてもちろん、才能を見る目もずば抜けておる』

『では、ルビー・バーグソン３級は、そのずば抜けた審美眼が認めたダイヤの原石なのですね！』

『じゃろうな。あやつはスラムのガキを大成させて貴族に嫌な顔をさせるのが三度の飯より好きじゃからの』

　めちゃくちゃいい性格してるな、ルビーの師匠……。

『では、対するガウェイン・マクドネル３級については？』

『礼儀はわきまえておるが、頭が固いな。バーグソンとは真逆じゃが、師匠にそっくりなところはおんなじじゃ』

『「鉄の将軍」デンホルム・バステード九段ですね！　現状、わずか四人しかいない九段保有者の一人です！』

　精霊術師界最高の称号は学院長が三〇年も独占している『霊王』だが、『九段』はその次に当たるものだ。通常の段位戦では取得できず、王国に対して何らかの功績を示した者にのみ与えられる。

『あやつも頭が固くてのう。ちょうど儂わしがこの学院の改革を進めておった頃に教師をしとったんじゃが、何度口答えをされたことか。やれ伝統がどう、やれ血筋がどう……ああ、いやじゃいやじゃ』

『あのー……貴族社会を敵に回すような発言は控えていただきたいんですけどー……』

『ヘーキじゃヘーキ。いま偉そうにふんぞり返っとるジジイはみんな、ハナタレ小僧じゃった頃から知っておるからのう！　ちょっと昔話をするだけですぐ黙りおるわ！　ひひひひひ!!』

　うわー……あの人に弱味握られると一生ネタにされるのか……気をつけよう……。

『さて！　これ以上本校が貴族界に目を付けられないうちに進めてしまいましょう!!　対戦者の入場です!!』

　円形のアリーナの両端にある扉が開き、二人が入場してくる。

　ルビーは昨日と同じ改造制服だったが、ガウェインは鎧よろいを着込み、盾と剣を携えていた。

「うわー。つよそー。かたそー」

　フィルがガウェインの格好を見て、極めて簡潔な感想を言った。

　装備だけ見れば、軽装のルビーのほうが不利に見える。だが、精霊術師の戦いは装備だけでは決まらない……。

『さあ両名、所定の位置で向かい合います！　両者とも、振り分け試験のときと同じ装備ですね』

『いつもの装備なんじゃろうな。あの歳としで自分の戦法を持っておるというのは、それだけで大したものじゃ』

　しかし、と学院長の声が続けた。

『果たして、それだけでどれだけやれるかのう？』

　試合開始の時刻が迫る。

　二人が向かい合う闘術場に、緊迫感が張りつめた。

『試合────開始です!!』

　実況がそう告げた直後。

　ルビーの姿が消える。

「また！」

　実力テストのときと同じだ。目を離していないはずなのに、姿を見失った……！

『バーグソン３級の姿が消えました！　霊王、これはいったい!?』

[image: ]

『なんかの精霊術じゃろ。アリーナから出たら失格じゃから、見えないだけでどっかにはおると思うぞ』

　学院長がそんな適当なコメントをしている間に、ガウェインが動いた。

　左手に持っていた盾を、床に落としたのだ。

　直後──盾が液状化した。

　銀色のゼリーのようになった盾が、アリーナに広がっていく。

『これはぁーっ!?　マクドネル３級が落とした盾が、溶けて水のように広がっていく!?　一体どうしたことだぁーっ!!』

『ふむ。なるほどのう。盾は不要と見たか。捨てて索敵に使ってしまう気のようじゃ』

『索敵ですか？』

『よう見てみい。──すでに引っかかっておる』

　学院長の言う通りだった。

　液状化して広がった銀色に、点々と足跡がついている。

『あーっと！　なるほど！　これで姿を消したとしても足跡は残ってしまうわけですね！』

『代償として、マクドネルの奴やつは自分の精霊術を明かすことになってしまったがな』

『鉄の盾──すなわち金属の液状化！　これは精霊〈ベリト〉の金属を操る精霊術【不ふ撓とうの柱ちゆう石せき】ですか!?』

『十中八九そうじゃろう。もし違ったら大した策士じゃ』

　ルビーの足跡は、広がったゼリー状の金属から逃げ出そうとする。

　ガウェインはそこにさらに追い打ちをかけた。

　身に纏まとった鎧よろいまで液状化したのだ。

　盾の何倍もある金属がさらに追加され、アリーナを覆おおい尽くす。

　ルビーに、逃げ場はなかった。

『さあ！　バーグソン３級、逃げ場がなくなった！　どうするー!?』

『当然、攻めるじゃろう。相手の居場所を探し出した代わりに、マクドネルは大幅に防御力を失った』

『確かに！　マクドネル３級はあれほどの重装備をほとんど手放し、現在は制服と剣のみとなっております！』

　実況解説は対戦者たちには聞こえていないはずだが、果たして、学院長の言う通りになった。

　ルビーの足跡が急速にガウェインに接近する。

　──速い。

　まるでちょこまかと走り回るネズミだ。ガウェインの巨体とあの大振りな剣では、とてもじゃないがこの速さを捉えきれない……!!

　透明になったルビーが、ガウェインの背後を取った。

　おそらくその手には、振り分け試験のときにも使っていた短剣が握られているだろう。

　彼女にとって、目の前にあるガウェインの背中は、恰かつ好こうの獲物に違いない……！

　ガウェインの制服の背中が、裂けたのが見えた。透明な短剣が刺さったのだ。

　……だが。

『まっ、マクドネル３級、健在！　背後のバーグソン３級を捕らえようとしましたが、バーグソン３級、かろうじてこれを躱かわすーっ!!』

「ど、どうして!?　今、刺さったわよね!?」

　アゼレアが動揺して叫ぶ。

　俺は口を手で覆って考えながら、

「……刺さったのは心臓の位置だ。本当に刺さってたら、ガウェインは一撃で霊力切れになってる」

「だ、だったらどうして……」

「だから、刺さってないんだろ。……止められたんだ」

「えっ……？」

　アゼレアはぱちくりと瞬きした。何を言っているのかわからないという顔だ。

「じーくん、どゆこと？　制服の下に何か着てるってこと？」

「いや、そんな風には見えない。だけどあいつには、制服の下にもう一枚、鎧よろいがあると思う」

「もう一枚、鎧……？」

　フィルとアゼレアが首を傾かしげる中で、エルヴィスだけが訳知り顔で肯うなずいた。

「振り分け試験のときに気付いたんだね、ジャック君」

「ああ。気付いたっていうか、引っかかったって感じだけどな」

「ちょっとちょっと！　どういうことなの！　二人だけでわかった風にならないで！」

　アゼレアが今にも暴れ出しそうな感じだったので、俺は仕方なく説明する。

「振り分け試験のとき、ガウェインが相手の攻撃を全部真っ正面から受け止めてたのは知ってるか？」

「ええ。盾や鎧がすぐに直っているのが見えたわ。いま思えば、あれは金属を操る精霊術によるものだったのね」

「そう。盾や鎧がすぐ直る。でもそれだけじゃ、あの耐久力は説明できない。鎧や兜かぶとは身体からだを守ってくれるが、衝撃まで遮断することはできないからだ」

「……？　まあそうね。どんなに丈夫な兜を被かぶっていても、重い剣で何度もガンガン殴られたら死んでしまうわ」

「ってことは、だ。ガウェインは鎧の下にさらに、衝撃吸収用の鎧を着てる──そう考えるしかないだろ」

「？？？？　だから、鎧を着てるようには見えないって話じゃなかったの？」

　アゼレアがまだ納得いかなげな顔をしていたので、エルヴィスが口を挟んできた。

「単純な消去法だよ。現象から見て、ガウェインくんは鎧を二重に着ていた。だけど、鎧らしきものはどこにもない。──だとしたら、考えられるのは一つだ。彼は鎧を着ているわけじゃない。彼の身体そのものが、鎧なんだ」

「身体そのものが、鎧……？」

　俺はエルヴィスに訊きく。

「お前も見えたか、エルヴィス」

「目はいいほうでね。──制服の背中が裂けたとき、赤茶けた鱗うろこが見えた」

「……鱗ですって!?」

「お魚さん？」

　アゼレアが目を剥むき、フィルがきょとんと首を傾げる。

　……まあ、お魚さんというのも、当たらずとも遠からずだが──はっきり理解したのは、アゼレアのほうだった。

「鱗のある人間……ガウェインさんは竜人族だったの!?」

　竜人族。

　かつて竜と結ばれた人間たちの末まつ裔えい。

　最大の特徴は、身体からだの至るところに鱗うろこがあることだ。

「ああ──それも銅竜の血筋だろうな。銅竜はその名の通り、銅の鱗を持ってるんだろ？」

「だね。銅──つまり金属だ」

　アゼレアはあっと小さく声を上げた。

「自分の鱗を──銅の鱗を、金属を操る【不ふ撓とうの柱ちゆう石せき】で鎧よろいに変えている……？」

「鱗の位置を移動させているだけなのか、それとも量を増やしているのかはわからないけどな」

「まさしく才能ギフトだね。生まれ持った体質と精霊術がここまで完璧に噛かみ合っている人は、なかなかお目にかかれないよ」

「まったく、反則だよな──そのおかげでガウェインの鎧には、およそ隙間というものが存在しないんだから」

「隙間のない鎧……って。そ、そんなの……！」

　アリーナでは、同じ展開がしばらく続いていた。

　姿を消したルビーがちょこまかと動いて、攻撃を仕掛けては弾はじかれる。

　ガウェインが彼女を捕まえようとして、ルビーがかろうじて逃げおおせる。

　だが、誰の目にも明らかだった。

　この試合……どちらに勝ち目があって、どちらに、勝ち目がないのか。

「……こんなの……ただの相性じゃないっ!!」

　アゼレアがいきり立って立ち上がった。

「たまたま組み合わせが悪かっただけで……運が悪かっただけで……！　最初から、ルビーに勝ち目なんか……!!」

「アゼレア」

　淡々とした声でアゼレアを呼んだのは、今まで黙って試合を見ていた、ラケルだった。

「ラケル先生……？」

「あなたは、ギルドに入って、現場に出ても、同じことを言うつもりなの？」

「えっ……？」

　ラケルは、一言一句丁寧に、しっかり相手の心に伝わるように、言葉を紡いでいく。

「相性が悪いから。組み合わせが悪いから。運が悪いから。仕事で苦手な相手と戦う羽目になったら、そう言って大人しく殺されるの？　例えば──あなたの炎を全部かき消してしまえるくらいの、【原げん魚なの御み手て】使いと遭遇したときに」

「そ、それは……」

　振り分け試験のとき、アゼレアは相性が悪いはずの水使いに対して圧勝した。だがそれは、彼女の精霊術の出力がたまたま、相手を大幅に上回っていただけのことなのだ。

『──さて、この試合を見ている新入生諸君。そろそろおぬしらは、「こんなの相性が悪いだけじゃん運悪かったなー」などと思っておる頃じゃろう』

　放送を通じて、学院長が笑い含みの声で言った。

『喜ぶがいい。おぬしら自身の初戦でも、同じことが起こるぞ。何せ新入生が初戦で勝利する確率は、例年、一割にも満たんのじゃからのう！』

『今年も説明しなかったんですか、学院長？　毎年のことながら、意地が悪いですよねー』

『身をもって学ばねばわからんこともあるのじゃ。どいつもこいつも多かれ少なかれプライドをこじらせておるからのう。ひひひ！』

　観客の一部がざわめいていた。おそらくは戦闘科の新入生たちだ。

『新入生諸君！　おぬしらは、ここまで相性の悪い相手と当たることはそうそうあるまい、と思っていることじゃろう。じゃが、甘い。あまりに甘い考えじゃ。

　精霊術の相性差がさほどではなくとも、同じことが起こる。

　おぬしらは弱点を突かれ、苦手に付け込まれ、何もできんまま惨敗することじゃろう！

　なぜなら！　おぬしらが入学したその瞬間から、同じ級位に属する在学生は、おぬしらを観察しておるからじゃ！　おぬしらの精霊術を、おぬしらの戦法を、解析し、分析し、攻略法を練っておるからじゃ！

　見よ！　この闘術場に集まった観客を！

　ほとんどの者は気付いておらなんだじゃろう。今日、この試合を見に来ておるのは、そのほとんどが諜ちよう報ほう科の生徒じゃ!!』

「えっ……!?」

　アゼレアが慌てた様子で周囲を見回した。

　もちろん、その程度で見分けがつくはずもない。

　だが、誰が諜報科なのかなんて──

　誰が他の生徒の偵察なのかなんて、そうそうわかるはずもない。

『彼を知り、己を知れば百戦危うからず。古き賢者の言葉じゃ。

　おぬしらはそれぞれの師匠のもとで、「己を知る」ことに時間を使ってきたことじゃろう。もちろん通常授業では、儂わしら学院もおぬしらがおぬしら自身の力を知り、磨くことを全力で支援する。

　しかし、この級位戦では「敵を知る」ことを覚えてもらう。儂らは何もせん。おぬしら自身がその方法を考えるのじゃ。

　この学院の戦闘科に所属する多くの生徒は、非公式じゃが、諜報科や支援科の生徒と協力関係を結んで級位戦を戦っておる。それは、おそらくおぬしらがこの学院での生活として想像してきたような、「強くなる」ための行動ではない。

　あえて言おう。

　強いのは当たり前じゃ！　それはこの学院において、当然のステータスなのじゃ!!』

　喝破するような学院長の声が、会場内に響き渡った。

『おぬしらは自分の強さを発揮する方法を学ばねばならん。相手の強さを発揮させない方法を学ばねばならん。

　すべては勝つために。一勝でも多く稼ぎ、一厘でも勝率を上げるために。

　そして一秒でも、命をながらえるためにじゃ』

　手段を選ぶな、と。

　学院長はそう言うのだ。

『敵の情報を探り、対策を練り、万全の準備をもって試合に臨め。

　敵に対策を練られたら、さらにその対策を編み出せ。

　周りに合わせて変化せよ。立ち止まるな。常に進み続けろ。

　それができん者は、この学院では一年と戦うことはできん。

　ゆえに。

　新入生たちよ──おぬしらは、一年以上この学院で戦ってきた先輩たちに、惨敗を喫することになるのじゃ』

　目に浮かぶようだった。

　学院長が、その幼い顔に嬉うれしそうな笑みを刻んでいるのが。

『先日、クラスで懇親会をしたことじゃろう。大いに語り合ったことじゃろう。友ゆう誼ぎを結んだ者もいよう。じゃがそやつらは、今日から全員敵じゃ。

　思う存分───腹を探り合うがよい』







　異様な空気に包まれた闘術場の中で、ルビーは、ガウェインに対して惨敗を喫した。

　動き続けてバテ始めたところを捕まり、床に組み伏せられて、喉を突き刺された。

　勝敗を分けた要因は、明らかだ。

　ガウェインは、ルビーの戦法を分析し、対策を用意していた。

　そしてルビーは、それを怠った。

　──これが精霊術学院の級位戦、その本質。

　精霊術の優劣を競うのではなく、如い何かに相手を調べ、分析し、対策するか──

　すなわち。

　熾し烈れつなまでの、情報戦なのだ。







　控え室まで迎えに行くと、ルビーは椅子に座り込んでうなだれていた。

「ルビー……」

「……悪い」

　アゼレアが近付いて話しかけようとすると、ボソッと、普段の騒がしさが嘘うそのような声で、ルビーが呟つぶやく。

「ちょっと、一人にしてくんねーかな……」

　それ以上は、アゼレアも何も言えなかった。

　ガタン、と音がする。

　同じ部屋にいたガウェインが立ち上がる音だった。

　彼は無言で、控え室を出ていこうとする。

「ガウェインさん！」

　アゼレアが呼び止めると、一度だけ、ガウェインは足を止めた。

　彼は、うなだれたままのルビーを横目で見やる。

　しかし──このときばかりは、いつもの嫌いや味みを口にせず。

　そのまま無言で、部屋を立ち去った。

　俺たちもルビーを一人残して、廊下に出る。

　しばらくして、エルヴィスが言った。

「じゃあ、ぼくもこの辺で」

「ああ」

　俺が軽く答えると、エルヴィスは一人で去っていった。

　これで残ったのは、俺とフィルとラケル、そしてアゼレア。

「……私も……」

　振り分け試験のとき、誰よりも目立って、誰よりも自信に満ちていたのが、嘘のような小さな声。

「私も……今日は、この辺で」

「ああ。また明日な」

「……止めないのね」

　少し恨みがましい目が、俺を射た。

「あなたは……わかっていたのね？　最初から……級位戦で、何をすればいいのかを」

「……まあな」

「あの懇親会……私……すごく、楽しかったのよ？　同世代のお友達なんて……今まで、全然いなかったから……。ライバルだって思っていたのに……全員倒してやるって燃えていたのに……そんなの、全部忘れちゃうくらい、楽しくて……」

　唇を引き結び、泣きそうな顔で、アゼレアは言い募る。

「なのに……なのに……あなたは……いえ、エルヴィスさんも、ガウェインさんも……あのとき、もう、私やルビーのことを、敵として見ていたのね？　重要な情報をぽろっと出さないかって、期待しながら話していたのね？」

「…………否定はしない」

　俺がそう言うと、アゼレアは俯うつむいた。

「男の人って……そんな、淡泊な……」

「男とか女とかは、関係ないだろ。ただ……俺は、この学院に、強くなるために来た。精霊術師として、名を上げるために来た。……お前だってそうだろ、アゼレア。みんな同じ目的のはずだ」

「あなたの言うことは正しいわ。でも……！」

　顔を上げかけて、アゼレアはふいっと横を向いた。

「……ごめんなさい。こんなことを言っても、仕方がないわよね」

「アゼレア……俺たちは、お前やルビーのことが嫌いなわけじゃない」

「わかってるわ。わかってる……」

　それじゃあ、と。

　顔をこっちに向けないまま、アゼレアは一人で立ち去った。

　多少は空気を読んだのか、フィルも彼女の悪口を言うことはなかった。

「……子供には残酷なシステムね」

　ラケルがぽつりと呟つぶやく。

　……確かにな。

　毎年、大勢の退学者が出るという話も肯うなずける。一年中、四六時中、机を並べた仲間と腹を探り合わなければならないのだから。

　でも、俺はこうも思うのだ。

　腹を探り合い、化かし合い、騙だまし合うことと、友達として仲良くすることは、決して、両立しないわけじゃない……って。

「行くか、フィル」

「うん」

　歩き出した俺とフィルを見て、ラケルが何気なく訊きいた。

「そういえば、あなたたち、いつから組んでるの？」

　ほとんどの戦闘科の生徒は、諜報科や支援科の生徒と協力関係を結んでいる。

　俺とフィルは、二人でいたずらっぽく笑った。

「さあ？」

「いつからだろーね？」
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日常的暗闘









　その後、俺、アゼレア、エルヴィスの一回戦が続けて行われた。

　俺の対戦相手は、俺が振り分け試験で見せたスピードを警戒し、飽和攻撃を仕掛けてきた。しかし、俺の精霊術の全貌をまだ掴つかめていなかったんだろう、浮遊によるダメージ無効化までは対策されていなかった。攻撃の中を突っ切って一気に間合いを詰め、相手を観客席まで吹っ飛ばして勝利した。

　……だが、ここが限界だろう。初見殺しの時間は終わった。そろそろ勘のいい人間が、俺の精霊術が【巣す立だちの透とう翼よく】であることに気付く頃だ。本番は次の試合からだな……。

　アゼレアは最初、苦しい展開になった。

　彼女の精霊術の火力は、振り分け試験を見ていれば誰でも知っていることだ。だから対戦相手は、接近戦を徹底することを選んだ。

　あれほどの火力なら、不用意に近くに放つと自分までダメージを受けてしまう──そう、かつてのあいつのように。とはいえ、同じ種類の精霊術でも、その細かい仕様には個人差がある。だから俺の知るあいつと同じように、アゼレアの身体からだが燃料となっているかは不明だったが、それを確かめる意味でも当然の一手だった。

　結論から言えば、アゼレアは接近戦を嫌った。牽けん制せいを繰り返して相手を近付けないよう努めたが、そこは向こうも予習済みだ。うまく躱かわして距離を詰める。

　最後には、アゼレアが半ば自爆のような攻撃を放ち、かろうじて相手だけを霊力切れエレメント・アウトにすることに成功した。

　しかし、もしこれが無む血けつ陣じんの中でなかったら、と考えるとぞっとしない。

　きっとアゼレアは、全身を火傷やけどだらけにしていただろう。そんな状態になっても平気で動けるのは、あいつのような壊れた人間だけ……。級位戦として見れば白星だが、戦いとしては、決して完全な勝利と言えるものではないだろう。

　そして、エルヴィスは──

『一瞬!!　実況を挟む暇もありませんでした!!　「天才王子」ことエルヴィス＝クンツ・ウィンザー２級!!　相手を初期位置から一歩も動かさず、初戦を白星で飾りました!!』

　アリーナには、またしても円形のクレーター。……２級リーグを戦う海千山千の猛者も、まだエルヴィスの沈下攻撃の正体を掴つかめないでいるらしい。

　とは言っても、今度の相手は、一瞬ではあるが耐えたのだ。沈んだ地面の中央で、耳を押さえるようにしながら立ち上がって──しかし直後、膝からくずおれたのだった。

「あの攻撃の正体を掴めないと、俺も一瞬で終わらされそうだな」

「だねー。他の人はひとまず後回しにして、エルヴィスくんを先に調べる？」

「そうしよう。他の２級生のデータは充分あるだろ？」

「うん。『友達』経由で手に入ると思う」

　諜ちよう報ほう科で言う『友達』とは、要するに情報ネットワークのことを指す。

　フィル曰いわく、諜報科は自分の諜報活動によって挙げた成果がそのまま成績に直結するらしい。コンビを組んだ戦闘科生徒が級位を上げたり、あるいは情報の売買によって金銭を稼いだり、その形態は問わない。

　その手段として、自分が得た情報を取引に使ったりもするので、結果、傍はた目めにはただの仲良しグループに見せかけながら、お喋しやべりの中で暗号をやり取りする……というようなことが常態化している。

　なので、友達＝情報網なのだ。

　戦闘科以上に居心地の悪そうな場所だな。

「なんなら俺の精霊術が【巣す立だちの透とう翼よく】だって情報も取引に使ってくれていい。２級の連中は全員欲しがってるだろ」

「いいの？」

「放っておいても勝手に広まる。もうほとんど価値のない情報だ」

「それでも、裏付けのために確かな情報が欲しい……だね！　りょーかい。それをエサにしてできるだけ引き出してみるね！」

　頼もしくなったもんだ、フィルも。まだ九歳なのを考えれば頼もしすぎる。さすが今期の諜ちよう報ほう科首席だ。……まあちょっと怖いと思わなくもないが。

　俺とフィルは闘術場を離れながら、周囲の喧騒に紛れさせる形で話し合う。

「それよりも問題はエルヴィスだ。あいつと当たる前にあの精霊術の正体を掴つかまないと、とてもじゃないが勝機はない」

「〈傍観する騒乱のパイモン〉の情報って、ほっとんどないんだよねー。やっと見つけたと思ったら、なんか、おとぎ話みたいな感じだったりするの」

「あやふやだってことか？」

「なんかねー。まず、〈パイモン〉って分霊がいないんだって。だから術師はみんなルーストなの」

　ふむ……。分霊がいない、本霊だけしか存在しないとされる精霊は、何柱かいると聞く。

　例えば、すべての精霊の長おさと呼ばれる序列一位〈バアル〉。

　例えば、指輪教で唯一『忌まわしき精霊』とされる序列三十二位〈アスモデウス〉。

　そして、序列九位〈パイモン〉……。

「そんでね、なんでかわからないけど、〈パイモン〉は王族にしか宿らないんだって。そんで、『王様になる力』を与えるの」

「『王様になる力』？」

「たぶん精霊術のことだと思う。名前は【争そう乱らんの王おう権けん】」

　争乱──すなわち戦いという場を、王様のように支配できる力ってことか？

　つまり、戦闘に特化した精霊術？

「……なんか、はっきりとしないな」

「でしょー？　これ以上は、一部の人しか入れない資料庫とかを探してみないとー」

　学院には王国の貴重な資料を保管・研究する役割もあると聞いたことがある。が、その手の資料は権限がないと閲覧できないはずだ。研究員として登録されてたり、あとは一部の貴族にも閲覧権限があるはずだが、田舎領主の父さんは望み薄だな。

「なら資料は後回しか。当面は実地で調べるしかないな」

「だねー」

　俺とフィルは、ちらりと後ろを見返した。

　さっきまでエルヴィスが戦い、そしてその痕跡が刻まれた、闘術場を。







　夜になってから、俺とフィルは再び闘術場を訪れた。

　目的は、エルヴィスが床に穿うがったクレーターだ。あれを調べ、具体的にどんな現象が働いているのかを把握できれば、精霊術の正体に大幅に近付くことになる。

「ふんふん……なるほどー」

　フィルはコウモリと喋しやべっていた。

　コウモリには音響測位エコーロケーシヨンという能力がある。超音波を放ち、その反射によって周囲の状況を掴つかむのだ。それによって幅広い知覚範囲と速度を持つうえ、空を自由に飛ぶことができるので、フィルが好んで諜ちよう報ほう活動に使う動物の一つだった。

「中の警備員さん、みんな寝てるって」

「なんだそれ、職務怠慢か？」

「そうじゃなくてー」

　……ああ、そうか。先客がいるってことだな。

「ま、明日には補修されちゃうしな……。今夜しかないって考えるのは、みんな同じか」

「たぶん三人くらいかな？」

「急ぐか」

「うん」

　俺たちは濃紺の外がい套とうで身を包むと、闘術場の中に忍び込んだ。

　手を繋つないで浮遊すれば足音は消せる。姿は濃紺の外套が夜闇に紛れさせてくれる。この外套も諜報科御ご用よう達たしの品だそうだ。

　さらに索敵をコウモリに任せれば、暗い中でも他人を見落とす心配はない。闘術場の警備員に見つかることはまずないだろう。

　問題なのは、他に潜入している生徒のほうか。少しでもエルヴィスの情報を欲し、あわよくば独占しようとしているのは全員同じ……最悪、遭遇した瞬間に戦闘が始まる可能性もある。学院では無む血けつ陣じんによって殺傷はできないが、捕虜にすることは可能なんだからな。

　……日常的にこんな暗闘が繰り広げられてるなんて、改めてなんつー学校だよ。

　幸い、誰とも遭遇することなく、エルヴィスが戦ったアリーナの入口まで来た。

　飛んでいる姿を他人に見せたくないので、術を解除して床に降りる。

「……中には、誰もいないみたい」

「いない？　先に入った連中が三人もいたんだろ？」

「でも、いないの。追い抜いちゃったのかなあ？」

　そんなわけがない。道中は完全に無人だった。追い抜けるはずがない。

「……気を付けろよ、フィル。コウモリを過信するな」

「りょーかい……！」

　月光がほのかに照らす円形のアリーナ──全周を囲む観客席にはいくらでも死角があるが、目に頼らないコウモリが誰もいないというのなら、本当に誰もいないのだろう。それでも俺たちは、あらゆる方向を警戒しつつ、慎重にアリーナの中心を目指す。

　エルヴィスが穿うがった穴は、出場者の初期立ち位置にあるはずだ。果たしてどういう力が働いてああいう現象が起こるのか……あんな、まるで巨大な槌つちを振り下ろしたような……。

「……あれ？」

　フィルが不思議そうな声を漏らした。

　彼女は俺よりも目がいい。だから、先に気付いたんだ──俺の目にも今、ようやくその光景が浮かび上がってきた。

　その、ありえない光景が。

「……なんでだ……!?」

　俺は愕がく然ぜんと呻うめく。

　エルヴィスが穿うがったクレーター──それがあったはずの、何もない床の上で。

　消えていた。

　まるで何事もなかったかのように──昼間に俺たちが見た戦いが、幻か何かであったかのように、綺き麗れいに、すっきりと、クレーターが消え去っているのだった。

「もう直されちゃったのかな……？」

「いや、補修されるのは明日のはず。振り分け試験のときもそうだった……」

「だよねえ。じゃあなんで──」




　ドスッ、という、衝撃だけがあった。




「──あ？」

　俺は反射的に、衝撃を感じたほうを見る。

　足だ。

　俺の右足だった。

　右足の甲に──突如として、ナイフが出現していた。

「じーくん!?」

　フィルが目を剥むく。俺は咄とつ嗟さに頭がついていかなかった。痛みはない。無む血けつ陣じんの効果だ。だが代わりに、右足から感覚が消えていく……！

　ズボッ、とナイフがひとりでに抜けた。

　一瞬、宙に浮いたそれは、ふうっと幽霊のように闇に溶ける──

　──誰か、いる……!!

「くっ……！」

　俺は周囲に腕を振り回す。が、手は宙を掻かくばかりだ。

　誰もいない。しかし確かに、誰かいる！

「うぐあっ！」

　踵かかとに衝撃が走り、俺は思わず膝を突く。アキレス腱けんを斬られた……！

「じーくん！　大丈夫……!?」

「ああ……痛みはない。部位霊力をやられただけだ……」

　真っ先に足を奪われた。俺のスピードを警戒したか。

　フィルはぷくっと頬ほおを膨らませて、辺りの闇に叫ぶ。

「何がしたいのーっ!?　こんなとこでじーくんに勝ったって意味ないよ！」

　霊力はしばらく休めば回復する。試合以外での闇討ちに意味はない。だからこれは、俺から一時的に戦闘能力を奪うことが目的の攻撃だ。つまり、この透明人間の目的は──

「──足音が、聞こえないな」

　唐突な俺の呟つぶやきに、フィルが不思議そうに首を傾かしげた。

「お前の精霊術が、透明人間になるものだとしたら……わずかなりとも、足音がするはずだ。つまりお前は、自他の物理的干渉を完全に透過する──すり抜けさせる。俺の足を突き刺した瞬間、ナイフが目に見えたのがその証拠……」

　コウモリの音響測位エコーロケーシヨンが姿を捉えられなかったのも傍証となる。おそらくこの相手は、透明になるとあらゆる干渉を受けない代わりに、自分から干渉することもできなくなるのだ。──だとしたら。

「おかしいよな──だったら、お前はなんで、今日の試合では足跡を晒さらしてたんだ？」

「え？」

　察しが悪いな、フィル──透明人間になるなんて力、今日見たばっかりだろ？

「あらゆるものがすり抜けるんだったら、ガウェインの液状化金属だってすり抜けたはず──足跡なんて出るわけがない。お前が意図的に、足回りの精霊術を解除しない限りはな。もちろん、あえて足跡をつける理由はお前にはなかったはずだ。つまり、どうしてもそうしなければならなかった──そうしなければ、足跡を晒すよりもよっぽど不利な状況になる恐れがあった」

　俺は顔を上げ、そいつが潜む闇の中に告げた。

「──濡ぬれるのを嫌ったんだろ、ルビー？　【一ひと重えの贋がん界かい】は水分が弱点らしいからな」

　精霊〈オセ〉の精霊術【一重の贋界】。

　一言で説明するのは難しいが、『偽物の世界』を作り出す力だと言われる。布のようなものを創り出して、そこに任意の映像を投影し、それで包んだ空間を映像の通りにしてしまうらしい。

　例えば──綺き麗れいな床を投影した布を、クレーターの上に被かぶせれば、穴などなかったかのように見える。その上、触れても乗っても穴に気付くことはできないのだ。現代風に言えば、触ることができる拡張現実ＡＲというところか。

「……ったく、ネタバレは程々にしてほしいぜ。誰が聞き耳を立ててるかわかんねーんだからさ──」

　声がした。

　それから、すうっと滲にじみ出すようにして、一人の少女が現れた。

　挑発的なヘソ出し制服に、大きなベレー帽──今はその上に、俺たちも着ている濃紺の外がい套とうを羽織っている。

　ルビー・バーグソン。

　俺のクラスメイトは人を食ったように唇を歪ゆがめ、膝を突いた俺を見下ろす。

「──大したもんだよ。ドーサツリョクってやつか？　あんたなら、あたしがここで待ってた理由もわかるんじゃねーの？」

「まあな。予想はつく」

「ふーん。どんな？」

「……俺を攻撃したところで、一時的に戦闘力を奪うだけだ。そうしなければならないってことは、お前にはおそらく、正面から俺と戦って勝てる自信がない」

「ずいぶんと自信家じゃねーの、お坊ちゃん」

「違う。お前に自信がないんだよ、ルビー。わかってるだろ？」

　ルビーは目を細めて押し黙った。

　俺は気を遣って皆までは言わなかったが、隣でフィルが「あっ、そーか！」と手を打って、無邪気に言う。

「昼の試合で負けちゃったから自信がないんだね！」

「……おい、フィル」

「はぇ？　どしたの、じーくん？」

　空気を読むことを覚えような。諜ちよう報ほう科だろ、お前。

　ルビーは「はッ」と鼻で笑って、肩を竦すくめた。

「いいよ。事実だしな。確かに今のあたしは自信がない。あんたに限らず、誰と戦っても負けちまいそうな気分だぜ」

「全然そんな風には見えないけどな」

「落ち込んでる暇はねー。だから今は、必死に考えてるところでさ──どうしたら勝てるようになるのか。あたしの敗因はなんだったのか……。結局んとこ、それは準備を怠ったことだ。それしか能がねーくせに、スラムで鍛えた小こ賢ざかしさを使わなかったことだ」

「それで、話し合いか？　俺の戦闘力を一時的に奪う目的は、そのくらいしかないもんな」

「ちょっと違うな──取引だよ」

　ルビーはその場に腰を下ろし、片膝を立てる。

　そして挑発的に笑うのだ。

「さあ、足元を見せてくれよ、お坊ちゃん。何せこっちには、あんたが喉から手が出るほど欲しがってる、値千金の情報があるんだからさ」






月下の取引









　静せい謐ひつに射さす月明かりの下に、濃紺の外がい套とうを羽織った少女が一人、片膝を立てて俺を見る。

　その視線には、値踏みするような色があった。とは言っても、上から目線のそれじゃない──むしろ手負いの獣が、生き残るための術すべを慎重に探しているような、そういう目つきだった。

　……付き合うしかないんだろう。

　俺の目的はエルヴィスの精霊術の痕跡を調べること。それはおそらく、ルビーの精霊術【一ひと重えの贋がん界かい】によって覆おおい隠されている──弱点の水をぶっかければ現れるはずだが、片足をやられた今の俺では、その実行は難しいだろう。戦闘向きじゃないフィルも同様だ。

　相手のペースに乗ってしまっていることを自覚しつつも、俺はルビーの正面に腰を下ろした。それに従って、フィルも隣にぺたんと女の子座りをする。

「……何が欲しい？」

　単刀直入な俺の問いに、ルビーは口角を上げた。

「話が早くて助かるぜ。お礼にあたしもシンプルに要求しようか──欲しいものは二つある。あんたの知恵と、そっちの妹弟子ちゃんだ」

「わたし？」

　小首を傾かしげるフィルに、ルビーは言う。

「あたしには諜ちよう報ほう科へのツテがねーんだ。これから級位戦を戦っていくには諜報科の協力が不可欠。そこへ行くと、諜報科Ａクラスのあんたはうってつけってわけ。そうだろ？」

「……期間は？　俺とのコンビを解消させるって話なら請けられないぞ」

「そんな大層な話じゃねーさ。あたしの目的は諜報科とのパイプを作ること。あんたから可愛かわいい妹弟子を取っちまおうなんてつもりはねー」

　俺はしばし黙考する。無理な条件ではない──が、少しばかり不公平な条件ではある。

「その取引は、このままじゃ成立しない」

　鉄のように固いルビーの笑みに、俺は告げた。

「ルビー、手札を明かせ。こっちからすると、お前が本当にエルヴィスの情報を持っているのかどうか、判断できない」

　強力な手札で勝負していると見せかけて、ただのブラフってこともある。

　ルビーの精霊術ならば、確かにクレーターを隠すことはできるだろう。しかしそれは、先に来た別の誰かがやった可能性を否定するものじゃない。ルビーはそれに後から便乗して、アコギな商売をしているだけかもしれないのだ。

「それはできねー相談だな」

　と、ルビーは表情を変えずに答えた。

「わかってんだろ？　あたしの手札はこの場限りのもんだが、そっちの手札は後から効いてくる類のもの。あたしが先にカードを切ったら、そっちは約束を反ほ故ごにするかもしれねーじゃねーか」

「……だよな」

「だから、悪わりーけど証明はできねーよ。クラスメイトを信じてもらうしかねーな？」

　何とも薄っぺらい台詞せりふだよ。薄っぺらいが……言いたいことは伝わった。

　つまり、こういうことだな、ルビー？

　今、この状況で、俺が最も利益を得る方法はひとつ。

　お前が隠したというクレーターを、自力で見つけ出してしまうこと。

　そうすれば、お前の要求に乗る必要はなくなる。理想的な結果と言えるだろう。

「……………………」

「……………………」

　わかってやがるな？

　ルビーの笑みを見て、俺はそう判断する。

　なるほど……この取引とやらは、そういうゲームらしい。

　俺はルビーに見られないよう後ろ手に、お尻の下の石畳に手を触れた。

　……いけるか？

　俺の【巣す立だちの透とう翼よく】は身体からだに触れたものを浮遊させる力だ。だが、実はこの『身体に触れたもの』という定義が曖昧で、どこまでが触れた判定になるのかが時々によって違う。

　究極を言えば、地面に手をつけば俺はこの大陸に触れていることになるので、大陸そのものを浮遊させることができるはずだ。だが一方で、大陸ではなく一粒の土に触れているだけでしかないという解釈もできてしまう。その場合、浮遊させられるのは指先に付いたほんのわずかな土くれだけということになってしまうわけだ。

　この定義は、俺の術に対する理解度が深まるにつれて拡大する傾向にある。いずれは本当に、島くらいなら浮かせられるようになるのかもしれない──が、今、この状況で重要なのは、このアリーナの石畳をすべて効果範囲に収められるか、ということだった。

　エルヴィスが作ったクレーターは、【一ひと重えの贋がん界かい】に覆おおい隠されているだけでしかない。

　で、あれば──アリーナの石畳を丸ごと浮かせてしまえば、隠された穴が浮き彫りになる道理。

　今の俺では、特定の石畳だけを選んで浮遊させるのは難しい。やるなら、全部だ。ルビーに俺の力の一端を見せることになってしまうが──

「──浮かせるつもりかよ？」

　対面に座るルビーが、挑発的に笑いながら言った。

「【巣す立だちの透とう翼よく】だろ？　調べはついてる。それも出力がかなり高たけー──このアリーナの石畳くらい、全部浮かせちまえるんじゃねーの？」

「……まさか。できるわけないだろ、そんなこと」

「そうかねー──受け止めた剣を、肌が斬り裂かれるよりも速く浮遊させられるような奴やつなら、そのくらいできてもおかしかねーと思うけどな」

　赤い眼めが、闇の中から射い貫ぬくように俺を見据えた。

「やってみろよ。それで目的達成、だろ？」

　ルビーには、何か方策がある。

　それは明らかだった。

　しかし──なれば、こそ。

「──足元に注意しろよ」




　すべての石畳を、一斉に浮遊させた。




　例外は、俺とフィル、ルビーが座っている場所のみだった。それ以外の石畳がすべて、泡のようにふわりと宙に浮き上がる。

　石畳の下には、土が詰まっていた。茶色の地面が剥むき出しになって──

「おおー、すげーすげー。壮観だなこりゃ！」

　笑いながら拍手をしてから、ルビーは小首を傾かしげる。

「……で？　お目当てのものは見つかったか？」

　俺とフィルは、無言だった。

　なぜなら、ありえなかったからだ。

　剥き出しになった地面──

　──そこには、穴なんて、一個もなかったのだ。

　狐きつねに摘つままれたようだった。

【一ひと重えの贋がん界かい】によって覆おおい隠されていた──そう解釈したからこそ、昼間にできたばかりのクレーターが消え去っている事実に、納得することができた。それがどうだ……？　【贋界】を取り去ったはずの場所には、やはりクレーターなどどこにもない。

　それに、浮遊させた石畳も妙だ。

　欠けがない。

　一枚残らず、すべてが揃そろってしまっている──昼間、エルヴィスによって一部が砕かれたはずなのに！

「え？　え？　じーくん、どゆこと？　【一重の贋界】って、ただの『えいぞう』なんだよね？　中の物、外に出しちゃえるの？」

「そんなわけがない……。そんな万能の精霊術あってたまるか。それだと極端な話、人間を映せば人間を無から創造できることになる……」

　ルビーはニヤニヤ笑うだけで、何も言ってこない。

【一ひと重えの贋がん界かい】が映し出した偽物の石畳が、そのまま宙に浮いているわけじゃない。映像が実体を持って外に出るわけがないし、そもそも俺の精霊術の対象外のはずだ。

　俺は浮かせた石畳を元に戻す。パズルのように、すべてがピッタリと嵌はまる。

　なかった。

　クレーターなど、最初からなかった。……現実は、そう主張している。

「……ルビー、もう一度訊きくぞ。エルヴィスが作った穴は、お前が隠したんだな？」

「そうだぜ？」

「それは、このアリーナの中にあるんだな？」

「もちろん。じゃねーと、あんたに報酬を渡せねーだろ？」

「本当か？」

「嘘うそは言わねーよ。それだけは誓うぜ」

　ルビーは、まるでゲームでもしているかのようだ。エルヴィスの情報を商品とした、いわば宝探しゲームか。

　そのルビーが言う。

　クレーターは、自分が隠した。それは、このアリーナの中にある。

　彼女をゲームマスターとして信用するのなら、……クレーターは、実在するのだ。俺たちの目に見えないだけで……。

「……何が目的だ？　そんなに挑発して、俺たちが本当に見つけ出したらどうする？　お前の手札がなくなるんだぞ」

「そのときは、そうだなあ──身体からだでも捧ささげるとすっか？」

「は？」「むっ！」

　俺が呆あつ気けに取られ、フィルが警戒を見せると、ルビーはにししと意地悪く笑った。

「もちろんエロい意味じゃないぜー？　誰よりも早く、誰もが欲しがる情報を独占してみせた、このあたしの能力を貸してやるって意味さ。これなら、あんたらが取引を反ほ故ごにしたとしても、あたしも協力をやめるだけの話だしな」

　……こっちが本命か？

　エルヴィスの情報はただの撒まき餌え──俺たちと相互的な協力関係を結ぶことが、ルビーの本当の目的なのかもしれない。

「確かにお前の精霊術なら、諜ちよう報ほうもできるだろうけど……」

「そんなのダメダメー！　じーくんのコンビはわたしだもん！」

「はいはい、ちょっと黙っててくれな」

「むーっ!!」

　何かしらの逆げき鱗りんに触れたらしいフィルの口を塞ぎながら、俺はさらに考える。

　俺たちと協力関係を結ぶことで、ルビーに何のメリットがある？　フィルを経由して諜ちよう報ほう科の情報網を手に入れることか。いや、それはフィルの匙さじ加か減げんだからな。この食えない少女が、そんな他人任せなことをするだろうか。

　……よく考えろ。ルビーはおそらく、俺たち以外にも似たような話を持ちかけている。先に来ていたはずの三人の姿が見えないのがその証拠だ──つまり、ルビーは俺たち専属のスパイになろうとしているわけじゃない。不特定多数の生徒の懐に入り込もうとしている……？　いわば多重スパイだ。としたら、どうなる。学内におけるルビーの立場は──

　そもそも。

　どうして普通に、諜報科の誰かと組もうとしないんだ？

　というか。

　──どうして、ここまで諜報向きの力を持っていながら、戦闘科に入学したんだ？

「…………そうか」

　俺の中で、一つの解釈が形を持った。

「ルビー──お前、一人でやりたいのか？」

　問いを投げると、ルビーの眉がぴくりと動いた。

「おいおい。いきなり何の話だよ？」

「お前の気持ちを考えたんだよ。なんで諜報科の誰かとコンビを組まずに、多重スパイなんかやろうとしているのか──コンビを組まない利点を考えたら、一つしか思いつかない」

「へえ。コーガクのために教えてもらおーか？」

「コンビに裏切られる心配がない」

　ルビーは笑ったまま沈黙した。

　俺にはたまたま、フィルがいた。だが、ほとんどの生徒は、この学院で初めて出会った、見ず知らずの誰かとコンビを組むことになるのだ。

　もちろん、成績はコンビで一いち蓮れん托たく生しようになるわけだから、裏切りにメリットはあまりない。

　だが、可能性は捨てきれない。買収に脅迫、人間を心変わりさせる方法なんかいくらでもある。それを嫌って、戦闘も諜報もどっちも一人でやりたい、と考えるのは、決して不思議なことじゃない……。

「お前の本当の目的は、諜報科でもない自分の存在を、学内の情報網の中で大きくすることだな？　俺たちの力を借りたいというのは、そのための建前でしかない」

　だから、要求のほうは別に反ほ故ごにされても構わなかったのだ。

　便利に使われるだけだったとしても、その『使われる』ということが、それによる信用が、何よりもルビーが欲していたもの。

　この級位戦をたった一人で戦い抜くための最低条件なのだから。

「……やるじゃん」

　大きなベレー帽の中に手を突っ込んで、かりかりと頭を掻かきながら、ルビーは言う。

「そこまで見抜いたのはあんたが初めてだぜ。素直に感心した」

「茨いばらの道だと思うぞ。戦闘科で試合に追われながら多重スパイなんて」

「別に、今まで通りさ」

　小さく肩を竦すくめて、ルビーはシニカルに唇を歪ゆがめた。

「あの薄汚ねースラム街で、あたしは一人で生きてきた。だから、ここでも同じようにする。それだけの話なんだよ、お坊ちゃん」

「……そうか」

　だったら、俺がどうこう言えることじゃない。

「その話を聞いて、はっきりした」

「何が？」

「エルヴィスが作った穴の在処ありかだよ」

「……んだと？」

　俺はルビーを指差した。

　いや──正確には、ルビーが羽織っている濃紺の外がい套とうを。

「その外套、夜闇に紛れるためのものだよな」

「おう。あんたらも使ってんじゃん」

「お前が一人でやるつもりだっていうなら、そんなもの必要ない。何せ透明になれるんだからな」

　ルビーは静かに口角を上げた。

「それで？」

「【一ひと重えの贋がん界かい】による透明化の欠点は、仲間にも見えなくなることだ。事によると声も通らない。味方との情報共有が不可能になる──それを嫌った場合だけ、お前はその外套を使うはずだ。だが、今の話を聞いた限り、お前は誰かと行動するつもりがない。今現在も、他に味方は一人もいない」

　すなわち、と俺は続けた。

「その外套は、ただの偽装だ」

　ルビーが笑み続ける一方で、隣のフィルが首を傾かしげる。

「ぎそー？　って、どーゆーこと？」

「覚えてるよな、フィル。エルヴィスは対戦相手を初期位置から一歩も動かさなかった」

「うん。一瞬だったもんねー」

「つまりな、エルヴィスがあの謎攻撃をぶちかます場所は、事前に予想できたんだ」

　開始直後の速攻。振り分け試験の試合を見ていれば、誰でも予想がつく。エルヴィスがまた、初期位置にいる相手を押し潰すのではないかと。

「とすれば──簡単だろ。その場所にあらかじめ、【一ひと重えの贋がん界かい】を敷いておくのは」

「あっ！」

　フィルが口を開けて、ポンと両手を合わせた。

【一重の贋界】は、正確には偽物の世界を作る精霊術。ただの映像じゃない──中から物を取り出すことはできなくても、外からの影響を反映させることはできるはずだ。透明な【贋界】で物を透過させるのと、本質的には変わらない。

　ルビーは【一重の贋界】をあらかじめエルヴィスの対戦相手の初期位置に敷いておいた。そこに叩たたきつけられるエルヴィスの攻撃を、まるで魚拓のように写し取るために。そして、その裏側を濃紺に染め抜けば──

「その外がい套とうなんだろ。お前が隠した、エルヴィスが作った穴は」

　ルビーはずっと、身にまとっていたのだ。自分が握る切り札を。

　にやりと、ルビーは口角を上げた。

　そして、羽織った外套の端を掴つかみ──

「正解」

　──勢いよく脱ぎ捨てる。

　床に広げられたそれには、沈み込むように穿うがたれたクレーターがあった。

「お見それしたぜ──自力でこれを見抜いたのは、あんたが初めてだ」

「そりゃ考えもしないだろ。アリーナに精霊術で仕掛けをするのは重大な規則違反だぞ」

「仕掛け？　何の話だかなー」

　……ま、バレなきゃいいって話か。その手の裏技も、この学院は推奨してそうだし。

「それじゃ、これで俺たちに協力してくれるってことか？」

「そっちが許してくれるならな？　言っとくが、あたしは自分のことしか考えてねーぞ。裏切るかもしんねー」

「信じるさ。クラスメイトだろ？」

　と、俺はさっきのルビーを真ま似ねして、薄っぺらい台詞せりふを言ってみせた。

　ルビーはきょとんとした顔をして、

「……くは。くははははは。くはははははははははははは……っ!!」

　かと思うと、顔を覆おおって笑い出す。どうやらジョークを気に入ってもらえたらしい。

　くくっと笑いの残ざん滓しを噛かみ殺しながら、ルビーは金色の目で俺を見る。

「……あんた、やっぱおもしれーな。本当に貴族なのかよ」

「家では立派なお坊っちゃんだよ」

「はは！　……オーケー。取引成立だ！」

　ルビーはすっくと立ち上がり、俺に手を差し出した。

「これからよろしく頼むぜ、ジャック。それにフィル」

「いやです」

　……と、間髪入れずに返った声に、俺とルビーは数瞬遅れて振り返った。

　フィルがむっつりと唇を尖とがらせていた。

「「……は？」」

「いやでーす！　協力なんかしてあげませーん！」

　あああああ！　なんでここで駄だ々だこねるんだよー!!

「あの……フィルさん？」

「ふーんだ。わたし以外の子と組もうとするじーくんなんか知りませーん」

「どうすればいいんだよ……」

　せっかく話がまとまりそうだったのに……フィルはヘソ曲げると頑固なんだよなー……。

　困り果てていると、そっぽを向いていたフィルが、ちらっと横目で俺の顔を見る。

「どうしてもって言うなら、ひとつジョーケンがあるよ！」

「条件？」

「今ここでわたしとちゅーしてくれるなら、あの子にも協力してあげる！」

　……え？　今ここで？

　俺はすぐ近くにルビーがいるのを確認し、またフィルに目を戻す。

「今……ここで？」

「うん。ほら」

　フィルは瞼まぶたを閉じ、少し顎を上げて待ちの体勢に入った。

　マジ？

　……マジだこれ。

　俺は気まずい視線をルビーに送り、

「わ、悪い……ちょっと待ってて」

「お、おう」

　逡しゆん巡じゆんする。

　……これ、やらないと絶対機嫌損ねるよな……。うーん……。

　……いくら悩んでみても、結局、答えは一つしか見つからない。

　俺に逃げ道など最初からないのだ。

　背中に手を回すと、フィルは自分から身を寄せてきた。ねだるように俺の服を掴つかみ、唇を近付けながら、軽く顔を傾ける。……慣れたもんだよな。まだ九歳なのに。まあ、その、俺のせいなんだけどさあ……。

　俺は目を瞑つぶると、唇を軽く触れさせた。柔らかな感触と、いつものフィルの味がした。
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「おおー……！」

　感心したようなルビーの声が聞こえる。あーくそもうめっちゃくちゃ恥ずかしい!!

　……夜でよかった。もし夜じゃなかったら、真っ赤になった顔までルビーに見られてたところだった。

「ふふふー♪」

　フィルが嬉うれしそうに笑ったかと思うと、俺の腕に抱きついて、ルビーに向かってドヤ顔を決める。

　ルビーは呆あきれたように苦笑した。

「あー、はいはい。わかったって。愛いとしのじーくんには手ぇ出さねーから。それでいーだろ？」

「わかればよろしい！」

　フィルは一転、上機嫌になった。

「んじゃ、クラスメイトの濃厚なラブシーンを見終わったところで」

「お前、他の奴やつに言い触らしたりすんなよ、マジで……」

「わーかってるって。……こんなおいしいネタ、簡単に手放すわけねーだろ？」

　うああああ！　ヤンキーに強ゆ請すられるうううううううう！

「ま、その前にだ。さっさと済ましちまおーぜ。今夜のメインイベントをさ」







「ほら、好きに調べろよ。ま、先に来た他の連中は特に収穫はなかったみたいだけどな」

　ルビーが床に敷いた【一ひと重えの贋がん界かい】──エルヴィスが穿うがったクレーターのそばで言う。

　俺とフィルはそれを覗のぞき込んで、ほおー、と感心した声を上げた。

「不思議だな……。さっきまでただの外がい套とうだったのに」

「わー！　手が入るよじーくん！」

　フィルはクレーターに手を突っ込んではしゃぐ。

　床に敷かれる瞬間を見ていなければ、最初からここにあったものとしか思えない。偽物の世界──『贋界』とはよく言ったものだ。

「『贋がん界かい膜まく』っつうらしいんだけどな。ま、詳しいことは言えねーけど」

「わかってるさ。俺たちも精霊術の情報は簡単には漏らさない」

　俺とフィルは改めて、丸く沈み込んだ床を見下ろした。

「……変なヘコみ方だとは思ってたが、近くで見ると明らかだな」

「真ん中から端まで深さが一緒だねー。なんか重い物をずーっと置いといた跡みたい」

　ああ、その表現はしっくり来る。遠目で見ていたときはでかいハンマーでブッ叩たたいたようだと思っていたが、こうして見ると、畳の上に箪たん笥すなどを置いた跡に近い。

「重い物ねー……そんなもんどこにもなかったけどなあ」

　ルビーが辺りを見渡しながら言う。

　確かに、エルヴィスの試合を見ていた誰もが、そんな物は見ていない。

　だが……あったのだ。

　ここに痕跡が残っている以上、エルヴィスが攻撃するその瞬間、その激烈に重い何かは、確かに存在した……。

　俺は立ち上がり、夜空を見上げた。

　星々が全面に亘わたって、ちかちかと瞬いていた。

「……空気だ」

「ん？」

　俺はフィルを見る。

「フィル。お前、山の上まで行ったことあるだろ？」

「え？　えーっと……」

「あのときだよ。お前にせがまれてさ、俺の精霊術で山を越える高さまで飛んだだろ？」

「……あ！　ああ、うんうん！」

「そのとき、耳がどうなったか覚えてるか？」

「覚えてるよー。なんかキーンってなった」

「それなんだよ。周りの気圧が変わると、そうなるんだ」

「……いきなり何の話だよ？」

　ルビーが怪け訝げんそうな顔になる。

「ルビー。今日の試合で、対戦相手がエルヴィスの攻撃に一瞬耐えたのは見たか？」

「見たぜ。すげーなーって思った」

「そのとき、手で耳を押さえてたのに気付かなかったか？」

「そういえば……そうだな。それがさっきの、キアツ？　だかと関係があるってことか？」

「気圧っていうのは、まあ、空気の重さだ。空気には重さなんかないように思えるけど、実はほんの少しあって、たくさんあるとそこそこの重さになる。こうしてる今も俺たちは、頭の上にある空気の重さを全部背負ってるんだ。そしてそれは当然ながら、空へ近付けば近付くほど軽くなる。背負う空気が少なくなっていくからな」

　俺は空を指差した。

「俺たちの身体からだは基本的に、こうして地上にいるときに快適でいられるように調整されている。だから高い山に登ったりして、気圧の低い場所に行くと、身体が反応を示す。わかりやすいのが耳だ。耳の中には膜があって、その内側と外側で力が押し合ってる。外側から空気──気圧が押してくるから、内側からも同じ力で押し返さないと、膜が破れてしまうんだ」

「んん？　ってことは……その、外側から押してくる気圧ってやつが弱くなったら、内側から押す力のほうが強くなっちまうな？」

　こいつ、物覚えめちゃくちゃいいな。地頭がいいんだ。

「そうだ。外側からの力と内側からの力のバランスが崩れた結果、耳がキーンってなる」

「へえ～。そうだったんだ～」

　フィルが呑のん気きな声で言った。

　こいつはわかってるんだかわかってないんだか相変わらずわからん。

「それが、エルヴィスにやられた奴やつにも起こってたって言いてーのか？」

「そうだ。さっきの例とは逆だけどな」

「つまり……気圧が弱くなったんじゃなくて──強くなった？」

　俺は肯うなずく。

「たぶんそれが、エルヴィスの攻撃の正体──あいつの精霊術は、好きな場所の大気圧を、異常に重くできるんだ」

　タネが明かされてみれば、そこまで異常な現象じゃない。だが……。

「はあん。なるほど。気圧ねえ……。それを重くできるってことは、空気を操る精霊術だってことか？」

「いや……それだけとは思えないんだよな……」

　空気を操れる精霊術なら【天てん学がくの羽う針しん】と変わらない。『王になる力』とまで言われる【争そう乱らんの王おう権けん】が、その程度の術だとは思えないんだが……。

「……あ、じーくん。警備員さん起きちゃったかも」

「そうか。潮時だな……」

「なーんだ。結局わからず仕じ舞まいかよ」

　つまんねー、と言いながら、ルビーは床に敷いた『贋がん界かい膜まく』を回収した。

「いや、別のアプローチを試そう」

「ん？」

「ルビー。お前、他に来た２級や諜ちよう報ほう科にも、俺と同じような取引をしてパイプを作ったんだろ？」

「そうだけど。……なんか仕掛けるか？」

　ルビーが悪い顔をしたので、俺も同じ感じで笑った。

「ああ、早速仕事だ。他の２級に、うまくこう伝えてくれ」

　そして俺は、その内容を告げる。

「……なるほどね」

「頼まれてくれるか？」

「おう、任せとけ。……あたしってさ、大好きなんだよね。人をそそのかすのとか」






王の眼め









『さあやって参りました！　２級リーグ戦第二回戦！　実況はわたくし、第三十七期支援科Ｂクラスのエミリー・オハラがお送り致します！』

　あれから四日後──再びエルヴィスの試合の日が来た。

　闘術場は以前にも増して超満員。噂うわさの『天才王子』の試合を一目見ようと、大勢の観客が詰めかけていた。

　その多くは、ただの興味本位、物見遊山だろう。級位リーグ戦は学院の重要な教育システムであると同時に、生徒たちの娯楽でもある。だから派手派手な実況がいちいちついているのだ。

　しかし、そうではない者もいる。

　エルヴィスの攻略法を探る者たち。

　同じ２級生だけに限らず、１級の生徒も、エルヴィスには注目していた。近い未来、同じリーグで戦うことになると、誰もが確信しているからだろう……。

　俺とフィル、ルビーもまた、エルヴィスの情報を求めて足を運んだ人間だ。

　そのための布石は、すでに打ってある──

『ウィンザー２級が今、アリーナに姿を現しました！　おっと、観客から大歓声！　王子という身分に加えて文句なしの美少年、さらには圧倒的な強さ！　この人気も肯うなずけようというものです！　入学二戦目となるウィンザー２級、再び白星で飾ることができるか!?』

　今日は、そう簡単にはいかないはずだ。

　あれから四日、誰もが研究を積み重ねてきている。

　何より──

『さあ、間もなく試合開始です！　ウィンザー２級は級位振り分け試験、そして先日の一回戦と、続けて試合開始直後に勝利しています！　一瞬たりとも目が離せませーんっ!!』

　言われるまでもなく、俺はアリーナで向かい合うエルヴィスとその対戦相手に注目した。

　一拍、静寂が闘術場に漂う。

　それから、観客の心の準備が整うのを見計らったかのように、

『試合っ──開始です!!』

　実況が宣言したその瞬間、エルヴィスの背後が陽炎かげろうめいて揺らめいた。

　現れるのは、中性的な人間の姿をした精霊。

〈傍観する騒乱のパイモン〉。

　いつものパターン。いつもの戦法。この直後、アリーナの床が円形に沈み込み、対戦相手が押し潰される──その光景を、誰もが予期したことだろう。

　だが。

『あーっと！　速攻だーっ!!』

　エルヴィスの対戦相手は、そうなる前に間合いを詰めていった。

　二度も同じ技を見せられて、対策の一つも立てられないほど俺たちは馬鹿じゃない。

　俺はルビーを通じ、他の２級生にこんな噂うわさを流していた。

　──エルヴィスの精霊術は範囲を絞れない。

　──だから、距離を詰めれば自爆を恐れて使えなくなる。

　要はアゼレアがやられた対策と同じ。

　実際、あの重圧攻撃は、原理的に、自分だけを対象から外すなんて器用なことはできないはずだ。これでエルヴィスは、別の手を打たざるを得なくなる。

　……さて、どう出る……？

　対戦相手の男は、両手に一本ずつ短剣を携えている。完全に接近戦に特化した形だ。

　エルヴィスとは年齢にも差がある。体格による有利不利は、如い何かに天才王子と言えど無視することはできないはず……！

　右手の短剣が振りかぶられ──空を裂く。

　左手の短剣が素早く閃ひらめいて──空を裂く。

「え？」「あれー？」

　俺が目を瞠みはり、フィルが首を傾かしげ、会場がざわめき始めた。

　空を裂く。

　空を裂く。

　空気を、大気を、虚空を、空白を、無を斬り裂く。

　目にも留とまらぬ速さで繰り出される白刃が──しかし。それでも。……届かない。

　一度として、エルヴィスの肌には、届かない。

『避よける、避ける、避けるッ、避ける避ける避ける避けるううう──────っっ!!　ウィンザー２級、短剣の猛攻を避けて避けて避けまくるッ!!　なんてことだっ！　果たしてこんなことが人間に可能なのかあっ!!　私は今ッ、自分の目を疑っておりますっ!!』

　実況の言葉は大おお袈げ裟さじゃない。

　アリーナで繰り広げられているのは、まるでダンスだった。

　もちろん、対戦相手は必死だ。一発でも攻撃を当てようと、スピードを上げ、フェイントを入れ、ほんの少しでも裏をかくべく工夫を凝らし──

　それでも、そのすべてが、エルヴィスの肌には紙一重、届かないのだ。

　短剣が迫り来る頻度は、果たして一秒に何度か。

　そのすべての軌道を把握して、最適な動きで避け続けるなんてこと、本当に可能なのか。

　そう疑うからこそ、思う──

　まるでダンスだ、と。

　最初から決められたステップを踏んでいるようだ、と。

　対戦相手は、エルヴィスがあらかじめ決めた振り付けを、なぞらされているだけに過ぎないのではないか、と──

「……んだよ、あれ……。意味わかんねー……」

　ルビーが半笑いで、しかし声を震わせて呟つぶやいた。

　そう言いたくなる気持ちも、わかる。

　これを見てしまうと、もはや、エルヴィスが攻撃を受けて崩れ落ちる光景など、想像すらできない……。

　だから俺は、視線をアリーナから逸そらした。

　恐るべき光景をいったん脇に置き、意識をリセットしたかったのだ。

　──だから。

　それを目撃したのは、完全な偶然だった。

「……な……」

　絶句。

　そう。言葉など出ない。

　エルヴィスの回避力だけでも、異常。なのに、そこにあったのは、それよりもさらに、遥はるかに──理解を超えた光景だったのだから。




　眼め、だった。




　巨大な眼が、空を覆おおい尽くすように浮かんで、こちらを見下ろしていた。

　整合性のないむちゃくちゃな、風邪のときの悪夢みたいな光景だった。

　なんだ……あれ。

　空が、目を開いた。いや、いや、その程度じゃない。あれはまるで、世界そのものを覗のぞき込んでいるかのような。そう、それはまるで──

　見えているのは俺だけじゃなかった。

　他の観客も徐々に上空の『眼』に気付き、悲鳴を上げたり、指をさしたりし始める。

「うげっ！　なにあれ、こわっ！」

「ふわー……」

　ルビーとフィルも、空を見上げて呆ぼう然ぜんとする。

　天下をあまねく見下ろす、一個の『眼』。

　その圧倒的な威圧感に、息が詰まった。

『見られる』というのは、こんなにも威圧的なものだったのか。

　あたかも、存在ごと支配されるような。

　ならば、すべてを見ているあの『眼』は、ただそれだけで世界を支配していることになる──そう、まるで王のように。

　そこまで発想が至った瞬間、俺はハッとして地上に視線を戻した。

　依然、アリーナでは、エルヴィスが短剣の連撃を避よけ続けている。

　俺はエルヴィスの姿を、今一度、目を凝らしてよく観察した。

　ああ……やっぱり。

　エルヴィスの奴やつ──目を閉じてやがる！

　当然、視覚を放棄して避け続けられるような攻撃じゃない。

　視覚を捨てて有り余るほどの感覚能力を、あいつは備えているんだ。

　それが、おそらくはあの天空の『眼』。

　振り分け試験でも、一回戦でも、エルヴィスは試合開始直後に精霊の化身アバターを出した。あれは、自分の力を、存在を誇示するためだと思っていたが……それだけじゃなかったんだ。

　あの『眼』から、俺たちの注意を逸そらすためだったんだ。

　エルヴィスは振り分け試験の時点から、級位戦が情報戦の様相を呈することを見抜いていた。だから、自分が〈傍観する騒乱のパイモン〉のルーストだというインパクトのある情報を囮おとりにして、もっと重要なものから目を逸らさせたのだ。

　おそらくは、あの『眼め』こそが、エルヴィスの精霊術【争そう乱らんの王おう権けん】の核。

　エルヴィスに勝利しようと思うなら、あの『眼』をどうにかする方法を考えなければならない──

　エルヴィスが短剣を避よけ続け、観客が空を見て唖あ然ぜんとしている間に、試合の制限時間が迫ってきた。

『残り一〇秒！　このまま終わってしまうのか────っ!?』

　刃やいばはエルヴィスの制服にすら触れられないまま、一秒、二秒と時が過ぎていき──

　残り一秒になった瞬間。

　エルヴィスが一転して相手の懐に踏み込み、鳩尾みぞおちに掌底を叩たたき込んだ。

『タイムアーップ!!　時間切れにつき、残り霊力の判定に入ります！　多いほうが勝者となりますが、しかし、これは────!?』

　誰もがわかっていた……どちらの勝利になるかなど。

『ウィンザー２級です！　ウィンザー２級の判定勝ち!!　ラストの掌底が決め手となりました！　しかしそれ以上に驚きなのは、ウィンザー２級、なんと制限時間いっぱい、相手に指一本触れさせませんでした!!　天才王子は攻撃だけでなく防御も完璧だったあああああっ!!』

　エルヴィスの背後の精霊が消え、同時に上空の『眼』も消える。

　強さを見せつけるかのような勝利だった。

　自分に隙など一分もないと、誰もに知らしめるような。

　しかし──俺にはむしろ、希望が湧いていた。

　エルヴィスは自分の精霊術を隠すための小細工をしていた。それはすなわち、エルヴィス自身が自分の精霊術を完璧とは思っていない証拠なのだ。

　俺は金髪の天才王子を観客席から見下ろす。

　……絶対に、攻略してやるぞ、エルヴィス。お前のその強さをな──

　そのとき、エルヴィスが不意にこちらを向き、視線がかち合った。

『おっと、ウィンザー２級！　すぐにはアリーナを立ち去らず……おっ!?　おーっ！　おおおおおおっ!!』

　エルヴィスは俺と視線をぶつけ合った瞬間、まっすぐこちらに、人差し指を突きつけた。

『ウィンザー２級が、何かを指差しています！　指の先にあるのは──あーっと！　ジャック・リーバー２級です！　ウィンザー２級と同じく、数年ぶりに２級入学を果たしたもう一人のスーパールーキー!!　同じ級位で戦うライバルでもある同級生を、今、このタイミングで指し示す理由は一つしか考えられませんっ────!!』

　──ぼくときみ、一体どっちのほうが強いのかな？

　俺はかすかに笑う。

　エルヴィスも、笑っているように見えた。

「じーくん？」

　俺はエルヴィスに背中を向けて、観客席の出口に向かう。

「先に行ってる。──そろそろ、俺も試合なんだ」







『圧・倒・的!!　つい先ほどウィンザー２級の宣戦布告を受けたリーバー２級！　圧倒的な強さを見せつけ、第二回戦を制しました!!　そして、そして────っ!?』

　試合を片付けたあと、俺は腰に下げた『あかつきの剣』を抜いた。

　銀色に塗装してあるから、ヒヒイロカネ特有の朝焼け色の輝きは隠されている。

　だが今は、これで充分だ。

『あーっと！　今までついぞ抜くことのなかった剣をついに抜き！　観客席のウィンザー２級へと差し向けましたっ!!　これはまさしく「本気で倒してやる」という宣言!!　リーバー２級、ウィンザー２級の宣戦布告を真っ向から受けましたあああ────っ!!』

　こうして、今期の精霊術学院２級リーグは、例年とは異なる様相を呈し始める。

　俺──ジャック・リーバーと、エルヴィス＝クンツ・ウィンザーの大型ルーキー対決に、学内学外を問わず、多くの注目が集まることとなったのだ。






全力の価値









　精霊術学院には王国でも一番の図書館があり、生徒ならば自由に使うことができる。

　まだ転生したばかりの頃、俺は屋敷の書庫を見て、この世界では本が貴重品なのだと考えた。その推察は間違ってはいない。現状、印刷機械はセンリ共和国の独占技術で、ラエス王国では未いまだにほぼすべての本が人力で記されている。だから当然、現代の地球のように文庫一冊七〇〇円というわけにはいかない。

　だが、文化と精霊術の国であるラエス王国は、それを人海戦術で克服した。国費を投じて大量の写字生を育成し、学術的に重要な写本を量産しているのだ。おかげで学院の図書館には王国史から地方の伝承に至るまで、様々な資料が微に入り細を穿うがち所蔵されている。

　とはいえ、すべての資料を無制限に閲覧できるわけではないんだが──

「──まったく。どうして私が……」

　ぶつくさと呟つぶやきながら、アゼレアが埃ほこりっぽい階段を降りていく。

「空気というものが読めないのかしら？　この前のあのナイーヴなやり取りを忘れてしまったのかしら？　この無神経男は……」

「仕方がないだろ。この地下書庫は特定の貴族しか入れないんだ」

　俺はランタンを持って闇を照らしながら、先を行くアゼレアの赤髪を見下ろした。

「アゼレアがいて助かったよ、本当に。ウチは権限がなくてさあ」

「言っておくけれど、この書庫の閲覧権限は私が自分の勉強のために頂いたものなのよ！　あなたは勝手についてくるだけ！　調べ物には協力しないからね！」

「わかったわかった」

　って言いながら、ついていくのは許してくれるんだよな。根がお人ひと好よしというか。

　エルヴィスの精霊術については、徐々にだが詳細が明らかになりつつある。

　まず、大気を操り、固体ほどの重さ・硬さを与える力があること。

　そして、対戦相手の動きを精密に見通す力があること。

　今のところ、まったく別の能力を複数操っているようにしか見えないが、精霊術である以上はそのすべてを一つの理屈で実現しているはずだ。その理屈──【争そう乱らんの王おう権けん】の根本的ルールの正体を求めて、俺は地下書庫の古い資料に当たることにしたのだった。

　ちなみにフィルとルビーには別の２級生の対策で動いてもらっていた。俺の初見殺しも賞味期限が切れつつある。エルヴィスにばかりかかずらってはいられなくなってきた。

「『眼め』のほうを隠していたことを考えると、どっちかといえば知覚系の力っぽいんだけどなあ。それでどうやってあの重圧攻撃を実現するのか……」

「後ろでぶつぶつうるさいわね！　そんなこと訊きいてないんだけれど！」

「お前は気にならないのか？　エルヴィスの精霊術」

　アゼレアは苦み走った顔をして、

「……人のことをあれこれ探るのは、性に合わないわ」

「別にどういうスタンスで戦おうと勝手だが、他の生徒はお前の拘こだわりには付き合ってくれないぞ」

「わかってるわよ!!」

　強く怒鳴って、アゼレアはずんずんと早足で階段を降りていった。俺はその背中を見下ろしながら、心の中で嘆息する。

　ルビーはこの学院の流儀にいち早く対応した。それはおそらく、元から身についていた処世術だろう。変化する環境に適応することで、スラムという厳しい世界を生き抜いてきたのだ。

　だが、それができるのは少数派。……多いのは、今のアゼレアのような奴やつのほうだ。

　友達として出会い、同じ教室で机を並べる相手との、腹の探り合い。こそこそと根回しをし、交渉と取引で他人の秘密をかき集める毎日。

　そんな環境にすぐ適応できるほうがおかしいのだ。アゼレアのように優しい子なら、尚なお更さらに。……フィルくらい天然だと、逆にするっと馴な染じめるみたいだけどな。

　暗い階段を降りて、古びた木の扉を抜ける。すると、もうそこは本の巣だった。

　古い紙の匂いが立ち込め、天井からぶら下がったランタンがぼんやりと本棚を照らしている。ぎっしりと詰まった本は、革でしっかり装丁されているものもあれば、紐ひもで綴とじただけのものもある。その他、羊皮紙の束に巻物スクロールも見受けられた。確か石板や粘土板の類もあるはずだが、それはもっと下の階の書庫だったか。

　アゼレアはすでに本棚のそばにいて、手元のメモを頼りに資料を探し始めていた。

　俺は持ってきたランタンをテーブルに置いて、その背中に声をかける。

「何を探してるんだ？」

「教えるわけないでしょう」

　すっかり刺とげ々とげしくなってしまった。まあ、情報を他人に渡さないのは当たり前だが。

　さて、どこから手を付けるかな……。そう気軽に何度も足を運べる場所じゃない。効率的に調べるため、ある程度当たりは付けてきたんだが、それでも雲を掴つかむような話だ。

　やっぱり、まずは戦史から当たるか。【争そう乱らんの王おう権けん】の術者が出陣したときの記録が残っているはず……。

「んっ……！」

　と、そのとき、アゼレアがぐうーっと背を伸ばして、上段の本を取ろうとした。

　大人びていても、まだ子供。確か歳としは俺と同じ九歳だ。本棚の上のほうには全然手が届かない。俺は見かねて、

「取ってやろうか？」

「いらないわ！　というか、背は大して変わらないでしょう！」

「忘れたのかよ。俺は飛べる」

　そう、俺には【巣す立だちの透とう翼よく】がある。こういうときは本当に便利な力だ。

　アゼレアは肩越しに振り返り、俺を恨みがましげな目で見やった。

「……そうだったわね。でも結構よ」

「気が変わったらいつでも呼んでくれ。書庫に入れてくれた礼に、そのくらいの雑用は喜んでするよ」

「結・構・よ!!」

　強く言って、また「んんっ……！」と手を伸ばす。強情だな。

　まあ本人がそう言うんじゃ仕方ない。俺は自分の資料を──

「──あっ……!?」

　声に振り向いたそのときには、すでに本棚がぐらりと揺れていた。

　瞬時に察する。アゼレアが無理に高いところに手をかけた結果、本棚のバランスが崩れてしまったのだと。

　アゼレアの背丈の二倍ほども高さのある本棚が、ぎっしりと詰まった本ごと、彼女に向かって倒れてくる──

　危ない、と言う間もなかった。

　その前に、身体からだに叩たたき込まれた危機回避能力が、俺を瞬発的に動かしていた。

「……大丈夫か？」

「え……？」

　アゼレアが、ぎゅっと閉じていた瞼まぶたを開ける。

　彼女の大きな青い瞳が零こぼれんばかりに見開かれ、眼前の光景を捉えた。

　すなわち、倒れかかった本棚と、そこから溢あふれた無数の本とが、すべて、その場で泡のように、ふわふわと浮遊している光景を。

「ビビらせるなよ……。あと一瞬遅かったら危なかったぞ」

「ご、……ごめん、なさい……」

　俺の腕の中で身を縮めていたアゼレアは、俺の顔を間近に見ると、さっと頬ほおを赤らめる。

「ちっ、近いい～っ……！」

「あ、おいっ！　まだ……！」

　アゼレアが許可もなく離れようとしたので、俺は慌てた。

　なぜかって──

「──え？　わっ、ちょっ、何ーっ!?」

　アゼレアがその場でくるりと縦に回り、悲鳴を上げる。

　彼女の身体を咄とつ嗟さに支えるために、【巣す立だちの透とう翼よく】をかけてあったのだ。

　アゼレアは初めての無重力に大慌てして、ばたばたと手足を暴れさせる。

「おいこら、暴れるな！　落ち着け！」

「あっ？　うあっ!?」

　その場でくるくると回り始め、ますますパニックになるアゼレア。ああもう、言わんこっちゃない！

　とにかく大人しくさせなければ下ろしようがない。俺はがむしゃらに手を伸ばし、アゼレアの腰を掴つかんでその回転を止めた。

　だが──タイミングが悪かった。

　俺の目の前で、アゼレアのスカートが揺れていた。

　そして、俺の息のせいか、空気の流れか……その裾が、ふわりとめくれて。

　裾から覗のぞいた白い太ふと腿ももに……真紅の紐ひもが垂れているのが、見えた。

　…………紐パン？

　…………その歳としで？

「あっ……!?　やだっ！」

　クロッチがちらりと見えた瞬間、アゼレアの手が慌ててスカートを押さえる。……そして、彼女はそのまま、顔を真っ赤にしてフリーズしてしまった。

　……初めて会ったときも下着は見ちゃったけど、まさか間近で見ると、あんな……。

　いくら文化の国って言っても、九歳でその紐ひもは、あまりにも文化すぎない……？

　気まずい沈黙が漂う中、俺はとりあえず、アゼレアの身体からだをくるりと縦に回して、彼女を床に着地させた。

　アゼレアはスカートの裾をぎゅっと握りながら、赤らめた顔で、俺のことを上目遣いに窺うかがってくる。

「み、……見たわね……？」

　俺は答えに窮した。窮するあまり、またしても余計なことを言った。

「……貴族では、そういうのが流は行やってんの？」

「ちがっ……！」

　アゼレアは反射的に顔を上げ、口をぱくぱくして、けれど結局目を逸そらし、

「……これは、ただ……私が、スースーするのが好きで……」

　もじもじと内股になりながら、股間とお尻を手で押さえて、言う。

　スースー……するやつなんだ。

　ただ紐が見えただけで……そこまでは、見えてなかったんだけど。

　……うん、落ち着け。俺は転生者。前世からの記憶を一応持ち越している人間。肉体通りの九歳児ではない。もし普通の九歳児だったら、あまりにも悩ましいアゼレアの言動に心を持っていかれていたかもしれないが、俺は実は大人なので我慢することができる。

　そもそも、俺にはフィルがいるし。

　アゼレアのことはエッチだと思っただけで、好きになったわけじゃないし。違うぞ。

「あー……とにかく悪かった。今度お礼はするから」

「お礼？」

「間違えた。お詫わび」

　しっかりしろ九歳児の脳のう味み噌そ！　あるいは父さんの遺伝子！　いやこれ父さんだわ！　前世の俺はこんなスケベじゃなかったもん！　父さんのせいだわー！

「それよりも、さっさとこれを片付けないと！　教師に見つかったらマズいぞ！」

　浮かしっぱなしの本と本棚を指差して言うと、アゼレアはまだ少し赤い顔で、

「そ、そうね……。早く後始末、しないと。誰かに見られないうちに……」

　しどけなく乱れた髪を軽く梳き、依然として内股のまま言う。

　……何だか妙な背徳感が湧いてくるけど、実際のところピンチなのだ。本は全部浮かせたから、汚れたり壊れたりはしていないと思うが、果たして元の順番通りに戻せるか──

「えっ？」

　そのとき、アゼレアが目を見張った。

「どうした？」

「そこ……本棚があった場所の、壁……」

　壁？

　俺は本棚が置いてあった場所を振り返り──瞬間、「え？」と声を漏らす。

　驚いた。アゼレアのパンツよりも驚いた。

「本棚の後ろに……扉が？」

　そう。隠してあったのだ。倒れた本棚の後ろに、古ぼけた木の扉が。

「……そういえば、聞いたことがあるわ……」

　アゼレアが口の周りを触りながら呟つぶやく。

「学院の図書館のどこかに、王家の検閲を逃れるための秘密の書庫があるって……」

「まさか、これが？」

　いかにもではある。

　本棚の後ろに隠し扉なんてのはベタ中のベタだ。誰でも考えそうではあるが──この地下書庫は狭い。本棚を移動させる余地なんてないくらいギチギチだ。それこそこうやって、精霊術で空中に浮かしでもしない限り、見つけ出すのは困難だろう。

「……王家の検閲を逃れるための、か……」

　俺は隠し扉を見据えながら、考える。

「……確か、【争そう乱らんの王おう権けん】は、王家にだけ発現する力、だったよな」

「ちょっと！　まさか入る気!?　怒られるわよ！」

「秘密の書庫なんだろ？　だったら入るのに権限が必要ってことはないさ」

　仮に、もし、憶測ではあるが──【争乱の王権】についてろくな情報が出てこないのは、王家が隠蔽していたからだとしたら？

　調べてみる価値はある。

「アゼレアはここにいろよ。大丈夫。お前が本棚を倒したのは黙っておいてやるから」

「しれっと口止めしたわね……！　この腹黒男！」

　それからアゼレアは、数秒、逡しゆん巡じゆんする様子を見せて、

「……私も行くわ。あなたがおかしなことをしないか見ておかないと」

「心配性だな」

「当たり前でしょ！　何かあったら、あなた退学になるかもしれないじゃない！」

　俺を書庫に入れた責任を取らされる心配はしないんだな。

　本当に……優しい奴やつだ。

「じゃあ一緒に行こう。きちんと監督してくれよ、アゼレア」

「仕方ないわね」

　意地っ張りな少女と共に、俺は本棚の後ろにあった扉を押す。

　鍵はかかっていなかった。キイ、と軋きしみを上げながら奥に開き、あっさり室内の様子を露あらわにする。

　さらに一回り狭い書庫だった。

　本棚がひとつだけ、奥の壁際に置かれている。本の数はせいぜい五〇冊程度か。最下段には木の箱がいくつも収まっている。とりわけ傷みやすい本なのか、あるいは粘土板や石板を保存してあるのか。

　アゼレアは本棚の前に立ち、革の背表紙を見上げる。

「見たことのない資料ばかり……」

「戦史や精霊術の研究書が多いみたいだな」

　これが国からの検閲を逃れた資料……。国に不都合な闇の知識ってやつか。

　俺は何気なく一冊抜き取り、開いてみる。

「『【夢む幻げんの旅たび人びと】による夢想現実時空間の構築、及び思考速度の無限加速がもたらす可能性とその副作用について』──」

「え？　それって指輪教に禁止された研究じゃ……」

「そうなのか？」

「知らないの？　『夢幻賢者』が用いたって言われる、夢の世界を使った思考法よ。真ま似ねすると危険だからって禁止研究に指定されたはず……」

　夢の世界を使った思考法？　確かに、何だかヤバそうな技術だな……。

　アゼレアは次々と本を抜き取り、中を検あらためていった。

「こっちは〈アガレス〉……これは〈サミジーナ〉……うわっ、これは〈ビフロンス〉の研究!?　信じられないわ。どれも伝説級の精霊に関する研究書ばかり……」

「〈ビフロンス〉って『正体不明』の？　これは本物だな……」

　期待が持てる。この書庫になら、きっと【争そう乱らんの王おう権けん】の詳しい資料があるはずだ。

　俺は喜び勇んで資料を漁あさり始める。数も少ない。きっとすぐに終わるはずだ。

「……ねえ」

　読み終えた資料を棚に戻していると、ずっと黙っていたアゼレアが背中から声をかけてきた。

「どうして……あなたは、平気なの？」

「何が？」

　振り返らずページをめくる俺に、アゼレアはおずおずと、

「教室では、あなた、エルヴィスさんと仲がいいじゃない……。この前も、王国史の課題で同じ班になってて……」

「ああ、あれな。王国史で王子と同じ班なんて反則だよな、我ながら」

「どうして、あんなことができるの？　笑顔で接する裏で、今はこんな風に、こそこそとエルヴィスさんの弱味を探している……。あなただけじゃない。この学院の生徒は、みんなそう……どうして平気でいられるのか、私にはわからない」

「平気も何も」

　内容のチェックを終えて、俺はポンと資料を閉じた。

「別に俺たちも、悪いことをしてるわけじゃないだろ」

「わかってるわよ！　でも……」

「逆に聞かせてくれよ。アゼレアはどうして、そんなに級位戦が嫌なんだ？」

「どうして、って……」

「俺たちとは出会ったばかりだろ。せいぜい一回、同じ肉を食った程度の仲。そんな俺たちとさ、騙だまし合うことになったところで、そんなにショックを受けることじゃないんじゃないか？」

　アゼレアは黙り込んだ。俺は次の資料を手に取った。

「わかってたはずだろ。同じクラスではあっても、俺たちとはライバル同士だって。どっちにしろ競争は避けられなかった。そのためにこの学院に入ったんじゃないのか？」

　出会った当時のアゼレアの印象は、自信家だが根は優しい女の子、だった。

　俺やエルヴィスの実力を見ても、きっと闘志を燃やしていたことだろう。追いついてやる。追い抜いてやる。そういう根性を持った子のように見えた。

　けれど、級位戦も五回戦を過ぎた今となっては、もはや見る影もない。

　真面目で、だけど弱気で、けれど優しくて。そんなアゼレアが前面に出ている。初対面の勝ち気な態度が、まるで仮面だったかのように。

「……わかってるわ。ええ、今でもわかってる。私はあなたたちを全員追い抜いて、誰よりも優秀な成績でこの学院を卒業する。その目標は、変わらないわ」

「だったら──」

「でも、……思わなかったのよ」

「え？」

「せいぜい一回。たった一回。それだけで簡単に、って私も思うわよ。でも、でもね──あんなに楽しいなんて、思わなかったのよ」

　俺は初めて資料から視線を外し、アゼレアを振り返った。

　赤髪の少女は、埃ほこりっぽい書庫の床を見つめていた。

「家柄を抜きにお話しするのも、自分でお肉を焼いて食べるのも、人の喧けん嘩かに割って入るのも、みんなが話しているのを眺めるのも──すごく、すごく、楽しかった。私はずっと、自分に自信がなくて、上のきょうだいに守ってもらってばかりで、友達だって作れなくて……だから、あんなの、初めてで」

　……自信がなくて、友達も作れなくて、か。

　まるで……小さい頃の、あいつみたいだ。
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「情けないと笑えばいいわ。私は、怖いの。恐ろしくてたまらないの。あの時間が嘘うそになってしまうのが……。全部、級位戦で勝つための嘘っぱちの時間だったんだってわかってしまうのが、泣きたくなるくらい、嫌なのよ……！」

　アゼレアは自分の胸をぐっと押さえながら、俺に言い募る。

「ねえ、ダメなの？　対策なんて考えずに、闘術場で真っ向から戦うだけじゃ……。試合は試合でいいじゃない。どうしてそれ以外の場所でまで──」

「ダメだよ。……それじゃあダメなんだ、アゼレア」

　諭すように告げると、アゼレアはぐっと唇を引き結んだ。

「それじゃあ、全力じゃない。そんなのは、ただのお遊びでしかないんだ」

　視線を再び、手元の資料に落とし、

「俺はエルヴィスを、エルヴィスは俺を、できる限りの手段で徹底的に倒す。……話しておこうか、アゼレア」

「……何、を？」

「俺の今の目的さ。それは、エルヴィスとの試合に勝つことだけじゃない」

「え……？」

「エルヴィスを、誰にでも倒せるようにすることだ」

　ぺらりと一枚、ページをめくる。

「級位戦はリーグ戦。エルヴィスに勝てたとしても、他の奴やつに負けたら逆転もある。この白星の奪い合いをより確実に制するためには、エルヴィスの黒星がさらに増えるように、誰にでも簡単に使える必勝法を確立しなきゃならないんだよ」

「そ……そんなの」

　呻うめくようにして、アゼレアは愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「対策どころじゃない……。足の引っ張り合いじゃない！」

「そうだよ。今まさに、全身全霊を尽くして、エルヴィスの足を引っ張っているところだ」

「そんな……そんなことを、繰り返していたら……」

　嫌われてしまうわ──と、アゼレアは小さく声を零こぼす。

　……戦闘科Ｓクラスの面々は、全員フィルと同い年の割には、どいつも大人びている。けれど中でもアゼレアだけは、一人だけ子供らしさを残しているように思っていた。

　だけど、違うんだろうな。俺も、エルヴィスも、ガウェインも、ルビーも、生い立ちのせいでどこかおかしくなってるだけで、本当はアゼレアのほうが正しいんだ。

　そうだよな。嫌われちまうよな。こんなことしてたら、普通は。

　でも──普通じゃないんだよ、アゼレア。

　お前以外はみんな、普通じゃあないんだ。

　だからすぐにわかっただけだ。俺も、エルヴィスも、ガウェインも、ルビーも──普通じゃないからこそ、すぐに気付けただけなんだ。

　お前も気付いてくれ、アゼレア。

　ゆっくりでもいい。お前ならきっとわかる。

　この学院は、今のお前が思ってるほど、冷たい場所じゃないってことが。

「──あ」

　俺は手元の資料のとある記述に目を留とめた。

「あった……！」

　俺はランタンのそばに資料を置き、照らされた文章を目で追う。

「『王の眼めとは、すなわち世界を視みる力である。世界とは、すなわち原因と結果の連なりである』──」

　その資料には、【争そう乱らんの王おう権けん】の術者が持つ『眼』について記されていた。

　その名は『王おう眼がん』。

　世界の本質を直接視る力。原因と結果の連なりを直感的に捉える視力。

　またの名を──『因いん果が視し』。

「そうか。そうだったんだ──【争乱の王権】ってのは、隠し名だったんだ……」

『争乱』じゃない。本当は、『総覧』。そして『総そう攬らん』でもあるんだろう。

　予想は当たっていた。【争乱の王権】の本質は、観測能力なんだ……！

「よし……！」

　必要なピースは出で揃そろった。

　あとは、正しい位置に嵌はめるだけ。

　資料を片付け始めた俺を、アゼレアはどこか冷たい瞳で見つめていた。

「……よかったわね。エルヴィスさんの弱点が見つかって」

　らしくもない嫌いや味みだった。さすがにフォローの一つもしておくべきか。

「なあ、アゼレア──」

「話しかけないで」

　有無を言わさず、アゼレアは背中を向けた。

「……きっといつか、あなたとも戦うことになるんだから」

　諦めが混じった声だった。

　上う手まい言葉を咄とつ嗟さに思いつけないでいるうちに、赤髪の少女は隠し書庫を出ていく。

　呼び止めることもできないまま、小さな背中は闇の中に──

「ちゃんと片付けておくのよ！」

　──消える前に、母親みたいな小言を置いていった。

　……………………。

　いい母親になれそうだな、アゼレアは。






決戦前日









「失礼します」

　儂わしが学院長室の座り心地のいい椅子でうとうとしておると、控えめなノックの後に、ラケルが入ってきた。

「うおおっ!?　……おおう。なんじゃ、ラケルか」

「……誰と勘違いしたの？」

「いやなに、気にせんでもよい」

「クライヴさんならさっき職員室で見かけたけど」

　なんじゃ、わかっておるではないか。あやつは居眠りに厳しいからのう。

「授業計画書を提出しに来た」

「おお、その辺に置いといてくれ。そのうち読んでおく」

「……できれば早く読んでほしいんだけど」

「わーかっとるって」

　まるで仕事を塩漬けにする常習犯みたいに言いおってからに。一ヶ月や二ヶ月、大差ないじゃろうに。

　そう思ってぐでーっと椅子の背に体重をかけると、

「早く読んで」

　不遜にも命令形で言いながら、ラケルが目の前に書類を突きつけてきおった。

　やれやれ。儂わしは渋々それを受け取って、さらーっと目を通していく。

「怖ぁなってしもうたのう。百年前はまだしも可愛かわいげがあったもんじゃが」

「あのときは、何にもわかってなかったから。……それに今は、あの子たちの先生、だし」

「いい心がけじゃの」

　実際のところ、ラケルの働きぶりはエルフらしからん。

　エルフっちゅうのは本来、もっと悠々自適なもんなんじゃがな。

　百年前、たまたまこやつを拾ったときも、ぼーっとした奴やつじゃと思ったもんじゃ。まあ、あのときは仕方がなかったとも言えるが……。

　もしこやつが変わったとしたら、それは──

　儂は授業計画書を読み終わり、別の資料を手に取る。級位戦の成績をまとめた資料じゃ。

「小僧どもがずいぶんと注目されておるようじゃな」

「……うん」

「二人とも、七戦を終えて未いまだ無敗か。新入生が２級リーグの先頭に並ぶなんぞ、何年ぶりのことかのう」

　ちょっとすぐには思い出せんな。儂がボケとるからじゃないぞ？

「とはいえ、この熱狂ぶりはちと普通ではないの。学外の業者まで小僧どもの対戦を興行にしようとしておるくらいじゃ。ラケルよ、心当たりはあるか？」

「……証拠はないけど、煽あおっている人間がいるみたい」

「ほう？　二人の対決に人を集めようとしておる人間がおると？」

「うん」

「どこのどいつじゃ。賭けでもしておるのかのう」

「たぶん、ジャックの手回しだと思う」

「……ほう？」

　そいつは……ほほう、なかなか。

「なぜじゃ？　あやつはそんなに目立ちたがりだったかのう？」

「わからない。けど、フィルとルビーが水面下で動いているのを確認したから……」

「ひひひ。ま、十中八九、ウィンザーの奴の『王おう眼がん』対策じゃろうが……」

　ウィンザーの奴めが『王眼』を見せざるを得なくなった二回戦も、裏でリーバーの小僧が糸を引いていたと聞く。いやはや、恐ろしいものよ。あれでまだ九歳か。

　あの二回戦から、すでに二週間以上──この間、五人もの２級生がウィンザーに挑み、そして敗れた。

　天も味方しておるな。くじ運でウィンザーとの対戦を遅らせておる間に、リーバーの小僧は【争そう乱らんの王おう権けん】の正体を看破したと見える。自分たちの対戦に人を集めようとしておるのがその証拠じゃ。

　確かに、これは有効と言えば有効な手じゃろう。

　……まあ、ただこれだけでは、あの王子は小ゆるぎもせんと思うがな。

「小こ童わつぱの思惑に乗るのは癪しやくじゃが……予想される観客動員数を思えば、キャパの大きい闘術場を使うのが賢明か」

「うん。振り分け試験にも使った第一闘術場になると思う」

「頃合いか……。これ以上過熱されると処理がめんどくさい」

　儂わしは資料を放り捨てながら言った。

「事務担当者に言ってきてくれ。連中の試合を可及的速やかに済ませろとな」





　　　◆






『２級リーグ戦　第八回戦

　第一闘術場　第一試合

　ジャック・リーバー　ＶＳ　エルヴィス＝クンツ・ウィンザー』





　　　◆






「殿下。ここにおいででしたか」

　朝。

　寮で飼うことになった猫──名前は『キョウ』だそうだ──に餌をあげていると、ガウェイン君が走ってきた。

　相変わらず堅い喋しやべり方だ。クラスメイトなんだから、畏かしこまらなくてもいいのに。

　でも、そういう頭の固いところが、彼のいいところでもある。

「おはよう、ガウェイン君。気持ちのいい朝だね。そんなに急いでどうしたの？　今日、休みじゃなかったっけ？」

　ぼくとしたことが、平日と休日を勘違いしたんだろうか。

　と記憶を探ってみたけど、今日は間違いなく休みで、授業はなかったと思う。

　じゃあどうしたんだろう？

「八回戦の対戦相手が発表されましたので……僭せん越えつながら、ご報告にと」

「へえ……。わざわざ走ってまで報告しに来てくれるってことは、ついに？」

「はい」

　ガウェイン君は肯うなずいた。

「八回戦は、ジャック・リーバーとの対戦です」

　ぼくは頭上を仰ぐ。

　春らしく薄青い空が、大きく大きく広がっていた。

「ついに、か……」

　実力試験で彼を見たときから、ぼくは確信していた。

　ジャック・リーバーという人間は、ぼくが最強であるために、決して避けては通れない壁になるだろう、と。

　その壁を、打ち壊す時が。

　ついに、やってきたのだ。

「リーバーの奴やつもここまで全勝で来ていますが、もはやその精霊術はほぼ丸裸です。殿下の勝利は揺るぎないでしょう」

「【巣す立だちの透とう翼よく】か……。どうだろうね、彼はまだ奥の手を隠しているように思えるけど」

「だとしても、王族きっての天才である殿下があのような大した伝統も血筋も持たない者に負けるはずが──」

「ガウェイン君」

　ぼくが名前を呼ぶと、彼はすぐに言葉を止めた。

「ルビーさんの成績、きみ、知ってるかい？」

「……確か、６勝２敗だったかと」

「うん、わかってるならいいんだ」

　ぼくの言いたいことを、きっと彼なら理解したはずだ。

　確かに、伝統や血筋は、軽んじていいものじゃあない。それによって培われるものは確かにある。

　けれど、何事も過信はいけない。

　あるとき、ふと、自分が軽んじていたものに足をすくわれるかもしれないのだから。

　ガウェイン君がすでに倒したはずのルビーさんの成績を覚えているのは、過信していない証拠──彼女が自分と共に２級に上がり、そして今度は、手て強ごわい難敵として立ちはだかるかもしれないと考えている証拠。

　伝統と血筋が強さのすべてを決定するわけではないと、心のどこかで理解している証拠だ。

　彼は頭は固いけれど、同時に、目にしたものを素直に認める度量の大きさも持ち合わせている。きっと彼は、いい騎士になってくれるだろう。

「殿下は……」

　ばつの悪さを誤ご魔ま化かすように、ガウェイン君は話題を変えた。

「殿下は、ジャック・リーバーとどう戦われるおつもりですか？　やはり今までのように、速攻か耐久のどちらかで？」

「うーん……。残念だけど、その話はまた今度だね。こんな騒がしい場所でできる話じゃない」

「は……？　いえ、静かなものですが……」

　ガウェイン君が怪け訝げんげに周りを見回したときだった。

　ザザザッ！　と地面を踏む音が、全方向から一斉に聞こえて、そして遠ざかった。

「なっ……!?」と目を丸くするガウェイン君を見て、ぼくは微笑ほほえむ。

「きみも気をつけなよ、ガウェイン君。……この学院は、誰かの目と耳でいっぱいだ」





　　　◆






「っちぇー。悪わりー。バレちまった」

「いや、いい。どうせあいつはボロなんか出さないだろ」

「他の奴やつらが全然息を殺せてなかったんだよなー。あたしは余裕だったんだぜ？　あたしは」

　いや……どうだろうな、実際のところ。エルヴィスの『王おう眼がん』をもってすれば、ルビーがどれだけ息を殺したところで感知されてしまいそうだ。

「ふっふー♪」

「……どうした？　失敗したのに妙に上機嫌だな、ルビー」

「いや、べっつにー？　無視してる振りして意外としっかりチェックしてんじゃん、って思っただけ。今度こそボッコボコにしてやんぜ」

　わけわからん。まあ上機嫌なら別にいいが。

「うまくいったね、じーくん」

　フィルが嬉うれしげに言う。試合会場のことだろう。

「まだ大前提が整っただけだ。本当にうまくいくかはやってみないとわからない」

「お前ら、いい加減あたしにも教えろよなー。わけも聞かされないままあちこち走らされてさー」

「今度何か奢おごってやるよ。小遣いの許す限りでだけど」

「へー。どれどれ？」

　とルビーは、どこからともなく財布を取り出して中身を検あらためた。

　……ん？

「それ俺の財布だろ！」

「チッ。ボンボンのくせにシケてんなー。仕方ねーから購買のジャムパン五個で手ぇ打ってやんよ。ほい」

　ルビーは俺の財布を投げ渡してくる。

　中身を確認したが、減ってはいないようだ。

「一体いつスッたんだよ……」

「隙だらけだったもんでついな！　そんなに難しくないぜ？　相手の視線がどこに向いてるかをよく見るのがコツだ」

「今度ゆっくり教えてくれ。そんで次はお前の財布をスる」

「へっへへ。楽しみにしとくぜ」

　そんな風にしながら学院内を歩いていると、目立つ赤い髪が雑踏の中に見えた。

「あ。おーい、アゼレアーっ！」

「むっ！」

　俺が呼びかけた瞬間、赤い頭がこちらに振り向き、隣のフィルが警戒態勢に入った。

「おはよう。何してるんだ？」

「ええ、おはよう。特に何をしているというわけでは──って！」

　アゼレアは突然、顔を赤くする。

「なんで普通に話しかけてくるの！　喧けん嘩かっぽく別れたのを忘れたの!?」

「いや、でも、毎日会ってるし。部屋隣だし、授業も一緒だし。なあフィル？」

「ふふふ。毎日見せつけてやってるのです」

「それはそうだけど！　そうだけどもよ!?　というかフィル！　毎晩毎晩、隣の私に聞こえるように『じーくん、ちゅーしてー』とか『じーくん、ギュッとしてー』とか言うのやめてくれる!?」

　やっぱり聞こえてたんだ……。フィルが妙にでかい声で言うから、そうだと思ってたんだ……。

　フィルがつーんと知らないフリをするので、アゼレアは溜ため息いきをついて、

「とにかく！　あんまり馴なれ馴なれしくしないで！　どうせ私を陥れる算段でも立てているんでしょう!?」

「まあまあ、そう意固地になんなよ、お嬢様」

「意固地になんて──というかルビー！　あなたもどうして普通にジャック・リーバーとつるんでるの！」

「いろいろあったんだよ、いろいろ。なー？」

　本当にな。

「アゼレア」

　きーきーとうるさいアゼレアを、俺は少し真剣な声音で呼んだ。

「な、何よ……？」

「俺、前に言ったよな。俺たちは別に、お前や他の奴やつらを嫌ってるわけじゃないって」

「覚えてるわよ。……言ったでしょ、わかってるって」

「もっとわかってくれ」

　そう言うと、アゼレアは苛いら立だった顔をした。

「何よ、もっとって……。私は全然わかってないって、そう言いたいの!?」

「知ってるかもしれないが、明日、俺とエルヴィスの試合が決まった」

「……っ！」

　アゼレアは痛みに耐えるように唇を結んだ。

　俺とエルヴィスの試合。それはすなわち、俺が入学以来続けてきた仕込みが明らかになる日。どちらが勝つにせよ、数週間に亘わたって続けてきた陰湿な騙だまし合いが露あらわになり、俺たちは今のような関係ではいられなくなる──と、アゼレアは思っているんだろう。

　だからこそ、わかってほしい。

　アゼレア、お前にだけは──こんなにも俺たちのことを思ってくれるお前にだけは、俺たちの戦いをちゃんと見届けてほしいんだ。

「明日、見に来てくれ。そうすれば、きっとわかるはずだ」

「……………………」

　アゼレアは逃げるように視線を逸そらした。

　俺はそれでも、彼女を見つめ続けた。

　ややあって、アゼレアは根負けして口を開く。

「……わかったわよ。見に行けばいいんでしょう？　あなたがコテンパンにされるところをね！」

「ああ。ありがとう」

　素直に感謝を述べると、アゼレアはぐっと口を噤つぐんだ。

「……ふんっ！」

　アゼレアはそれを誤ご魔ま化かすように赤髪を翻すと、「さようなら！」と律儀に挨拶をして去っていった。いまいち憎まれ口が決まりきらない奴だよな。

「……むー」

「ん？　どうした、フィル」

「じーくん、あの子に優しすぎ！」

　そうか……？

　自分ではそんなつもりがない……というか、他の連中が優しくする必要もないような奴ばっかりなだけの気がするが。

「そんなに優しくしたら、あの子もじーくんのこと好きになっちゃうでしょー！　そうなったらどーセキニンとるの！　セキニン！」

「ちょっ、いふぁいいふぁい！」

　ぎゅーっと俺の頬ほおを抓つねってくるフィル。

　その様子を、横でルビーがげらげら笑って見ていた。

「はははははっ!!　そうなったら超おもしれーなあ！　なんだったらあたしも参戦してやろーか？」

「だーめーっ!!」

「いふぁいいふぁいいふぁいっ!!」

　なんで俺が攻撃される！　ルビーを抓れ、ルビーを！

　こうして、いつものように時が過ぎていく。

　決戦は、明日。






最強の動機









　そして、その日の朝が来た。

　ぼくは寮の自室で目覚めると、そのまま再び瞼まぶたを閉じて、周囲の世界を『眼め』で感じる。

　まだ早朝だから、人は少ない。小鳥がそこらを飛び回り、食べ物を探している。虫たちが彼らハンターの目を逃れるべく、忙せわしなく動き回っている。

　生き物だけじゃない。風をひとつ取っても雄弁だ。風向き、速さ、量、軌道──一瞬にして、本を何十冊も煮に染しめたような情報が、怒ど濤とうのように頭に入り込んでくる。

　ああ……静かだ。

　なんて静かな、騒乱なんだろう。

　ぼくはこういう、静かな場所と時間が好きだった……。

　目を開けて起きあがり、ベッドを降りる。今日は平日だ。授業がある。級位戦がある日は必ず、始まるのが遅くて終わるのは早いけれど、サボるつもりはなかった。

　制服に着替えると、机の上に置いておいたペンダントを手に取った。

　いつも肌身離さず持っている……母上の形見だ。

　──クンツ、強くなりなさい

　──国に、民に見せつけなさい、あなたが最強であることを

　青い輝きを放つそれをぎゅっと握り──ズボンの左のポケットに入れた。

「にゃあ」

　窓際で、猫のキョウが丸まっていた。世話の当番はクラスのみんなで持ち回りだけれど、ぼくが構っていることが多いせいか、ぼくのところに来ることが多いのだ。

「……行ってくるよ」

　キョウの背中をさっと撫なでて、ぼくは部屋を出た。





　　　◆






　俺が早めにＳクラスの教室に入ると、先客がいた。

「やあ、おはよう」

　普段とまったく同じ調子で挨拶をするそいつに、俺は苦笑する。

「……なんだよ。できるだけ会わないよう早めに来たのに」

「会いたくなかったのかい？」

「締まらないだろ？　対戦前に、こうして普通に会って挨拶ってのも」

「確かにね」

　体調を万全にするためってことで、級位戦のある日は授業が短いし、サボったって文句は言われない。だけど、わざわざ休むのも妙に意識しているようで嫌だから、妥協して早めに来ることにしたのに……。

「フィリーネさんは？」

「起きる前に出てきた。今頃、置き手紙を見つけて大騒ぎして、アゼレアが巻き込まれてる頃かな」

「ひどいなあ」

「誰が？」

「ノーコメントで」

　特に何か変化があるわけでもなく、会話が流れていく。

「どうだい、調子は？」

「お前が訊きくのかよ。……まあ、できる限りはやったって感じかな」

「そっか。じゃあ気を付けないとね」

「白々しい」

「本心だよ」

「だから怖いんだよ」

「怖いかい？」

「底が知れないからな」

「だったらぼくも、きみのことが怖いけどね」

「底が知れないか？」

「知れないね」

「何もかも見えてるんだろ？　その『眼め』で」

「おっと、その手は食わないよ」

「チッ」

「ふふ。そういうところが底知れないんだ」

「人前で舌打ちするところが？」

「人前で舌打ちして見せるところがだよ」

「よくわかんないな……」

「ぼくはさ、ふと思うことがあるんだ。きみは本当の姿を見せてるのかなって。今のジャック・リーバーというその姿は、本当のきみじゃあないんじゃないのかなって」

　俺は──かろうじて、息を詰まらせるのを我慢した。

「……なんだそれ。俺にもわかるように言ってくれ」

「別に特別なことじゃないさ。人間には表に見せてる面と裏に隠してる面があるって話」

「お前にもあるのか？」

「あるよ、当然」

「お前の裏側ね……。あんまり想像つかないな」

「逆にぼくは、自分自身の表側のことがよくわからないんだけどね」

「お前は天才だよ」

「よく言われる」

「王族のくせに偉ぶってないし、むしろ腰が低いし、はっきり言って威厳はあんまりない」

「それもよく言われる」

「でも、強い。冗談みたいに」

「それも……言われるね、確かに」

「不満そうだな」

「不満だよ。不満しかない」

「こんなに褒められてもか？　贅ぜい沢たくな奴やつ」

「だからだよ。どんなに褒められても、それを不満だと思ってしまう自分が不満なんだ」

「何が望みなんだよ、お前は」

「きみと同じだと思うけどね、たぶん」

「じゃあ同時に言ってみるか？」

「いいよ、それが公平だ」




「「──誰よりも強くなりたい」」




「ほら、同じだ」

「でも俺とお前は違う」

「そうだね。きみは何のために強くなりたい？」

「お前こそ。何のために強くなりたい？」

「きみは誰かを守りたかったはずだ」

「お前は誰かに認められたかったはずだ」

「最強になることは手段に過ぎない」

「最強になることが至上の目的だ」

「手の届く範囲がきみの幸福だ」

「目にも見えない彼方かなたがお前の夢だ」

「だから」

「だから」




「「おき前みより、俺ぼくのほうが強い」」
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　少しの間、教室に沈黙が漂った。

　扉の外の廊下から、誰かの足音が聞こえてくる。

「やめようか」

　エルヴィスはふっと口元を緩める。

　俺も合わせるように苦笑した。

「そうだな。いくら言っても、結局は勝つか負けるかしかない」

　あと何時間かすれば、すべてが決まる。

　俺の策が、本物の天才に届くかどうか。

　俺とエルヴィスの、一体どちらが強いのか。

「──もー！　ジャック・リーバー！　ちょっとこの子どうにかして！」

「あっ！　じーくんいたーっ!!」

　ガラッと扉が開くと、アゼレアと、その背中にまるで寄生するように張りついたフィルがいた。フィル……お前、教室ここじゃないだろ。

　程なくルビーとガウェインも登校して、教師のラケルも現れる。

　そうして、授業はいつもの通りに進行した。







「ふー……」

　俺は試合前の控え室で、手の中でカチャカチャと積み木をもてあそんでいた。

　ときたま机に並べてみたり、ひたすら積み上げてみたりする。

　それを横にいたフィルが、不思議そうな目で見ていた。

「それ、ときどきやってるけど、何してるのー？」

「ん？　ああ……ルーティンだよ」

「るーてぃん？」

「精霊術を使う前にやる準備運動っていうか、精神統一っていうか、癖っていうか。俺、かなりちっさい頃、積み木で精霊術の練習をしてたことがあるんだよ。だからなのか、こうやって積み木を触ってないと、感覚が抜けてく気がするんだよな……。お前もあるだろ、そういうの？」

「んーん。ないよー？」

「ないかー……」

　精霊術師はだいたい自前の精神統一法を持ってるってラケルが言ってたけどな。

　まあその辺り、こいつは例外か。

「俺はこうやってときどき積み木で遊ぶだけだけど、人によっては、決まった服じゃないと出力が落ちるとか、ポーズを取りながらでないと術が使えないとか、そういうのがあるみたいだな」

「ふえー。不便だねー」

「そうでもない。えてして、そういう縛りの強いルーティンを持ってる奴やつのほうが、強い術を使えたりするんだ」

　ルーティンの縛りが強いということは、それだけ効率的かつ深く精神を統一できるってことだからな。

「ふーん。ししょーもそういうのあるのかな？」

「師匠はお腹なかいっぱいにするって言ってた」

「はー。なるほどー」

　餓死の心配がなくなるからだそうだ。納得。

「……さて」

　俺は立ち上がる。

「そろそろ行くか。お前は観客席のみんなのとこ行け」

「うんっ。がんばってね！」

　と言って、フィルはチュッと俺の唇にキスをした。

「……お前は本当に俺をやる気にさせるのがうまいな」

「えへへー♥　褒められた」

「がんばってくるよ」

　これは、あの悪夢の日々を繰り返さないための、避けては通れない道。

　今日、俺は最強への一歩を踏み出す。





　　　◆






『さあ！　ついにやって参りましたこの時が！　２級リーグ戦第八回戦!!　エルヴィス＝クンツ・ウィンザー２級対ジャック・リーバー２級!!　スーパールーキー二人による全勝対決です!!　実況はわたくし、第三十七期支援科Ｂクラス、エミリー・オハラがお送り致します!!』

　私は観客席で試合が始まるのを待っていた。

　そばの席にはルビー、ガウェインさん、ラケル先生もいる。

　控え室までジャック・リーバーの応援に行ったフィルも、すぐに合流する予定だ。

　……なんだか、不思議ね。

　ルビーとガウェインさんの試合があったあの日、もう私たちは、懇親会のときみたいな関係には戻れないんだと思った。

　それが、自分で思っている以上に悲しくて、寂しくて。

　毎日教室で顔を合わせているのに、ずっとひとりぼっちでいる気分だった……。

　なのに、こうして、私たちはまた、同じ場所にいる。

　……今はまだ……二人ほど、人数が足りないけれど。

　私は、まだ不安だ。

　この試合が、どういう結果に終わるかはわからない。

　けれど確かなのは、どちらかが負けるということ。

　どちらかが、とてもとても悔しい思いをするということ。

　そうなったら、結局はまた、バラバラになってしまうんじゃないかって……。

　──この試合を見ろ、とジャック・リーバーは言った。

　そうすれば、もっとわかるようになるから、と。

　彼は、私に何を伝える気なのか。

　私に何をわかってほしいと言うのか。

　その答えも……あと少しすれば、全部わかる。

『解説は一回戦に続きこの方！　我らが学院長、トゥーラ・クリーズ永世霊王です!!　いかがですか霊王、学院最大の第一闘術場が超満員！　来賓席さえもが名だたる貴族家の代表者でギッチリと埋まっています！　間違いなく今年一番の注目度と言え──』

『あ────疲れた─────!!　二度とやらんわボケアホたかが級位戦でこんな規模の試合！　人員配置だの警備の強化だのどれだけ手間が増えたと思って』

『えー、申し訳ありません。我らが学院長はお疲れのご様子です。いったん放送を終えますが、皆様、どうぞそのままでお待ちください！　ウィンザー２級ＶＳリーバー２級、今期２級リーグの行く末を占う全勝対決は、もう間もなく開始でーす!!』





　　　◆






　……くす。くすくすくす。くすくすくすくすくすくすくす……！

　ああ、ニヤケが止まりません。兄さん、兄さん兄さん兄さん……！　早く見せてください。兄さんの活躍を早く見せてください。兄さんの素晴らしさをまだ知らないこの愚かな連中に、その強さを見せつけてやってください！

　ああ……ああ、ああ、ああ……！　身体からだの火照りが治まりません。兄さんが、わたしの兄さんが、この超満員の観客の度肝を一斉に抜く──その瞬間を想像するだけで、……ん、……っ……♥　──ふふ。危ない危ない……また下着が汚れちゃう……。

　今ならわかります。教室で頭の軽そうな同級生がぺらぺらと彼氏自慢をしていた理由……。見せびらかしたいんです。自分の好きな人がどんなにすごいのか、できるだけ多くの人に見せびらかしたいんです。

　そして、言ってやりたいんです。ドヤ顔で。

　──あれ、わたしの彼氏ですけど何か？

　ああっ……！　きっとセックスと同じくらい気持ちいい！

　…………なのに、なんででしょう？

　なんで、こんなに……イライラしてるんでしょうね、わたしは？

　欲求不満でしょうか？　だとしたら我慢しないと……。堪こらえ性しようがないのが、わたしの悪いところです。

　すべては順調。予定通り……。何も心配することはありません。

　兄さんはきっと、わたしの愛を受け入れてくれるはず……。

　我慢、我慢。

　…………我慢、我慢…………。






神童ＶＳ神童









『──さあ！　お待たせ致しました！　クリーズ霊王も何とか復活されましたので、放送を再開します！』

『儂わしは正直もう帰って寝たい』

『そんなこと言わないで！　ここまで全勝のスーパールーキー、エルヴィス＝クンツ・ウィンザー２級とジャック・リーバー２級の対戦ですが、本試合の見所はずばり!?』

『ん～？　そうじゃなあ……。やはりリーバーが【争そう乱らんの王おう権けん】に対してどんな対策を打ってくるかじゃろうなあ』

『【争乱の王権】と言うと、〈傍観する騒乱のパイモン〉の精霊術ですね？』

『そうじゃ。〈パイモン〉っちゅう精霊は変わりもんでのう。分霊がおらん上に、王族にしか宿らんのじゃ。ただし、その精霊術の強力さは折り紙付き。精霊術師ギルドの正会員でも相手にするのは躊躇ためらうじゃろうな』

『ウィンザー２級の精霊術については、未いまだその全貌は明かされていません。霊王はその詳しいところをご存ぞん知じなんでしょうか？』

『まあ、長生きしとるからの。大体は知っとるわい。試合の展開によっては解説してやっても良いが、同じ２級の連中はもうおおよそわかっとることじゃと思うぞ。無論、リーバーの小僧もな』

『なるほど！　では、リーバー２級の精霊術についてはどうでしょうか？』

『これはもう誰もが知っておることじゃろ』

『【巣す立だちの透とう翼よく】ですか？』

『然しかり。重さを消去する精霊術じゃな。これ自体はそう珍しくもないが、リーバーの小僧の場合は制御力がずば抜けておる。空中跳躍ができるガキなんぞ初めて見たわ』

『その他、リーバー２級は相手の武器や身体からだ、はたまた自分自身の重さを消すことで攻撃を無効化する、といった技も見せております。現状、彼に手傷を負わせるには炎や雷といった非実体攻撃しか手段がないとも言われていますね』

『あれも一朝一夕でできることではない。おそらく師匠に冗談みたいな訓練をさせられたんじゃろうな。四六時中不意打ちを受け続けるとか』

『うわー。考えたくもありませんね』

『とにかく、リーバーは器用さで言えばすでに学院イチじゃろう。じゃが、出力の面には不安が残るな』

『【巣立ちの透翼】の限界重量は一トンとも言われていますからね。それだけの火力でウィンザー２級を下せるかどうか！　──さあ！　お時間がやって参りました！　対戦者の入場です！』





　　　◆






　アリーナの端と端から二人が姿を見せると、場内を割れんばかりの歓声が包み込んだ。

　私は耳を塞いで、

「……もう！　いつもいつも！　静かに見れないのかしら、この人たちは！」

「えー、いーじゃん。賑にぎやかでさ。なあフィル？」

「じーくんがんばれーっ!!」

　静かにしているのはガウェインさんとラケル先生くらい。

　……まあ、ガウェインさんは静かというよりは厳かという感じだし、ラケル先生は外の出店で買ってきたらしいお菓子をぽりぽり食べているけれど。

　私の視線に気付いて、ラケル先生は手に持った袋を差し出してきた。

「……食べる？」

「……ひとつだけ」

　無む碍げにするのも悪いので、袋からひとつだけいただく。

　クッキーだわ。……甘い。紅茶が欲しい。

　ぽりぽりとクッキーを頬ほお張ばりながらアリーナを見下ろすラケル先生の様子を見て、私はそっと訊きいてみることにした。

「ラケル先生は……ジャック・リーバーに勝ち目はあると思いますか？」

　先生はちらっと私を見て、

「……今は、みんなの先生だから。どちらかに加担するようなことは言えない」

「あっ、そうですよね。ごめんなさい」

「でも」

　かすかに。

　どこか悪戯いたずらっぽく、ラケル先生は微笑ほほえんだ。

「ジャックは、ズルいよ。あなたが思っているより、もっと」

「……は……？」

　ズルい？　強いじゃなくて……？

『両者、所定の位置につきました！　カウントを開始します！』

　私は慌ててアリーナに目を戻した。

　二人の距離は十五メートル。

　どんな攻撃をするにせよ、一歩踏み込まなければならない距離。

　ジャック・リーバーとエルヴィスさんは、互いに互いの顔を見据えながら、ゆっくりと身構えた。

『──五！　四──！』

　これから、二人が相争い、……どちらかが、負ける。

　とても悔しい思いを。とても惨めな思いをすることになる。ガウェインさんに負けたルビーのように……。

　それを見届けろ、とジャック・リーバーは言った。

　明日から、今日までのように笑い合えなくなるかもしれないのに──それでも、見届けろ、と。

『──三！　二──！』

　私にはまだ、わからない。

　けれど、二人のどちらかが地に膝を突くとき──きっと、その意味が知れるだろう。

　そのときが来るのが恐ろしい。

　けれど、……それでも、逃げる気にはなれなかった。

　きっと、私なら逃げることはないと──そう信じてくれたのだと、……わかるくらいには、彼のことを知ってしまったから。

『──一──！』

　だから──見せて、ジャック・リーバー。

　この慈悲も容赦もない学院で、私たちがどういう風に生きていくべきなのかを。




『────試合、開始です!!』




　瞬間、エルヴィスさんが精霊の化身アバターを出した。

　先手必殺。

　振り分け試験を含めれば、これまでに八度も繰り返されてきた、エルヴィスさんの勝利パターンの一つ。

　誰もが幻視したことだろう。不可視の巨人が携えた、不可視の巨大な槌つち。それがあたかも稲妻のように振り下ろされる、その幻影を。

　予備動作、なし。

　猶予時間、なし。

　防御手段、なし。

　ジャック・リーバーが立つ床が、ドベゴンッ!!　と円形に沈み込む！

『出たぁ───っ!!　ウィンザー２級の「クレーター・クリエイター」──あっと!?』

　──いない！

　アリーナに穿うがたれた穴の中に、ジャック・リーバーの姿はない！

　けれど、私の目はかろうじて捉えていた。押し潰されるその直前、彼がとんでもない速さで間合いを詰めていたのを……！

　接近戦を挑むのはあの重圧攻撃の代表的な対策の一つだ。でも──！

『解説のクリーズ霊王！　これはどういうことでしょうか？　リーバー２級の【巣す立だちの透とう翼よく】は重さを消し去る精霊術。「クレーター・クリエイター」の正体がなんであれ、重量による攻撃であれば無効化、ないしは軽減できたと思うのですが……』

『仮にそれで勝てたとしても、精霊術の相性によるものということになってしまうからのう』

『それではいけないんでしょうか？』

『そりゃあそうじゃろう。術の相性でたまたま勝てても、ウィンザーに一つ黒星がつくだけのことじゃ。しかし、その精霊術を完全に攻略し、誰でも勝てるよう必勝法を編み出せば、あとの対戦相手もそれを真ま似ねしてウィンザーに黒星をつけていく──すなわち、リーバーの小僧は、ウィンザーを試合で負かすだけではなく、この級位戦という舞台そのものから蹴落とそうとしておるのじゃ』

『なんと！　試合後のことまで考えて、あえて有利を捨てた!?』

『さらに言えば、その必勝法の情報を元手にして取引をすれば、他の連中の情報も掃いて捨てるほど手に入るじゃろう。情報戦の上で極めて有利になるわけじゃ。それを考えれば、この程度のリスクはタダ同然じゃろうて』

　胸の中にもやもやとしたものが広がっていく。

　嫌ってるわけじゃない。ジャック・リーバーはそう言った。

　けれど本当に、この後も同じように言っていられる？

　ここまで徹底的に目の敵にされて、それでもエルヴィスさんはいつもみたいに、柔らかく笑ってくれるの……？

「──アゼレア、ちゃんと見てあげて」

　声に引かれて、私はラケル先生の落ち着いた顔を見た。

「ジャックも、エルヴィスも、全力で戦ってるの。それが一番いいって、知ってるから」

　全力で戦うのが……一番いい？

　話している間に、試合は第二の局面に入っていた。

　ジャック・リーバーが、徒手空拳で猛烈な連打を仕掛けている。

　一発や二発受けても支障ない、と思ってしまいがちだけれど、彼の拳は見た目に反して毒手の類だ。

　何せ一度でも触れられたら、その瞬間、宙に浮かされてしまうのだから。

　地下書庫でのことを思い出してしまって、顔が少し熱くなった。

　私は身をもって知っている。

　宙に浮かされた人間は、驚くほど何もできなくなるってことを──

　しかし。

『ウィンザー２級！　避よける、避ける、避けるぅぅ───っ!!　ウィンザー２級の「クレーター・クリエイター」に続く必勝技！　「カーテン・ダンス」です！　まるで風に揺れるカーテンと踊っているかのような気分になることから、いつしかこう呼ばれるようになったこの技！　未いまだ破った人間は一人もおりません!!』

　ジャック・リーバーの猛烈な連打は、一発たりともエルヴィスさんに届いていなかった。

　まさに、風に揺れるカーテンを拳で貫こうとしているかのよう──そこに実体があるかどうかすら不安になるほどの、それは完璧すぎる回避だった。

『最小限の動き！　最小限の回避！　ウィンザー２級の動作には、あまりに無駄がありません……！』

『大したもんじゃ。あの歳としでこれほど「王おう眼がん」を使いこなすとは……』

『「王眼」？　ですか？』

『あ。やば』

『霊王！　詳しくお聞かせ願えますでしょうか！』

『んんー……まあ、良いか。これは王家が隠蔽しておることなんじゃがな──』

『はいすみません！　やっぱりやめてもらってもいいですか！』

『あの小僧を学院に入れた時点で、どうせウィンザー家も折り込み済みじゃ。安心せい。──で、【争そう乱らんの王おう権けん】というのはな、つまるところ「因果」を視みる力なんじゃよ』

『はい？　「因果」──ですか？』

『この世のすべては原因と結果で成り立っておる。その繋つながりを、五感に頼らず直接感知する能力──と言えばいいのかの？　「王おう眼がん」を持たぬ儂わしらには想像が難しいが、伝説では、万にも上る民衆の表情ひとつひとつを一瞬で認識できると言われておる』

『一万人もの人間の顔をですか!?』

『ま、王族というもんは自分たちの力を大きく見せたがるもんじゃ。大概はそんなに大仰なもんではない。因果の何もかもを視ることができるわけではなく、何か一つの概念を視ることに特化しておる場合が多い。ウィンザーの小僧の場合は──まあ十中八九、空気じゃろうな』

　空気を、視る──

　そう聞いて、私はすぐに腑ふに落ちた。

『空気の因果を視る。その流れ、強さ、速さ、それらを正確に知ることができる力。それをもってすれば、人間の動きを先読みすることなど容易たやすかろうて。指一本動かすだけでも、その周りの空気は動いてしまうのじゃから』

『ウィンザー２級は空気の動きを見て相手の動きを予知しているのですね!?　ではあの圧おし潰す攻撃──「クレーター・クリエイター」は……？』

『そのダサい技名はともかく、あの技の原理は「王眼」による因いん果が視しの応用じゃ』

『応用ですか？』

『視た原因に対して、違う結果を視る。要はそれだけのことじゃよ』

『違う結果？』

『それが【争乱の王権】が王の力たる所以ゆえん。因果に対する絶対観測権じゃ。例えば扇子を一振りしたとしよう。普通ならそよ風が生まれるだけじゃが、【争乱の王権】の術者が「暴風が生まれる」という結果を観測すれば、実際にそのようになる』

『え？　……り、理解が追いつきませんが……それは、万能なのでは？』

『そう便利なもんでもないようじゃがな。……ひひひ！　特に今日は、この人出じゃからのう──』

『人出？　それは一体どういう───ああっ!?』

　実況の方が叫ぶと同時、観客席からもおおっというどよめきが沸き上がった。

　腕である。

　エルヴィスさんが、腕を出していたのである。

　ジャック・リーバーが鋭く突き出した拳を、防ぐために。

　それは──エルヴィスさんが初めて見せた、防御だったのだ。

『ふっ、防いだぁああ────っ!!　今まで徹底して回避を続けていたウィンザー２級！　初めて！　そう、初めて!!　対戦相手と接触しましたぁああ────っっ!!』

　服の上からだったから、【巣す立だちの透とう翼よく】で浮遊させられずに済んだ。

　けれどその後も、エルヴィスさんはジャック・リーバーの拳をすべては避よけきれず、腕による防御を織り交ぜていく。

『こっ、これは一体!?　なぜ「カーテン・ダンス」に乱れが生じたのでしょうか!?』

『ひっひひひ！　よう考えてもみい。いくら高性能な「眼め」を持っておってもなあ、得た情報を処理する頭のほうには限界があるわけじゃ』

『はあ。確かに。そうですね。はい』

『だというのに、この観客の数、この騒がしさ──息遣いはいくつになるじゃろうな？　言ったじゃろう。ウィンザーの「王おう眼がん」は空気の様子を精密に感じ取ってしまう。儂わしらにとっては「騒がしい声」の一言で済もうが、ウィンザーにとっては──』

『ああっ！　まさか！』

『そう。ウィンザーには、その声のひとつひとつが、どこの誰がどこからどんな調子で出しているかまで、しっかりはっきりわかってしまうのじゃ。前の試合まではもう一回り小さな闘術場で、観客もこれほどではなかった。だが学院始まって以来と言っても良いほどの、この観客の数──多少、集中力が乱れても、それほど不思議なことではない』

『いや、集中力が乱れる程度で済んでいるのが信じられませんよ！』

『そうじゃなあ。並の人間なら一瞬で頭がぶっ壊れるかもしれんな。ひひひ！』

『しかし……もしかしてなんですが。これがリーバー２級の策だなんてことは……』

『さて。どうじゃろうのう。ノーコメントじゃ。まあ、水面下でやたら煽あおっておった連中はおったようじゃが？』

「かーっ！　ジャックの奴やつ、これが狙いだったのか！」

　ルビーが悔しいんだか嬉うれしいんだか判断に困る様子で膝を叩たたいた。

　ガウェインさんが渋い顔で、

「このような嫌がらせめいた……卑ひ怯きような手を……！」

「卑怯もクソもねーだろ。これだから頭の固い騎士サマは」

「なんだと？」

「逆に訊ききてーんだけど、だったらあんたがあたしにやったことはなんなんだよ？　事前に相手を調べて、対策を練って、実行した。これは卑怯か？」

「……いや」

「ジャックがやってんのだってそれと同じことだろ。むしろあの王子様なら、怒るどころか喜ぶだろうぜ。自分一人倒すためにここまでしてくれるなんてコウエイだー、ってよ」

　ガウェインさんはしばし瞑めい目もくして、

「……そうだな。貴様の言うとおりだ。オレが間違っていた」

「お？　お、おう。なんだよ、素直じゃねーか」

「間違えば謝罪する。当然のことだ。たとえ相手がスラム出身の野良猫だろうとな」

「ああん!?　やっぱやるか!?」

「いつでも来い。わざわざ来期の級位戦まで待たずとも受けて立ってやる」

　むしろ……怒るどころか、喜ぶ？

　エルヴィスさんのその姿は、確かに簡単に想像できた。

　全力で潰し、潰されながら──ゆえにこそ、相手のことを認めている。

　これが、私にわかってほしかったことなの……？

「しかし」

　ガウェインさんが厳しい目でアリーナを見下ろしながら言った。

「これはそうそう使える手ではあるまい。今回の特殊な条件が揃そろって初めて可能となったこと。誰でも使える必勝法を確立する、というリーバーの目的にはそぐわないように思えるが……」

「ふっふーん！」

　そこでなぜか、フィルが小さな胸を張った。

「まだあるんだなー、実は！」

　そのとき、観客が一斉に大きくどよめいた。

『ああっ!?　こっ、これはっ──!?』

　アリーナに目を戻した私は、「あっ！」と声を上げる。

　ジャック・リーバーの拳が──

　エルヴィスさんのお腹なかに──

　──深々と、突き刺さっていたからだ。

『ひっ……ヒットぉおおおおっ────!!　ウィンザー２級！　ついに！　ついに！　ついに!!　初！　ダメェエェエエエェジッッ!!』





　　　◆






　────キリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリキリ────!!

　……という、『王おう眼がん』をして擬音でしか形容できないノイズが、ぼくの頭の中をかき乱していた。

　──なんっ……だ、これ！

　膨大なノイズをかき分けて、ジャック君の動きを何とか捉え続ける。

　けど──っくそ！　ダメだ……！　探しても探しても、彼の情報がノイズの海に呑のまれてしまう……！

　なんなんだ、このノイズは……。観客の声の比じゃない。こんな爆音がそこら中に響いているのに、みんなは気にならないのか!?

　まさか──聞こえてない？

　この音は、ぼくにしか……『王おう眼がん』しか感知していないのか？

　今まで避よけよう避けようとしていたそのノイズに、ぼくは『王眼』の焦点を合わせた。

　これは……！

　ぼくは『王眼』の焦点をさらに移動させる。

　頭上の空へと。

「──くそっ……！」

　やってくれたな、ジャック君……！

　大勢の観客による『王眼』の妨害は、ほんのついでに過ぎなかった。

　アレが本命。

　誰にも知られないままアレに巣を作らせるには、普段は使われないこの闘術場じゃなきゃいけなかったんだ……！

　──空を、時間外れのコウモリが大量に飛び回っていた。





　　　◆






『ひひひひひっ！　ひーっひひひひひひひひっ!!』

　放送で大師祖さまが大爆笑していた。

　私たちには何が何やらわからない。

　ただ、なぜか。

　アリーナの上空で、大量のコウモリが、日が沈まないうちから飛び回っていることに、戸惑っているだけで……。

『こ……コウモリ？　コウモリです！　空を覆おおわんほどのコウモリが、アリーナの上空を飛び回っています！　こ、これは一体……』

『ひひひひっ！　しばらく使っとらんうちに住み着きおったか！　仕方ないのう、仕方ないのう！　勝手に集まってきて勝手に住み着いてしもうたんじゃから、誰かさんの高性能なお目めが超音波だらけになってしもうても事故じゃ事故!!　ひーっひひひひひひっ!!』

『……あっ！　わたくし、聞き覚えがあります！　コウモリは闇の中でも安全に飛行するため、目を使わず、耳に聞こえない音を使って周囲の状況を把握すると！　もしやコウモリの発する耳に聞こえない音を、ウィンザー２級の「王眼」が……!?』

『感じ取ってしまうに決まっとろう！　音とはつまり、空気の振動！　ウィンザーにとっては何の意味もない耳障りな雑音でしかなかろうがな!!』

　嘘うそでしょ……!?　あのコウモリも、ジャック・リーバーが用意したものだと言うの!?

　一体誰が、どうやってそんなこと──

　そう考えた瞬間、私はすぐそばにいる女の子を見た。

「フィ……フィル？」

「んー？」

　彼女は、いつにも増してニコニコしていた。

「そういえば……あなたの精霊術って、どういうのだっけ……？」

　思い返してみれば。

　結構な頻度で顔を合わせているにも拘かかわらず、私は、彼女が精霊術を使っているところを見たことがない。

　諜ちよう報ほう科Ａクラスに入れるほどの術がどんなものか、聞いたこともない。

　ふふっと、フィルは悪戯いたずらっぽく笑った。

「な・い・しょ♪」

　──彼女だ。

　どうやってかは知らないけれど、彼女がこの闘術場に、あれだけのコウモリを呼び寄せ、巣を作らせたのだ。

　そして観客を大量に集め、試合会場をこの闘術場に変えさせた……！

　規則違反ギリギリ──いや、仮に違反だったとしても、証拠はどこにもない。咎とがめられる恐れのない完全犯罪！

　だからだ。大師祖さまが、あんなにも笑っているのは。

　あの爆笑は、自分を出し抜いてみせたジャック・リーバーとフィリーネ・ポスフォードへと贈る、賞賛にして降参宣言。

　二人の策が、現役最強の精霊術師を上回った証あかし……！

『つ、つまり……ウィンザー２級の「王おう眼がん」が、あのコウモリの群れによって封じられた、と……!?』

『無理に使い続ければあの通り、底なし沼でもがくが如ごとしじゃ。それが嫌なら「王眼」に頼るのをやめる他にない──』

　ちょうど、大師祖さまがそう言ったときだった。

　エルヴィスさんが──

　ずっと閉じていた瞼まぶたを、開く。

『──などということは、誰でも予想できることじゃよなあ？』





　　　◆






　これ以上『王おう眼がん』に頼り続けたらダメだ。

　そう判断して瞼まぶたを上げた瞬間──

　ぼくは、自分が手のひらの上にいることを知った。

『王眼』から通常の五感へと、感覚を切り替えるその瞬間。

　ほんのわずかに、しかし確かに生まれる、知覚の空隙。

　ジャック君は、それをこそ待っていた。




　直前まで、かろうじて捉えていたはずの場所に、彼はいなかった。




　完全に虚を突かれる。

　ほんの一瞬、思考が空白に染まる。

　相手を見失うなんて、もう思い出せないくらい、久しぶりのことだったから。

　──だから、それは。

　超感覚なんて贅ぜい沢たくなものではなく。

　直感なんて大層なものでもなく。

　単なる──偶然だった。




　後ろに振り向くと、そこにいた。




　彼は、腰に下げていた鞘さやから、剣を引き抜いていた。

　今まで試合中は決して抜かなかった、あの剣を。

　そして頭上に振りかぶり、

「あっ……!?」

　──ぼくは、陽炎かげろうのように揺らめく、巨大な孔く雀じやくを見た。





　　　◆






『えっ……!?』

　実況に限らず、誰もが驚きの声を漏らした、その直後だった。

　闘術場が、震える。

「きゃっ────!?」

「うお────っ!?」

　衝撃波が観客席の奥まで吹き抜けて、いくつもの悲鳴が重なる。

　私は咄とつ嗟さに前の席の背もたれを掴つかんだ。

　遅れて、轟ごう音おんがビリビリと全身を震わせる。

　それは身が竦すくむどころか、背骨を全部バラバラにされたかのような重々しさを持って、私の身体からだを固まらせた。

「なっ……何よ、この威力っ……!?」

「……やっぱり使っちゃった」

　ラケル先生が溜ため息いきをつくように呟つぶやくのが聞こえる。

　使っちゃった？　一体何を……!?

　ジャック・リーバーは、試合のときにいつも腰に下げている剣を抜いて、エルヴィスさんに向かって振り下ろしたように見えた。たったそれだけで──

　──いえ。

　正確には、見えたのはそれだけじゃない。

　剣が振り下ろされる寸前──彼の背後に、大きな孔く雀じやくが現れたような……。

『なっ、なんという威力───っ!!　ついに振るわれたリーバー２級の剣！　それがこれほどの威力を持つとは！　想像の埒らち外がいです!!　い、いや、それ以前に、あの、何か見えた気がしたんですけど!!　私の気のせい!?』

『ひーっひひひひっ!!　ラケルめ、儂わしにまで隠しとったな!?　ひっひひひひひ!!』

　アリーナを包み込んだ粉ふん塵じんが、徐々に晴れていく。

　二つの人影がうっすらと、粉塵のカーテンに浮かんできた。

　二人は、静止している。

　どちらとも倒れないまま──

『両者とも健在のようです!!　ですが……あっ……!?』

　観客席に、どよめきがさざ波のように広がっていく。

　粉塵が散り、全貌が明らかとなり。

　二人以外の姿が、白日の下に晒さらされたからだ。

　ひとつは、エルヴィスさんの背後に立つ、華きや奢しやで中性的な、頭に豪ごう奢しやな王冠を乗せた人間の姿。

　──精霊序列第九位、〈傍観する騒乱のパイモン〉。

　そして──もうひとつは。

　ステンドグラスのように色とりどりの翼を持つ、……巨大な、孔雀。

　それは、翼に浮かぶ目玉模様で、まるで見守るようにして、ジャック・リーバーの背後に立っていた……。

　この場の人間が──多少なりとも精霊術に関わっている人間が、その正体に思い至らないわけがない。




　──精霊序列第六十五位、〈尊き別離のアンドレアルフス〉！




『せっ……精霊の化身アバターぁああっ!?　な、何よあれ何よあれ!?　ジャックきゅんって「本霊憑きルースト」だったの!?』

『証拠があるな。見よ、あの剣を！』

『剣？　って……ああっ!?』

　ジャック・リーバーの剣を見て、私は口を開ける。

　刃の銀色が……剥はがれ落ちてる!?　銀色は塗装だったっていうの!?

　塗装の奥から覗のぞいているのは、どこか清涼な、まるで朝日のような……。

「あの輝きは！」

　ガウェインさんが血相を変えて立ち上がった。

　ただ二人、フィルとラケル先生だけが、片や得意げに、片や困ったように、平然とその光景を眺めていた。

『あの輝きはまさしく、世界最重の金属ヒヒイロカネ！　仮にあの剣がすべてヒヒイロカネでできているのだとしたら──っひひひ！　何トンになるのかのう!?』

『な、何トンって……【巣す立だちの透とう翼よく】の限界重量をぶっちぎってるじゃないですか!!』

『だから有り得んのさ。七十二柱の精霊、その一柱をその身に宿す者──〈尊き別離のアンドレアルフス〉の「精霊の止まり木ルースト」でない限りはな!!』

　ルーストですって……？

　ジャック・リーバーも、エルヴィスさんと同じ……!?

『ひ、ヒヒイロカネ製の剣など受けてはひとたまりもありません！　ではウィンザー２級はなぜ……!?』

『だからそこは──あやつも普通ではない、ということじゃろう』

　よく見ると、振り下ろされた朝焼け色の剣は、エルヴィスさんの目前で止まっていた。

　寸止め……？

　──いや！

　私は目を凝らす。

　やっぱり、間違いない──見間違いじゃない！

　エルヴィスさんと、朝焼け色の剣の間の空間が──

　そこだけ、逆さまになっているように見えた。





　　　◆






　目の前の空間が、逆さまになっている。

　しかも、『あかつきの剣』を受け止めるように帯状に、まるで剣のように……！

　その正体に、俺はすぐに思い至った。

　気圧差による光の屈折──蜃しん気き楼ろう！

　空気を限界まで固めて剣を作ったんだ……！　そんなことまでできるのか!!

「この剣を使うのは……しばらくぶりだよ」

　俺の本能が危険を察知した。

　床を蹴り、一気にエルヴィスから距離を取る。

　あの剣……リーチはどれほどだ？　くそっ！　ゆらゆらと揺れてていまいち掴つかめない！

　俺が二〇メートルほども距離を空けて着地した、その瞬間だった。

　ゴッ!!　と。

　エルヴィスの手から伸びた帯状の蜃気楼が、横よこ薙なぎに振るわれる。

　速い。デカさに見合わない。避よける？　無理だ！　防ぐ──！

「このっ……！」

　俺は咄とつ嗟さに【巣す立だちの透とう翼よく】を発動する。

　空気だろうが何だろうが、それが重さで攻撃するものであるならば──！

「────っ!?」

　け。

　…………消し切れないっ…………!?




　世界に殴られるような衝撃が、全身を横ざまに貫いた。




　足が床を離れる。

　数瞬、記憶が消えた。

　気付いたときには、観客席の下の壁に、背中から叩たたきつけられていた。

『ちょっ……直撃ぃ────っっ!!　アリーナの壁に激突しました！　ですが……立っている!!　立っています!!　リーバー２級、霊力切れエレメント・アウトを免れた!!』

『蜃気楼の剣を無効化しようとしたが、間に合わないと悟って自分の重さを消すほうに切り替えおったな。おかげで衝撃の多くを受け流せた。……ま、それでも充分なダメージじゃと思うがのう？』

　本来、アリーナには聞こえないようになっている実況解説が、壁を伝って聞こえてきた。

　仰おつしやる通りだよ、学院長……。浮遊の対象を切り替えるのが一瞬でも遅れていたら、それで終わりだった……。

　威力で言えば、あかつきの剣による《断だん嘴しの形かた・火ひ[image: ]くい》と同等か、それ以上。

　あまりに馬鹿げた……これが、天才王子の隠し玉ってわけかよ……！

「ははははは!!!!　久しぶりだねアンドレアルフス!!!!　こんなところで会うとは思わなかったよ!!!!　キミ、相変わらず数字いじりが趣味なの!!!!!?」

　エルヴィスの精霊〈パイモン〉が、バカでかい声で俺の精霊に話しかけてくる。

　だが、俺の精霊〈アンドレアルフス〉は言葉を話したことなんてない。

「あまり耳元で喋しやべらないでくれ、パイモン。今は通常五感を主感覚にしてるんだから」

「おっと!!　こいつは失敬!!!!　ボクもお仲間に会えたのは久しぶりでさあ!!!!　ちょっと高ぶっちゃったよ!!!!」

「だったらこれから、いくらでも楽しめると思うよ。……そうだろう？」

　……そうだな。

　俺はあえて笑みを浮かべ、壁から背中を離す。

　やはり衝撃を逃がしきれなかったのか、横腹の感覚が一部なくなっていた。骨や内臓の部位霊力をやられたか。だが──まだ、足は立つ。

　おそらく、二度目はない。

　今のはエルヴィスも俺が反応できるとは思っていなかったから倒し損ねたに過ぎない。

　あいつだってわかっているはずだ。俺の自己浮遊防御の弱点──完全に閉じ込め、攻撃を受け流す場所をなくしてしまえば、そのまま圧殺できてしまうということを。今度はあの蜃しん気き楼ろうの剣と壁とで俺を挟み込んで、押し潰してくるはずだ……。

　一撃必殺。たった一発が致命傷になる。

　だがそれは、こっちだって同じこと──如い何かにエルヴィスといえども、このあかつきの剣の超重量を受ければ、霊力切れは避けられない。

　すなわち。

　正々堂々──

　──真っ向勝負だ。

　第一歩目を踏み出すその寸前、俺の背後に佇たたずむ〈アンドレアルフス〉が、啼ないた。

　初めて発してみせたその声は、その姿と同様、教会の鐘めいた荘厳な響きを持っていた。

　その啼き声に背中を押されるようにして、走る。

　蜃気楼の剣を構えるエルヴィスのもとへと、一直線に。

　正体は空気とはいえ、あれだけの大質量、常に手に保持していられるわけがない。いわんや振り回すなんて、到底有り得ないことだ。

　ならば、答えは一つしかない。

　剣を持っているような仕草はただのパントマイム、もしくは術発動のためのルーティンだ。実際には対象にぶち当てるときと防御に使うときくらいしか質量を与えていない──

　つまり、俺のあかつきの剣とほとんど同じ。

　ただ、重さを与えるか重さを奪うかの違い。

　俺は普段から精霊術を使っていて、邪魔なときだけオフにする。

　エルヴィスは普段は自然な状態で、必要なときだけ術を使う。

　俺もあいつも、攻撃力や防御力なんて上等なものを持っているのは、ほんの一瞬だけ。

　その、ほんの一瞬を。

　どちらが、どれだけ、掴つかみ取れるか────




「「────勝負だッ!!」」




　朝焼け色の剣と。

　蜃しん気き楼ろうの剣が。

　──正面から、激突した。





　　　◆






　誰もが熱狂していた。

　そこで繰り広げられている光景に、興奮し、感動し、叫ばずにはいられなかった。

　剣けん戟げき。

　剣戟。

　剣戟。

　ジャック・リーバーとエルヴィスさんの、真っ向からの剣戟勝負。

　ジャック・リーバーがアリーナを目にも留とまらぬ速さで動き回り、エルヴィスさんはそれを薙なぎ払うようにして追い立てる。

　そして、朝焼け色の刃と蜃気楼の刃やいばとが打ち合わされるたびに、天が震えるような衝撃が突き抜けるのだ。

『リーバー２級！　上空へと飛び上がり、小刻みに軌道を変えながらウィンザー２級を強襲───っ!!　ウィンザー２級反応した！　かろうじてこれを躱かわし、うわっと！　粉ふん塵じんがここまで届きました!!　しかしそれもウィンザー２級の蜃気楼の剣が吹き散らし──あれ？　どこ行った？　あっ、いました！　あそこです！　あーもう実況が追いつかない!!』

　──ンッ!!　──ンッ!!　──ゥンンッ!!

　轟ごう音おんが爆発するたびに、アリーナの床に亀裂が走っていく。

　この戦いは、こんな程度の舞台じゃ収まりきらないと、そう叫ぶかのように。

『ひひひひひっ!!　ひーっひひひひひひひひひっ!!』

『霊王、霊王!!　先ほどから爆笑されていますが、解説をお願いします！　もう私の手には負えません!!』

『見ればわかろう。これが天才というやつじゃよ！　わかるか？　今あやつらがやっておることの異常さが!!』

『すごいことだけはわかりますけど!?』

『あのヒヒイロカネの剣にせよ、蜃しん気き楼ろうの剣にせよ、あんなもん、素の状態で手に持っておけるはずがない。衝突の瞬間！　その瞬間だけ、その大質量を解放しておるのじゃ!!

　わかるか!?　一瞬なんじゃ！　あの二本の剣が剣として成立しておるのは!!　ほんの少しでもタイミングがズレれば、小石の一個も防げんナマクラになる!!

　その一瞬を！　あやつらが、一体何度激突させておると思う!?

　本人たちとて知っておろう。タイミングを誤ったほうが即座に負けると!!　ゆえにあやつらは、あの恐るべき速度の中で常に考えておる！

　どうやったらタイミングをズラせるか。

　どうやってタイミングをズラしてくるか。

　そういう読み合いが、駆け引きが、あの激突の一つ一つで起こり、そして引き分け続けておる!!

　こんな恐ろしいことはあるまい！　チェスを一局指すのにも匹敵する頭脳のせめぎ合いが、あれほどの数繰り返されて、未いまだどちらにも軍配が上がらんなど!!

　ひっひひひひっ!!　三〇年以上も学院長をやってきて、こんなことは初めてじゃ!!　これほどの天才が、二人も同時に入ってくるなんてことはのう!!』

　私にだって、否いや応おうなく理解できた。

　今、目の前で繰り広げられているのは、天才と天才の戦いなのだと。

　でも、それ以上に。

　だから、それ以上に。

　動き回るジャックの軌道が軽やかに見えた。

　振り回される逆さまの蜃気楼が弾んで見えた。

　絶えず交錯しては轟ごう音おんを奏でる二人が。

　いつよりも──生き生きして見えた。

　お互いがお互いに、剣に乗せて叫び合っている。

　こうして出会えたことの喜びを。

　こうして戦うことの感動を。

　こうして鎬しのぎを削ることの、楽しさを。

　ああ──そういう、ことね。

　私たちはライバル。

　誰もが敵。競争相手。

　腹も探り合えば、蹴落とし合いもする。

　──けれど。

　それは、敬意あればこそ。

　認めるからこそ、全力で潰す。

　強さを求めてこの学院の門を叩たたいた私たちは──

　──全力をもって戦うことが、……一番の、友情なんだ。

「…………れ……」

　私は、声を絞り出す。

　もうずいぶんと長い間、出していなかった気がする──心の底からの声を。

「……ばれ……。……んばれ……！　がんばれ……！　がんばれっ！　がんばれ、がんばれ、がんばれっ!!　がんばれえええええええええええええええええええっっっ!!!!」

　喉が裂けたって構わない。

　この光景を見られたことへの感謝と喜びを、精一杯伝えるために。

　私は、二人に向かって声を張り上げる。

「じーくん!!　がんばれぇええええっ!!　じいくうううううんっ[image: ]」

「今だっ！　そこだっ！　回り込めっ!!　ああああああ馬鹿あああああああっ!!」

「殿下ァあああああああああああああああッッ!!!!」

　もう二度と、懇親会のときの関係には戻れない。……そんな風に思っていたのが、嘘うそみたい。

　私も、ルビーも、ガウェインさんも──

　戦闘科も、諜ちよう報ほう科も、支援科も、教師も、学外の来賓も──

　そして、ジャックも、エルヴィスさんも──

　──誰もが、熱狂の中で一体になった。

　きっと、これは一時的なこと。

　明日になれば、また互いを蹴落とし合う熾し烈れつな競争が始まるんだろう。

　けれど、もうそれを怖がったりはしない。

　だって、この戦いが証明してくれているから。

　競い合うことと憎み合うことは、同じことじゃないんだって。

　ああ……むしろ楽しみね！

　明日から、どんな手を使って、他の３級生を倒してやろうかしら！

　胸が高鳴るわ。アイデアが止まらない！

　アゼレア・オースティンの炎はまだまだ熱くなるんだってことを、愚昧な連中にわからせてやるんだから!!





　　　◆






　暑くて全身が焼けそうだ。

　脳髄が今にも崩れそうだ。




　──なあ、お前もそうだろ？

　──ぼくはまだまだいけるよ。

　──だったら、俺もまだまだだ。




　途方もない数の読み合いを続けてきて、もはや思考さえも手に取るよう。

　これが自分の思考なのか相手の思考なのかも判然としない。

　溶け合って一つになった思考の中で、必死にマウントを取ろうとする。




　──そろそろ限界だろう？

　──お前こそ。動きが鈍いぞ。

　──きみだって、焦点が定まらなくなってきてる。

　──集中してる証あかしだ。

　──疲れたんじゃない？

　──むしろ冴さえ渡っていくばかりだっての。

　──じゃ、これも躱かわせるよね。




　瞬間、エルヴィスが動きをワンテンポ遅らせた。

　俺の身体からだは反射的にそれに反応してしまって、

「しまっ──」

　ほんのわずかにタイミングが狂い、剣を大きく弾はじき返された。

　腕が頭上に持ち上がり、胴体が無防備を晒さらす。

　エルヴィスが、口元に深く、笑みを刻んだ。




　──もらった。




　蜃しん気き楼ろうの剣が、轟ごう然ぜんと振るわれた。

　今から剣で受け止めるのは不可能だ。

　しかし、それ以外なら？

【巣す立だちの透とう翼よく】を使えば、姿勢も重心も関係ない……！

　俺は、自ら前へと一歩を踏み出した。

　そしてそのまま転がるようにして、エルヴィスの脇を抜ける。

　蜃しん気き楼ろうの剣の恐るべき威力が、直前まで俺のいた場所を薙なぎ払った。

　だが、命拾いしたのは一瞬のこと。

　エルヴィスは即座に振り返って、再び両腕を振りかぶる。

　あまりに速い、二撃目。

　避よけることを、読まれていた。

　二度目の回避は──間に合わない。

　何もできずに見上げる俺に。

　エルヴィスが握った蜃気楼の剣が。

　竹を断ち割るように振り下ろされ───




　───何も、起こらなかった。




「…………え？」

　エルヴィスが唖あ然ぜんと口を開ける。

　対して俺は、かすかに笑った。

　悪いな、エルヴィス。

　真っ向勝負だって？　とんでもない。

　俺はずっと──この時を、待ってたんだ。

　俺はあかつきの剣を握って立ち上がり、呆ぼう然ぜんとしているエルヴィスに肉迫する。

　エルヴィスは両腕を構えた。蜃気楼の剣で防ごうとしたんだろう。五秒前ならば、俺の剣は届かなかったに違いない。

　だが──残念ながら。

　エルヴィスの手からはもはや、逆さまの空間は生まれなかった。

「うおぉおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!!!!」

　身体からだの奥から咆ほう哮こうを迸ほとばしらせ。

　ヒヒイロカネが朝日のように輝き。

　何トンにも及ぶその重量をもって──




　──まっすぐに、叩たたき潰した。




[image: ]

　ゴォオオオッ!!　と衝撃が迸ほとばしった。

　ビキビキビキッ!!　と床が亀裂に覆おおわれ、アリーナが崩壊する。

　轟ごう音おんの残ざん滓しが、くわんくわん、と名残惜しむように反響して、やがて、消え入った。

　吹き渡る風が、巻き上がった粉ふん塵じんを洗い流し、崩壊し尽くしたアリーナを露あらわにする。

　戦場ならぬ戦場跡。

　満ちているのは静寂だけ。

　すべてが終わった後の世界。

　──立っているのは、俺ひとり。

　エルヴィス＝クンツ・ウィンザーは───仰あお向むけに、倒れ込んでいた。

『うぃ…………ウィンザー２級……霊力切れエレメント・アウト…………』

　ずっと聞こえていなかった実況が、この期に至って、俺の耳にも届いてくる。

『し───試合終了!!　勝者、ジャック・リーバー２級!!!!』

　おぉおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっっっっ!!!!!!!!

　という歓声が、全方位から俺を包み込んだ。

　空を見上げると、あれだけいたコウモリが、もうほとんどどこにもいない。

　青い空が、ただ広がっているだけだった……。

「……どうして……」

「ん？」

　エルヴィスが倒れたまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「どうして……最後、精霊術が……」

「これだよ」

　そう言って俺は、左手に握り締めていたペンダントを、エルヴィスの胸の上に放り投げる。

「えっ!?　これ……いつの間に……!?」

「相手の視線がどこに向いてるかをよく見るのがコツらしいぞ」

　スッたのだ。

　エルヴィスの脇を転がるようにして通り抜けた、あのときに。

「ルーティンなんだろ。そのペンダントを持っておくことが、お前の」

「なっ……なんで……!?」

「あれほど強力な精霊術だ。何かしらルーティンがあるんだろうとは思ってた。その推測の上で、お前が肌身離さず持っているものに目を付けただけだ。お前がそのペンダントを、いつも制服の左ポケットに入れてるのは知ってたからな」

「そんな……ぼくは、このペンダントのことは、誰にも……」

「誰にも？　本当に？」

「え……？」

「人間以外も含めて、本当に誰にも、知られなかったか？」

　エルヴィスの両目が、徐々に見開かれていく。

「……ああ……。ああああ……!!　ああああああああ!!」

「いただろ？　一匹だけ。そのペンダントを見たことがある奴やつが」

「……キョウ……猫の。ああ、そうか、あのコウモリも……!!　フィリーネさん……!!」

　俺とフィルは、最初っからコンビを組んでいた。

　厳密には、振り分け試験が終わった直後から。

　そして、エルヴィスのことを真っ先に調べようと、初めて教室で顔を合わせるその前から決めていたのだ。

　それで、一芝居打った。

　フィルの精霊術で呼び寄せた野良猫を、クラスで飼うように誘導した。

　あとはその猫のキョウが、俺たちの目となり耳となってくれた。

「キョウがぼくのところによく来たのは、ぼくがよく世話をしてたからじゃなくて……」

「お前のことを見張らせてたからだ。悪いけど」

「……はは……。はははははは……！　はははははははははは!!　はははははははははははははははははははははっ!!」

　霊力切れで身体からだを動かせないまま、エルヴィスは大きく口を開けて笑い転げる。

　うお……こいつがこんなに笑うの、初めて見た。

　エルヴィスはひとしきり笑ったあと、「はーあ」と息をつき、口元を緩ませたまま言う。

「きみは強い。……強いよ。ジャック・リーバー」

「……本当か？」

「まだ信じられなければ、周りを見てみなよ。何よりもの答えが、きっとある」

　言われるままに、俺は周囲を見る。

　たくさんの観客がいた。

　多くの、多くの、多くの人間が、興奮した様子で俺を見つめていた。

　今まで右から左へと通り抜けていた歓声が、今になって身体の中に響き渡る。

　……俺なんか、本当は何でもない奴やつだ。

　ほんの少し特殊な事情で、神様に贔ひい屓きしてもらっただけの凡人だ。

　ずっと、ずっと……俺の心の端には、そんな思いがあった。

　だが、今──それが。

　身体の中で繰り返し響く歓声の中に、溶けていった……。

「さあ、示しなよ」

　エルヴィスが背中を押すように言う。

「──勝ったのは、きみだ」

　俺は、あかつきの剣を握り締めた。

　それを。

　高々と。

　知らしめるように。




　──頭上へと、突き上げる。




　そうして。

　俺の全身を、さらに大きな歓声と拍手が、包み込んだのだった……。






宴うたげの後









「宴うたげじゃ宴じゃ！　あんな面白い試合を見たあとに飲まずにいられるか!!」

　という学院長の宣言により、その日の夜、学院中が宴会モードに突入した。

　呑のん気きにしていられるのは最後とはなんだったのか。

「おっつかれ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　やったなあジャックおい!!」

「じーくんやったーっっ!!」

「おぼっ!?　フィル顔!!　顔に抱きつくのはやめろ!!　っつーか痛い痛い！　背中痛い!!」

　ルビーは背中をばっしんばっしん叩たたいてくるし、フィルはまったく離れようとしないし、激戦を潜くぐり抜けた人間を労いたわろうという気はないのかこいつら。

「いや～さすがだよなあたし！　まさかあたしが教えたスリが決め手になるとはなあ！」

「違うよー！　わたしの猫さんのおかげだよー！　ね、キョウ？」

　猫のキョウがにゃあと鳴いた。

　まあ確かに、今回ＭＶＰがいるとしたらこの猫だな。

　ちなみにキョウの名付け親はフィルである。耳に残るいい名前だ。まあこれは俺だからかもしれないけど。

「お疲れさま、ジャック」

「あ……師匠」

　珍しく落ち着いた声が聞こえたと思ったら、ラケルだった。

　ラケルは柔らかに微笑ほほえんだまま、

「ジャック……わたし、精霊は出しちゃダメだって言ったと思うんだけど？」

「あ」

　忘れてた。その件があったんだった。

「厄介なことになるから出さないようにって、何度も言ったの覚えてる？」

「……す、すみません……。で、でも出さないと勝てなかったし……」

「わかってる」

　ラケルは不意に手を伸ばして、俺の髪をそっと撫なでた。

「保身より、全力で戦うことを選んだんでしょう？　……それが必要だって、あなたが思ったのなら、わたしは何も言わない。弟子が余計なことを気にしないでいられるようにしてあげるのも、師匠の役目だから」

「師匠……」

　……盗賊のときのことと言い、迷惑、かけっぱなしだなあ。

　ラケルはきっと、『迷惑をかけられるのも師匠の仕事』って言うだろうけど。

「だから、今回はお説教なし。……ほら、行ってあげて。あなたと話したい人がいるみたいだから」

「え？」

　ラケルに言われて後ろを振り向くと、そこには赤い髪の女の子がいた。

　彼女は俺の視線に気付くと、顔を逸そらして、もじもじとばつが悪そうに指を絡ませる。

「……アゼレア。どうかしたか？」

「いえ、……あの、…………お、おめでとう」

「お、おう。ありがとう」

　それだけ？

　……いや、アゼレアが殊勝に祝ってくれるってだけで珍しいか。

「あの……その、ね？」

「あ、うん」

「その……だから、あの……」

　少し赤らんだ顔で、もごもごするアゼレア。

　……あれ？　なにこれ。もしかして告られるの？

　ごにょごにょと判然としない声を口の中で転がしたあと、アゼレアはキッと、覚悟を決めたように俺を見た。

「……ジャック!!」

「は、はい」

　あれ？　フルネームじゃない。

「────次は、私だから!!」

　…………んん？

「……ごめん、どういうことだ？」

「だっ、だからっ……次は、私が戦うの!!　あなたと!!　エルヴィスさんみたいに!!　そして……勝つ!!　あなたを倒すのは、この炎えん神じん天てん照しん流りゆうのアゼレア・オースティンよ!!」

　いきなりの宣言に、俺は面食らった。

　……いや、そうか。

　伝わったんだな、ちゃんと。

「……ああ、受けて立つ。お前が俺と同じ級位に来られたらだけどな」

「すぐよ、そんなの!!　すぐだから!!　覚えてなさいっ!!」

　捨て台詞ぜりふめいたことを言って、アゼレアは赤い顔のままぴゅーっと走り去っていった。

　手て強ごわい奴やつがいっぱいで嬉うれしい限りだよ、ほんと。

「…………じーくん」

「ぐえっ」

　唐突に後ろから首を絞められた。

　な、何なに奴やつ!?

　と誰何すいかするまでもなく、フィルだ。

「だーかーらー言ったでしょーっ!?　どうセキニンとるのーっ!!」

「ぐえええええええ！　揺らすな揺らすな揺らすな!!」

　意味わからん意味わからん意味わからん！　なんで俺、首絞められたままぐわんぐわん揺らされてんの!?

「じーくんはカッコいいんだから！　カッコいいんだからね!?」

「あ、ありがとうございます……？」

「ありがとうじゃなーい!!」

「ぐえええええええええええええ!!」

　意味わからーん!!

　俺は精霊術を駆使してフィルの手を振りほどき、全力で脱走した。

「あっ、こら！　待てーっ！」

「待ってほしければ説明しろーっ!!」

「ぴーっ!!　じーくん捕獲部隊出撃!!」

「おい動物を動員するのはやめろ!!」

　俺はフィルとフィルの操る動物から、持てる限りの力を尽くして逃げ惑った。







「やあ。ジャック君。……何してるの？」

「か、匿かくまってくれ……」

　宴会の中心地から少し離れた場所にひっそりとテーブルが置かれ、そこでもう一人の主賓のはずのエルヴィスが、優雅に一人でお茶をしていた。

　肩で息をしている俺を見て、エルヴィスは苦笑しながらお茶を差し出してくる。

「とりあえず飲むかい？」

「あ、ありがとう……」

　それを一気に飲み干して、ようやく人心地ついた。

「ふー……。お前、どうしてこんなところいるんだよ。主役だろ、お前も」

「パーティを抜け出すのは慣れてるんだ。騒がしいところはあんまり得意じゃないからさ」

「ああ、なるほどな……」

　エルヴィスの『王おう眼がん』は、おそらく任意に停止させることができない。

　人が多ければ多いほど捉える情報が多くなってしまい、耐え難がたい雑音として、エルヴィスの脳を蝕むしばんでしまうのだろう……。

「悪いな。うるさかっただろ、コウモリの」

「そりゃもう。頭が割れるかと思った。洞窟とかにはあまり近寄らないほうが良さそうだ」

「まあこれから、全部の闘術場でコウモリが飼われ始めるだろうけどな」

「だろうね……。今から頭が痛いよ」

　そう言いながら、エルヴィスの口元には微笑がある。

　こいつは早晩、コウモリの超音波も克服するだろう。

　そうして努力できることが、こいつにとっては嬉うれしいのだ。

　エルヴィス＝クンツ・ウィンザー。

　天才王子。

　俺はこいつに勝った。

　現時点では、こいつより俺のほうが強かった。

　だがそれは、こいつの強さを否定することにはならない……。

　俺は一つ、腹を決めた。

「……エルヴィス、話がある」

「ん？　なんだい？」

「俺には、この学院に入学する以外に、王都に来た目的があるんだ」

　エルヴィスが、表情を真剣なものに変える。

　そしてしばし瞼まぶたを閉じた。

「……大丈夫。周りには誰もいないよ」

「悪いな」

「それで？　ぼくに話すのは、ただ信頼してくれたからってだけじゃあないんだろう？」

「ああ。エルヴィス──王子としてのお前に、話しておきたいんだ」

　エルヴィスは肯うなずいた。

「話してみて。できることなら力になる」

　俺は話した。一年前、盗賊に攫さらわれたときに聞いたことと、起こったことを。

　女頭領ヴィッキーが口走った、『彼女』という存在。

　俺がピンポイントで狙われたらしき気配。

　そして、突如として集団自殺した盗賊たち──

「……その『彼女』っていうのが、盗賊たちを自殺に見せかけて全員殺した、って？」

「わからない。だが、可能性としては否定できない。もしそんなことをする危険な奴やつが、俺やフィルに目をつけているとしたら──俺は、その可能性を潰しておきたいんだ」

「なるほど……」

　エルヴィスは口元を押さえて考え始めた。

「……王都に、腕や脚のない子供をコレクションしている貴族がいて、攫われた子供は、そいつに売られる予定だったんだね？」

「ヴィッキーはそう言っていた。たぶん『彼女』ってのは、そのための仲買人か何かだと思う」

「……噂うわさでしかないけど、その貴族には心当たりがある」

「本当か？」

「ラヴィニア・フィッツヘルベルト。……代々元老院に席を持つ侯爵家の現当主。大物中の大物さ」

　潜めた声で語られた名前を、俺は静かに胸に刻んだ。

　元老院といえば、日本でいう国会のようなものだ。国王が執行する政治に助言を与える立場にある。……数少ない超上級貴族じゃないか。

「彼女には他にも良くない噂がごろごろしていてね。同じ元老院の議員はもちろん、指輪教にも目を付けられている。だけど権力が強すぎて、王家でさえ軽々には手を出せないでいるんだ……」

「そんな奴やつなら、非合法の組織と繋つながりがあってもおかしくない、か」

「そうだね。……それに、その『彼女』ってほうにも、もしかしたら心当たりがあるかもしれない」

　声を上げかけたのを、俺は我慢した。

「……誰なんだ、そいつは？　どうして捕まらない？」

「さっききみが言った、非合法の組織っていうのとも繋がる話さ。この国の裏社会には、ある組織が君臨している。その組織は、治安を司つかさどる精霊術師ギルドに当てつけるかのように、ただ『ギルド』と呼ばれている」

「『ギルド』……」

「ほんの数年前までは、単なる犯罪精霊術師の互助組合だった。けれど、裏社会の住民の口の端にとある名前が上るようになってからは、その性質を根本的に変えた。仲介人から、支配者にね」

「……まるで王様だな」

「そうさ。まるで王、あるいは神。なのに、『ギルド』を牛耳る人間の名は誰も知らない。だから裏社会の人々は、ただ『彼女』と呼ぶか──もう一つ、別の通り名を使う」

「通り名？」

「誰もが知っていて、誰もが知らない名前。闇の国の王に相応ふさわしい名前だよ──」

　エルヴィスは表情を消し、声にすることすら恐れるように、短くその名前を口にした。




「──『ビフロンス』」




　俺は眉をひそめる。

「ビフロンスって……精霊の？」

　序列四十六位〈ビフロンス〉──七十二柱の精霊の一柱だ。

「由来はね。精霊の〈ビフロンス〉の特徴はきみも知っているだろう？」

「……『正体不明』」

「その通り。精霊としての姿も、人間に宿ったときの精霊術も、一切が正体不明。『謎に包まれている』という事実そのものが特徴と化した、特殊な精霊だ」

　謎具合ではエルヴィスの〈傍観する騒乱のパイモン〉も相当だったが、〈ビフロンス〉は次元が違う。精霊術師にとって、〈ビフロンス〉の正体を見極めてやろうと考えることは麻疹はしかみたいなものだ。だから俺も調べてみたことがあるんだが……結論から言えば、調べる前よりわからなくなった。

　調べれば調べるほどわからない。

　わかればわかるほど意味不明。

　歩けば歩くほど道に迷う、濃い霧のような存在。

　それが精霊序列四十六位〈正体不明のビフロンス〉。

「それが捕まらない理由だよ。どこの誰がビフロンスなのか、誰も知らない。『彼女』と呼びはするけれど、本当に女なのかも不明。ただ──いることしかわからない」

「いるのはわかってるのにか？」

「いるのはわかっているのに、だよ。都市伝説なんかとは違う。存在自体は確かなのが、逆に不気味なんだ……」

「具体的にどういうことをやってる奴やつなんだ？」

「基本的には仲買人だよ。盗品や攫さらわれた人間を取引して、計算上は巨万の富を得ている。大商会に匹敵するくらいだ。その他に、精霊術師の派遣もやってるね。それこそ盗賊が用心棒を雇ったりするのに使ってる。もしこいつがいなくなったら、ラエス王国の犯罪者の八割が餓死するって言われてるよ」

「それはさすがに盛ってるだろ……」

「どうだろうね。そこは正体不明だからさ」

「数年前っつってたけど、具体的にいつから活動してるんだ？」

「正確にはわからない。数年前っていうのは存在が確認されたのがそのくらいってだけで、現れて一〇年も経たってないとか、逆に百年前にはすでにいたとか、情報が錯さく綜そうしてる」

「判然としないな……」

「〈ビフロンス〉みたいだろう？」

　確かに……。

　知れば知るほどわからなくなる、正体不明のビフロンス。

「いずれにせよ、きみの証言が正しいとすれば、これは王家も無視できない問題だ。何せ他の貴族にも被害が及ぶ可能性がある」

「協力してくれるか？」

「証拠がないから、表立って組織的に動くことはできないと思うけど……。約束する。ぼくにできる限りで協力しよう」

「ありがとう。心強い」

　俺はエルヴィスと握手を交わした。

　俺一人じゃどこまでやれるかわからなかったが、王子であるエルヴィスが味方になってくれるなら、選択肢は爆発的に増える。

　ラヴィニア・フィッツヘルベルト。

　そしてビフロンス。

　ラケルや父さんたちに心配をかけるようなことは、もう二度と起こせないようにしてやる……。

「──あーっ!!　じーくん見っけ!!」

「あ」

　フィルが遠くから俺を指差していた。

　即座に逃げ出そうとした俺だったが、

「かくほーっ!!」

「どぅわーっ!?」

　そこら中から湧き出してきた鳥やら猫やら犬やらにあっという間に捕まってしまう。

　精霊術を使われないよう、俺の身体からだに直接触れないようにする抜け目のなさも完備だ。

「ふっふー。まだまだですな！」

「くっそー……」

　駆け寄ってきて胸を張ったフィルの前で、俺はうなだれて観念した。

　ええい、煮るなり焼くなり好きにしろ!!

「すごいね……。ジャック君を捕まえるなんて……」

　エルヴィスがガチで驚いていた。

「慣れているのです。時間がものを言うのです。ナイジョのコーなのです」

「年の功って言いたいのか？」

「ナイジョのコーなの！」

「ちょっ、痛い痛い」

　頭をぺしぺし叩たたかれる。どこが内助の功だ。

「いや、すごいよ。慣れているにしてもさ。……なんか自信なくなってきたな……」

「んー？　エルヴィスくんもすごかったよ？」

「えっ？」

「ぐわーん！　どしゃーん！　って！　じーくんのあの剣とばちばちできる人、初めて見ちゃった！」

　ぴょんぴょん跳びはね、全身で蜃しん気き楼ろうの剣のすごさを表現するフィル。

　そして、

「あっ……ありが、とう……」

　ぼーっとフィルを見ながら、ほのかに顔を赤くするエルヴィス。

　……んん？？

「ちょっとフィルーっ！　どこまで行ったのーっ!?　私は別になんでもないってばー!!」

「おーい！　ったく、主役がいなかったら盛り上がらねーだろーが！」

「殿下ぁー！　どこにおられるのですかー！」

　アゼレアとルビーとガウェインの声が、遠くから聞こえてきた。

　フィルはそれに振り返り、

「なーんだ。みんな来ちゃった。じーくん連れ戻してくるって言っといたのに。じーくん、逃げちゃダメだからね！」

　そう言い置いて、フィルは声のほうへと走っていく。三人を呼びに行くのだろう。

　その背中を、エルヴィスは目で追いかけていた。

「……………………」

　俺は大量の動物にのしかかられたまま気合いで立ち上がる。

「うわっ!?　ジャック君!?」

「エルヴィス。俺たちは仲間だ。協力者だ」

「う、うん……。そうだけど……？」

「だけど」

　がしっと、エルヴィスの肩を強く掴つかんだ。

「越えちゃいけないラインは考えろよ？」

「え……？」

「考えろよ？」

「……は、はい……」

　……まったく、フィルの人懐っこさにも困ったもんだな。

　夜闇の向こうから、四人の少年少女が走ってくる。

　これから長い時間を過ごすことになるだろう、ライバルにして友人たちが。

　──しかし月は、変わらず俺たちを見下ろしていた。





〈黄金の少年期：神童集結編──THE END〉








正体不明









　兄さん、カッコよかった──ああ、兄さん──策が決まった瞬間のあの顔──兄さん、兄さん、兄さん──勝利後の安あん堵どした微笑ほほえみ──兄さん、兄さん、兄さん兄さん兄さん兄さん──全部素敵！　全部──兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん────!!




　はあ───退屈です。




　……退屈……退屈……退屈……。

　どうしてですか？

　兄さんを世界に見せびらかしたかった。だから学院に入学してもらった。だから『真しん紅くの猫ねこ』をけしかけた。だから『ギルド』なんて大仰なものを用意した。

　全部、全部、わたしが望んだことです。兄さんというヒーローが活躍するのを見るためには、相応ふさわしい舞台と敵役が必要だった──だから準備したんです。全部、丸ごと、このわたしが準備して手配して、……なのに。

　実際、気持ちよかったでしょう？

　才気溢あふれる兄さんが、十じつ把ぱ一ひと絡からげの有象無象を蹴散らしていくのは、息を荒げるくらい気持ちよかったでしょう？

　なのに──なんででしょうね。これが賢者モードというやつですか？

　満たされない。

　満たされない。

　満たされない。

　退屈なんです。虚むなしいんです。つまらないんです。

　ずいぶん長い間……兄さんに、触れていない気がするんです。

　……わたしは、失敗したのかもしれません。

　我慢すればいいと思っていました。不満に思うのはただ、わたしに堪こらえ性しようがないだけであって、そのときが来れば、兄さんはわたしを見てくれる──そう思っていました。

　けれど、決定的な思い違いがあったのです。

　致命的に勘違いしていたことがあったのです。

　それに気付いてしまった以上、……きっと今回は、もうダメなのです。

　どうしましょう、どうしましょう。こうしている間にも、兄さんの貴重な寿命が一秒、二秒と減ってしまっているのに──

　──ああ、兄さん……。

　兄さんは、わたしを愛してくれていますか？

　愛してくれていますよね？

　そのはず、ですよね……？

　ねえ、兄さん。

　兄さん……────




♪　せっせっせーのよいよいよい　♪

♪　心配しないで　怖がることない　♪

♪　気に喰くわなければ　やり直せ　♪

♪　ラーンラランランランランランラン　♪

♪　ラーンラランランランランラン　♪

♪　ラーンラランランランランランラン　♪

♪　ランランランランラ……　♪





〈TO BE CONTINUED TO──黄金の少年期：霊王決戦編〉
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